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　パンツだ。

　パンツが落ちている。

　私は思わず首を傾かしげた。そして目を擦こすった。さらに頰ほおを抓つねってみた。

　しかし、何をどうしても、やっぱりパンツが落ちている。

　注ちゆう釈しやくを入れておくが、この場合〝パンツ〟とは女性用下着を指す名詞である。英語ではパンティ、パンティースなどと呼ばれ、日本ではショーツとも呼ばれる、女性の下半身、主に女性器を保護する目的で着用される衣類の一種だ。

　それが、私の前方約二メートルほどの位置、リノリウムの床の上に、淡い桃色の歪いびつな三角形として存在している。

「……何な故ぜ？」

　何故、こんな所にパンツが落ちているのだ？　幻覚や錯さつ覚かくの類たぐいだろうか。いや、本日の私の体調はすこぶる良好である。アルコール類や薬物も嗜たしなんではいない。もしや何者かの陰いん謀ぼうか？　とにかく何かおかしい。変だ。奇妙にして異常である。

　――こんな所にパンツが落ちているはずがない。

　――学校の階段の踊り場などに、女性用下着が落ちているはずがないのだ。

　自分に言い聞かせるように、そう心の中で繰り返すが、それでも、国立皇おう家か院いん学園高等部、第十三教室棟の五階と六階を繋つなぐ階段の踊り場に、一枚のパンツが存在しているという事実は覆くつがえりようがなかった。

　確かに、可能性だけで言えば、決してありえないことではないだろう。皇家院は共学校だし、女子生徒は全体の五分の三を占めている。男子校の廊下に女性用下着が落ちている可能性よりは高い。

　しかし、私が皇家院学園の高等部に入学してから約一年と三ヶ月が経過しているが、その間、今のような光景を目にしたことはなく、盗とう難なん騒さわぎならあったが、女子の誰だれかが落とした下着を他の何者かが拾しゆう得とくしたという話は、ついぞ聞いたことがない。

　そもそも、下着とは人が着用する衣類の中で最もプライベートかつパーソナルなものだ。女性は勿もち論ろん、男性とて、そうそう公共の場で晒さらすようなことはしない。

　果たして、一体全体何をどのように取り計はからえば、それを公の場に落として気付かぬなどという事態が発生しえるのだろう。

　この場で思いつく限りの仮想ケースを列れつ挙きよし、その中で実現の可能性の高いものを取捨選択した上で、蓋がい然ぜん性せいの高い仮説の一つとして、以下のようなシチュエーションを提示したい……いや、ちょっと待て。思考が見当違いな方向へ突っ走っている。

　腕時計を見ると、二時限目の終了まで残り十分程度。数学の抜き打ちテストを早そう々そうに終えた私は、次の歴史の授業に必要な資料を第二資料保管室へ取りに行くよう、石いし塚づか教諭から言づかっているのだ。思索に耽ふける時間的余裕は皆無である。

　奇妙奇怪な光景ではあるけれども、現実としてパンツはそこに存在しているわけだし、原因究明はさておき、ここは早急にパンツを回収すべきだ。後に持ち主への返還方法を模も索さくするのが妥当だろう。

　そのように判断を下し、しゃがみ込んでパンツを拾い上げる。すると、パンツを摘つまんだ右手の指先が奇妙な感覚を捉とらえ、思わず取り落としそうになってしまった。

　あ……あたたかい。

　パンツは、温かかった。温ぬるい……と言うか、温ぬくい。擬音で言えば〝ホカホカ〟。薄桃色の布切れは、何故か人肌を保っていた。

　窓から注ぐ太陽光に温められているのか？　いや、床は冷たいリノリウムだ。それは考えにくい。だとすると、これは私の手が触れる寸すん前ぜんまで熱を発する何かと接していたのではないだろうか。

　それは、つまり、もしや、まさか、ひょっとして――

「……ぬ、脱ぎたて？」

　このパンツは、いわゆる〝脱ぎたて〟の状態にあるのだと推すい測そくされる。指先に感じる温度から察さつするに、最長でも数分、短ければほんの数秒前まで、このパンツは持ち主たる女性の肌に密着し、最も重要かつ厳重に秘されている場所――即すなわち女性器を保護していたのだと思われる。

「……………………ごくっ」

　誤解しないでいただきたい。私は、それらの事実を知ったところで己おのれの欲望を浅ましく膨ふくらませたりはしない。唾つばを飲み込んだのは喉のどが渇かわいたからである。顔の高さにまでパンツを持ち上げ、両手で広げて観賞……もとい、観察しているのも、あくまでも持ち主の手掛かりを探すためであって、性的な欲情からの行動ではないと主張しておく。

　間近で見ても、やはりそれはパンツであった。薄桃色でシンプルなデザイン。生地は男性用下着と比べて限りなく薄く、手触りはサラサラしていて、ほのかに甘い砂糖菓子のような良い香りがする……ような気がする。

　言っておくが、私は女性の下着の匂いを嗅かいで興奮するような変態的性癖は持ち合わせていない。脱ぎたてホカホカのパンツを、香りが鼻に届く近さで観察しているのも、当然ながら持ち主を探し出すのに必要な作業の一つであって、この私が、たかが一枚の布切れに過ぎないパンツの匂いに興味津々だなどと思われるのは限りなく遺い憾かんだとしか言いようがない。

　加えて、この芳かぐわしい香りの発生源はパンツの持ち主自身と考えて相そう違いない。即ち、この香りこそが、持ち主特定のための唯一無二の手掛かりなのである。故に、より正確に嗅ぎ取るため、さらにパンツを顔へと近づけるのも必須の行動と言わざるを得ない。落とし物を持ち主へ返還するというのは、これはもう常識中の常識であって、学生とは言え社会の一員たる私に選択権はないのだ。

　ゆっくりとパンツが私の顔面へ近づき、視界が薄桃色に占められ、軽やかにしてなめらかな生地が鼻の頭に触れんとした――まさにその時だった。

「アンタ、こんなトコで何してんの？」

　突然、後方から聞き慣れた女性の声がして、驚きに全身が硬直し、口から飛び出そうとした心臓が喉のど仏ぼとけの辺りまで迫せり上がってきたような気がした。













「まだ授業中じゃん。アンタ、サボりが許されるほど成績良くないでしょ。それとも、あたしの知らない間にエクラになったとでも言うわけ？」

　訝いぶかしげに問い掛けながらも、どこか嬉うれしげな響きも伴ともなうこの声は、私のよく知る声だ。しかし、願わくば聞き間違いであって欲しい。このタイミングでの彼女の出現は、おおよそ考えうる限り最悪の事態を意味するからだ。

「ま、そんなワケないか。まったく……まだ一いち六ろく制限も外せてないんだから、せめて一般教養の授業で点数稼かせぎしときなさいよね。そんなんだから、いつまで経たってもＸなんて中途半端なクラスのままなんだからさ。……あ、あたしだって、その……アンタと一緒なら授業くらい受けてやってもいいかなぁ、とか……思わなくもないし……」

　声のしたほうへ振り向くと、頰を朱に染めた〝おおよそ考えうる限りの最悪〟が腰に手を当てて立っていた。

　触れれば火傷やけどしそうなほどに赤々と輝く真紅の長髪は、両サイドと後頭部で三つに束ねられている。ツインテールならぬトリプルテールといった風情だ。高等部の女子用制服に改造を施ほどこした、派手で鋭角なデザインの真紅の衣装を纏まとい、胸元には無制限法力行使の許可証たるエンブレムが煌きらめいている。

　猛獣すらも一ひと睨にらみで平へい伏ふくさせるような鋭い赤眼が印象的で、顔全体の造形には一分の狂いもなく、百人中百人が即答で認めるであろう美少女。

　その名を、天あま津つ風かぜ魅み雷らいという。

　私と同じく高等部の二年生であり、学園の頂点に君くん臨りんする六名〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉の一柱にして、史上最年少で〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号を得た天才。そして――

「そ、れ、に！　義母おかあ様にも言われてんのよ？　妙な部活に夢中になって肝かん心じんの学業を疎おろそかにしないよう監督してくれってね」

　私の幼おさな馴な染じみでもある。しかも、親同士が懇こん意いで住まいも隣接、衣・食・住のほとんどを共有した生活を送り、高校に上がるまでは毎年同じクラスで隣となり同士の席だった。それこそ、私の母を勝手に義母呼ばわりするのが許されるくらい密接な、腐れ縁がさらに腐って白骨化するくらいの関係である。

　だからこそ、私には、現在の状況が最悪だと断言できるのだ。

「み、魅雷……キグー、だな？」

「なーにが奇き遇ぐうよ。サボりの言い訳しようったってそうは……って、アンタ、さっきから何しゃがみ込んで――」

　上から覗のぞき込こむようにして私の手元を見た魅雷は、ビキッという音を立てて硬直した。

「待て。落ち着け。これには訳があるんだ。のっぴきならない事情があるのだ」

　無意識に弁べん解かいがましいセリフを口にする。だが、もう遅い。もう手遅れだ。

　私の手の中にはパンツがある。持ち主を探すためとは言え、それを顔面に近づけている。この光景を目にした幼馴染みが、何をどう判断し、どのような感情を抱くかなど、頭で考えるまでもなく体で思い知っている。

「それ、パンツよね？　女のパンツよね？　……あたし以外の女の」

　オーラだ。オーラが見える。錯覚ではない。プルプルと小こ刻きざみに震ふるえる魅雷の全身から、髪や制服と同じ鮮あざやかな真紅のオーラが放たれている。まるで彼女自身が炎に変わってしまったような、肌が焦こげそうなほどの熱さえ感じた。

　彼女は――完全にキレている。私が非合法な手段で女子生徒のパンツを入手し今まさにそれを用いて己おのが変態的劣情を満たさんとしているのだと、そう思っているのだろう。

　それは誤解だ。５Ｆより誤解だ。しかし、言い訳をする時間は与えられまい。天津風魅雷の中で出された結論は、電光石火の速さで最適な行動へと移される。

「死ね」

　その呟つぶやきを耳にした瞬間、動物が生まれ持つ生存本能と、体に染み付いた条件反射とが、私を横っ飛びさせ、階段に縋すがりつくようにして伏ふせさせた。

　直後、真まっ赤かな閃せん光こうが瞬またたき、百分の一秒前まで私が立っていた床が、消えた。

　さらに、後方の壁までもが、建物の外側からショベルカーで抉えぐり取とられたかのように消失している。

　なんだ、これは。魅雷は行こう使し紋もん様ようを描いていないんだぞ？

　何が起きたのかわからず、校舎に開いた大穴を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、異音が耳についた。ジュワジュワと炭たん酸さんが泡を立てているような音。さらに異臭まで漂ただよってくる。大穴の縁を見ると、強固な建材がドロドロに溶とけ、まるで水みず飴あめのように垂れ下がっていた。

　床と壁は消え去ったのではない。想像を絶する高熱で一瞬にして溶かされたのだ。

「これは……だ、第四級行使〈熔解ヤル・レ・ムウ〉か！　対人使用厳禁の致ち死し性行使！　みっ、みみみ魅雷！　君は私を殺す気か!?」

「ええ、そうよ」

　即答した!?

「言っておくけど、殺人未み遂すい罪には問えないから。性犯罪者相手なら正当防衛だもの。アンタみたいな下着泥棒相手ならね」

「し、下着泥棒だと!?　誤解だ！　名めい誉よ毀き損そんだ！　どこにそんな証拠がある！」

　半なかば開き直って叫ぶと、魅雷は「それ」と、私の右手を指差した。

　そこには、しっかりと握にぎり締しめられたパンツが。

　これ以上ない、決定的な証拠だった。

「随ずい分ぶんと大切そうにしてるじゃないの。……安心したわよ、ちゃんと女に興味があるみたいでさ」

　魅雷は笑っている。頰をヒクつかせながら、眉まゆを跳ね上げながら、全身を怒気に震わせながら。やがて、その震えが声にまで伝わっていく。

「こっ、このあたしが……風呂場に全裸で乱入したり、Ｙシャツ一枚で布団ふとんに潜り込んだりしてるのに……か、かか体どころか、わざと放置してる下着にも手を触れなかったくせに……しら、知らない女の下着は盗んでまで欲しいわけ？」

　魅雷よ。君からの好意は素直に嬉しい。だが、単なる幼馴染みというステップを一刻も早く越えたいというのは理解できるが、君の好意の示し方は少々過激すぎて、私は驚き躊躇ためらうばかりなのだよ……という趣しゆ旨しの意見を過去に述べたことがあるが、彼女は私の意志を尊重する気はないらしい。

「あ、あた、あたしの、気持ちを受け入れないの？　無視するの？　拒こばむの？　裏切るの？　……それなら……それなら…………いっそ殺すッ!!」

　一方的にすぎる勧かん告こくに、私のほうも色々と言いたいことはあるが、炎が燃えているかの如ごとく輝く瞳ひとみの奥に〝殺意〟の二文字が浮かんで見えるような状態では聞く耳持つまい。

　だが、このまま座して死を待つわけにもいかない。不可抗力とはいえ拾ってしまった以上、私にはパンツを持ち主へと返す義務……いや、使命があるのだから。

「ここは偉大なる先人に倣ならい……三十六計逃げるに如しかず！」

　そう叫び、脱兎の勢いで階段を駆け上る――

「逃がすかって！　乙女心を弄もてあそんだ犯罪者がァッ!!」

　――と、見せかけて、階段の中ほどで手て摺すりを乗り越え、踊り場を挟んでＵターンする構造になっている五階への階段へジャンプ。魅雷の後方へ回り込んだ形だ。

「ッ!?　フェイント!?」

　着地の瞬間、鈍い音がして右足に鋭い痛みが走り、放たれた〈熔解ヤル・レ・ムウ〉に六階への階段が溶かされる気配を感じたが、構わずに全力で走る。振り向いたり立ち止まったりしたら、その瞬間に死が確定してしまう。

「逃ぃぃがすかぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!」

　後方から追い駆けて来る、おどろおどろしい魅雷の叫び声。彼女から放たれる熱気までもが背後に迫ってくるかのようだ。

　階段を五階へと駆け下り、勢いを殺さぬようにして廊下へ走りこむ。目の前には果てしなく長い廊下。長すぎて本当に果てが見えない。だが、その中途に階段ホールが見えた。距離にして約百メートルほど。ここ第十三教室棟の四号階段である。

　魅雷相手に追いかけっこ……もとい、鬼ごっこで勝てる可能性はゼロだ。彼女は正真正銘の鬼――修しゆ羅らなのだから。私の肉体と本能はそのことをよく知っている。今は、どうにかして魅雷を撒まき、その間に対抗策を検討するのが得策だ。

　逃走経路の算段を立てつつ廊下を疾しつ駆くし、辿たどり着いた四号階段を飛び降りるような勢いで一階まで駆け下りると、目の前には四番昇降口。

　魅雷との距離を開くため、すぐにでも外へ飛び出したいところだが、その行動は読まれているはず。ここは攪かく乱らんも兼ねて四番昇降口は素通りし、五番昇降口へと向かおう。そこは魅雷と出くわした五号階段の真下だ。裏を掻かくにはちょうどいい。

　捻ひねった右足の痛みが麻ま痺ひしてきたが、気にはしていられない。あの修羅から逃げられるなら、右腕とセットにして支払ってもまだ安い。

　リノリウムのタイルが剝はがれそうなぐらいの勢いで廊下を走り抜け、五番昇降口まであと十メートルという距離に至った、その時。

　ドロッとした水飴のような何かが、目指す昇降口の天井から落ちてきた。

　真っ赤に染まった水飴が床に達すると、ジュワッという音がして、廊下中に嗅いだだけで健康を害しそうな化学的な悪臭が充満した。

　そして、我が両の耳に届いたのは、嘲あざけりの混じった聞き慣れ過ぎた少女の声。

「ねえ？　あたしがアンタの行動を読めないとでも思ったの？」

　天井が溶け落ちて口を開けた大穴から、狂気を煮しめたような笑みを浮かべて、赤の修羅がご降臨ましました。見えないエレベータに乗っているような緩かん慢まんな速度で。

　なんという無茶なことを。第四級行使〈熔解ヤル・レ・ムウ〉で、五階から全ての床をぶち抜き、先回りしたというのか……。

　あまりの驚愕に声も出ない私の前で、魅雷は第六級行使〈滞空フア・ヴ・ウー〉によりフワリと着地し、穏やかな声で言った。

「あたしはさぁ、アンタのことならなんだって知ってるんだから。使ってるシャンプーや洗顔料の銘柄から、持ってる洋服や下着の数と種類、それにベッドの裏側に作られた隠しポケットに入ってる企画物の安いＡＶのことまで……ぜ～んぶね」

　非常識極まりない魅雷の行動に動揺したり戦せん慄りつしたり最も確実な隠し場所をどうやって見抜いたのだとツッコんだりするゆとりはない。靴の裏を摩ま擦さつ熱ねつで焦こがしつつ急停止から即座にターン。魅雷に背を向け全速力で走り出す。しかし――

「――喝カッッ!!」

　空間そのものを激しく揺さぶるかのような、凄すさまじい魅雷の豪声が轟とどろき、

「ぬぐわぁぁぁっ!?」

　大型ダンプカーに撥はねられたかのように吹っ飛ばされた。

　十メートルほど宙を舞い、さらに数メートルほど転がって、ようやく止まる。全身に感じた衝撃は、本物の交通事故と大して変わらないだろう。

「うっ、ぐっ……くそっ……い、今のはなんだ……？」

　視界がチカチカと明めい滅めつして頭がフラつき、全身が激しく痛むものの、動けないほどのダメージは負っていないようだ。身体強化の常用行使様々である。もし無強化だったら、まず間違いなく全身打撲で死体安置所モルグ行きだ。

　しかし、今の衝撃波はなんなんだ？　魅雷の放った指向性の超音波攻撃か？

　立ち上がって、見ると、廊下の窓という窓が全て粉々に砕け散っていた。

　しかし、尚なおも泰たい然ぜんと佇たたずむ赤き修羅の周囲には、行使紋様の残ざん滓しすら残っていない。それに、法力による攻撃なら我が生存本能が反応を示すはず。ということは――

「ま……まさか…………ただの気合!?」

　気合を込めて叫んだだけ!?　たったそれだけで、四トントラックが時速百キロで突っ込んできたかのような衝撃波を生み出したと？　化け物めっ！

「さあって……鬼ごっこはここまでね。あたしの女心を弄もてあそび辱はずかしめ踏み躙にじった罰……その身に受けやがりなッ!!」

　魅雷は微笑を憤ふん怒どの表情へと変じ、バレエダンスを踊るような優雅さで右足を高く上げた。スカートが捲めくれて下着が露出するが、気にも留めていない。

　その光景を目にした瞬間、私の脳裏にある閃ひらめきが走った。

　そうだ。私には使命がある。今も右手に握り締められているパンツの持ち主を探さねばならんのだ！

　心の奥で熱く燃え盛る使命感に抗あらがうことなど叶うはずもなく、私は曝さらけ出だされた魅雷のスカートの中をカッと目を見開き凝視した。

　念のために言っておくが、このような行為に及んでいるのは拾得物を返却するという社会的にも道義的にも正しい目的のためであって自らの浅ましい欲望を満たさんとする破は廉れん恥ちな犯罪者とは行為の高尚さが全く別次元で異なっていると主張しておきたい。先程、魅雷は自分のパンツではないと言っていたような気がするが、私の聞き間違いかもしれないし、彼女の勘違いということも十分にありえる。故に、確認として魅雷の股間を観察せずに済ませるわけにはいかない。あくまでも確認のためだ。

　魅雷は……うむ、やはり持ち主ではないな。赤と白の縞しま模様というなんだかおめでたい柄のパンツを穿はいている。よし、確認終了。しっかり記憶に焼き付けた。

　そんな一瞬の思考と観察の合間に、魅雷は行使紋様の構築を開始していた。高く上げた右足から彼女の印章色シンボル・カラーである真紅のラインが伸び、空中に曲がりくねった紋様を形作る。どうやら得え手てとしている〈炎熱系〉以外の法力を行使するつもりのようだ。

　宙に描かれる紋様は、数本のラインが分ぶん岐きと合流を繰り返しながら三次元的な絵柄を構成し、それが〈アガレの法力〉行使の設計図となる。即ち、紋様を読み切ることさえできれば、どのように法力が行使されるのかを見抜けるというわけだ。

　放射八条、破線四行、二重円環は波型の九連、固有系統ヴィヌ・ルゥ、具象規定誘導線が上下に五筋、接続は……六から二十二？　逆流制御線は皆無で増幅経路が、なんと七本か。相変わらず不規則な上に暴力的な紋様だな。

　普通なら行使イメージに則した規則正しい紋様が描かれ、逆流制御線が最低でも二十から並列の三十四はあるものだが……感覚だけの紋様構築に、逆流を全く恐れぬ呆あきれるほどの精神力。まったく、天才ってのはこれだから。

　長々と描写してはいるが、実際には二、三秒に満たない作業だ。並みの生徒ならば構築に数分は要するであろう複雑な紋様に舌を巻きながらも……読み切れた！

　第五級行使〈轢断ゴ・ラ・シオン〉か！

　増幅経路が七本もあれば、速度は供用行使の四倍に達する。避さけようにも、廊下の幅では無理だ。しかし、速すぎて教室の扉を開けて逃げ込む余裕もない。

　ならば昇降口だ。四番昇降口は広々としたホール。あそこなら躱かわせる！

　全身を舐なめるような戦せん慄りつが駆け抜け、自分でも驚くような速度で走り始めるのと、奇才の抽象画にも似た赤い紋様を纏わせた足が振り下ろされたのは、同時。

「くったばれぇぇぇぇぇぇぇやあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　真紅の紋様が一際強く輝き、魅雷の踵かかとがリノリウムの床を削った。

　途端――廊下が割れた。

　ゴガガガガガガッ!!　という道路工事のような轟ごう音おんを立てながら、床と天てん井じようが何かに抉えぐられるように割れ、逃げる私を追うように廊下を亀裂が走る。

　これがただの地割れなら私も逃げたりはしない。だが、この現象を引き起こしているのは、高速で回転する不可視の車輪なのだ。床から天井にまで達する巨大な目に見えない車輪が、私を追い駆け廊下を断ち割っているのである。

〈アガレの法力〉第五級行使、文字通りの〈轢断ゴ・ラ・シオン〉だ。

「逃げようなんて無駄なんだからね！　温順おとなしく轢ひき殺されろや！」

　無様に逃げ惑うしかない私を嘲あざ笑わらうような魅雷の声が響いた。すると、無数の破は片へんと火花を撒き散らしながら走る車輪が、さらに速度を上げた。

「どぅぇぇぇぇっ!?　な、なんでっ!?　噓うそだろう!?」

　確かに読み切れたはずなのに！　まさか、〈轢断ゴ・ラ・シオン〉を発動した直後に第十級行使〈加速アツ・カツト・ルー〉を重ね掛けしたのか？　遠距離発動で？　こんな場面で技量を見せつけるな！

　増速した不可視の車輪が、みるみるうちにすぐ背後にまで迫り、散ばら撒まかれる破片と火花が私の背を打つ。

　いかん！　このままでは魅雷の言うとおり轢き殺される！

　轢れき断だんされる自分の姿が脳裏を過よぎった、その時だった。

　ガラガラッ、と慣れ親しんだ音が聞こえて、前方左側、短い間かん隔かくで並んでいる扉の一枚が開かれ、男子生徒と思おぼしき男が、廊下を覗くように顔を突き出した。

　なんたる僥ぎよう倖こう！　不可視の車輪が破壊を散撒く光景に驚いた男が、首を引っ込め扉を閉める寸前で、私の手がその動きを止めた。そのまま、室内へと転がり込む。

　直後、轟音と無数の破片を散撒きながら、不可視の車輪が廊下を通り過ぎていった。

　緊張に心臓が激しく鳴っていて、とても廊下に首を出して確認する気にはなれなかったが、数秒後に耳に届いた破壊音は、おそらく廊下の突き当たりの壁を車輪が粉ふん砕さいした音だと思われる。

　制服は粉ふん塵じんに塗まみれ、痛みと疲労で肉体は既に限界ギリギリだが、なんとか命を繋ぎとめられたことに安あん堵どし、比ひ喩ゆではなく胸を撫で下ろす……が、

「ふーん……避よけちゃうんだ。素直に轢き殺されてれば、焼かれず焦がされず溶かされず、楽に死ねたのに。避けちゃうんじゃあ……仕方ないよねぇ？」

　廊下から響いてきたのは、心底から愉快そうな修羅の声。そして――

「焚ふん殺さつ刑けってぇ～い♪」

　――無情なる死刑宣告であった。

　脳裏に、焼死体と化した己の姿が、総天然色で鮮やかに浮かび上がった。

　死だ。死しかない。このままでは、私の明日には死しかない。

　パンツの持ち主探しも重要だが、今は何よりも生き残ることが第一だ。安全性の点で言えば、我が博物学研究会の部室を目指すべきだろう。しかし、ここからではかなりの距離がある。無事に辿り着くにはまず魅雷を撒かねばならない。右足も負傷した状態だしできれば一旦どこかに身を潜め、応急処置を施したいが……。

　鼻歌を奏かなでながら焦じらすようにゆっくりと近付いてくる修羅の気配。それに怯おびえながら思考を巡らせていると、部屋の中に居た半裸の男たちと目が合った。




　　　　　▽




「ふむ、なるほどね。事情はよくわかった。だが、別に説明などしなくてもよかったのだよ？　どんな理由があったとしても、私が君を拒こばむことは決してない。たとえ、君が駅構内で刃物を振り回し数十名を死傷した後で逃げ込んで来たのだとしても、私なら受け入れられる。世界を敵に回してでも、君を匿かくまってあげよう」

「はあ、それは、まあ……ありがとうございます。……ですが先せん輩ぱい。そのニヤニヤとしか表現できない表情を浮かべたままだと、少し説得力に欠けますが……」

「む？……そうか、これは失敬。全く予期せずに君が私の所へ来てくれたものだから、嬉しくてね。それも、他の女を振り切って……だ。堪こらえようとしているのだが、つい笑みが浮かんできてしまう」

　私も精神修養が足りないな、と言いながら、表情筋をマッサージするように頰を摩さするのは、高等部三年生、璃り天あま弥み撒さ祈きさんである。魅雷と同じく〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉であり〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉でもある、学園内最強・最美・最優秀生徒の一人だ。

　魅雷とは対照的なショートの蒼髪が特徴の知性溢あふるる美しい女性で、近寄り難がたいほどに整った容姿の割にフランクで面倒見の良い性格からか、男子女子問わず人気が高い。ファンクラブまで……は、魅雷にもあったな。

　私が赤き修羅の魔の手から命辛から々がら逃げてきたのは、高等部敷地内の特別役員棟にある〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉専用の居室、その中で弥撒祈先輩に与えられた一室だった。

　美び貌ぼう、才能、家柄――三つ全てを兼ね備えた璃天弥撒祈という女性を、インテリアでもって表現したような、静かな中にも華やかな雰囲気が漂う部屋だ。

　その中央に置かれたソファーに座って、優雅に足なぞ組みながらティータイムを楽しんでいた先輩は、痛む右足を引ひき摺ずりながら死に物狂いで辿り着いた私が、ここに至るまでの事情（パンツの件以外）を話すと大いに喜び、そして眉を顰ひそめた。

「それにしても彼女……天津風魅雷にも困ったものだ。一六制限の君に対して致死性行使の〈熔解ヤル・レ・ムウ〉に〈轢断ゴ・ラ・シオン〉とは。一部の信奉者には〝紅べに緋ひの獅し子し姫ひめ〟などと呼ばれているそうだが、まさに獣ケダモノが如き野蛮な女だよ」

　先程の発言からもわかるとおり、先輩は何かと私を気に掛けてくれているのだが、魅雷のことは嫌悪していると主張して憚はばからない。

「天津風魅雷の蛮行は少々目に余るよ。二ヶ月前に第二教室棟を半壊、先月にも第三十六体育館を全壊させるなど、とても理性ある人間の行いではない。頭の螺ね子じが数本外れているとしか思えんな。君も彼女に狙われて、よく生き残れたものだね」

「それは……さしもの魅雷も男子更衣室には足を踏み入れづらいということですよ」

　私が車輪から逃れようと飛び込んだのは、むさ苦しい男どもで溢れた男子更衣室だったのだ。男ならば異性の更衣室になら特に用がなくても入ってみたいと思うものだろうが、一応十六歳の乙女である魅雷には躊躇いがあったらしい。更衣室の扉一枚が核シェルターが如き防御力を発はつ揮きし、彼女がまごついている間に窓から脱出したのである。

「あのアバズレがそんな初う心ぶなタマかい？　いや、君に対してそういうキャラを演じているということかな。……計算高い毒婦め」

　いくら相性が悪いからって、そんな吐き捨てるように言わなくても――と、私なりにフォローしようとしたら、

「は～いっ、おわりましたよぉ～」

　間ま延のびした声に機先を制された。聞くだけで耳じ朶だが蕩とろけそうなロリボイスである。

「ちゃんとおくすりのまなきゃ、めっめーですよっ？　それじゃあ、お大事にぃ～」

　私の足元に座り込んでいた幼女が、ぴょこんと立ち上がった。妙なセリフは、どうやらナースさんのつもりらしい。彼女は、私の右足の治療をしてくれていたのである。

　向日葵ひまわりのような屈くつ託たくのない笑顔を浮かべる幼女の名は、鉤かぎ原はら由ゆい子こ。

　少女ではない。幼女である。体の作りの全てが小振りで愛らしいのだ。身長は、うんと背伸びをしても私の臍へそくらいまでしかないし、顔の造形はどのパーツも丸みを帯びていて、マシュマロみたいに柔らかそう。ウェーブの掛かった長い髪は見事な金色で、フワフワと宙に浮きそうなほど軽やかだ。

「ん、流石さすがに早いな。ありがとう」

　治療の礼を告げ、立ち上がって右足の調子を見る。痛々しく腫はれ上あがっていた足首は元通り、麻痺しかけていた痛みもない。完璧だ。元より調子が良くなったくらいである。

　見事な施せ術じゆつに、再度「ありがとう」と礼を言うと、由子は「えっへへへー♪」と、照れの混じる得意そうな笑顔を浮かべた。

　ここまで幼い見た目と仕し草ぐさだと、小学校低学年でも十分通じるだろうが、由子は私の一つ下の後輩、つまり、高等部の一年生である。年齢は十五歳。その証拠に彼女は高等部の制服を着用している。尤もっとも、フリルに塗まみれた改造制服は、小柄すぎる体格にはブカブカで、スカートに至いたっては今にもずり落ちてしまいそうだ。

「ご苦労様、由子。ご褒ほう美びに、冷蔵庫の中のケーキを食べていいよ」

「えっ？　ほんと？　わーいわーいっ！　ケーキケーキぃっ！」

　先輩の許しを受けた由子は、喜びを全身で表しながら、キッチンの脇わきにある小型の冷蔵庫に飛びついた。見た目だけでなく中身までもが子供っぽい。

「どうかな？　由子の法力の腕はなかなかのものだろう？　医療系行使に限って言えば、高等部内でもトップクラスの実力だ。〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号を得る日もそう遠くはないだろう……というのは身内の贔ひい屓き目めかな」

　語りながら由子を見つめる先輩の表情は、紛まぎれもなく〝優しいお姉ちゃん〟そのものだった。

　二人は、ともに中等部の生徒であった頃から実の姉妹のような関係であるらしい。先輩が本当の妹以上に由子を溺でき愛あいしているという事実は、全校生徒の知るところであり、妹が一人いるだけの身としては、由子が羨うらやましく思えなくもない。

　学園最強の姉を持つ幼女は、左手にショートケーキ、右手にフォークという無敵装備を手に舞い戻り、飛び込むように私の隣へ腰を下ろした。見るからに高級なソファーは、乱暴な扱あつかいにも軋きしみ音で抗議するようなことはしない。

「あむっ♪　…………ん～！　甘おいしぃ～のぉ！」

　ケーキを頰張る由子は、見ている私まで幸せな気持ちになる笑顔を浮かべた。

　こんなあどけない少女でも、完治に数日は掛かるであろう怪け我がを僅わずか数分で治ち癒ゆさせてしまえる。理屈を知らぬ者からすれば、奇跡以外の何物でもあるまい。

　その奇跡を我等に齎もたらしてくれる力こそが〈アガレの法力〉である。

　二〇一一年現在、日本人の九十四パーセントのみが扱える力であり、それを〝行使〟することにより、人は神の奇跡を己おのが物にできるのだ。

　由子が治療に使った〈治癒アガ・キヤエ〉。魅雷が私に向けて放った〈熔解ヤル・レ・ムウ〉と〈轢断ゴ・ラ・シオン〉。そして〈滞空フア・ヴ・ウー〉に〈加速アツ・カツト・ルー〉。さらに、魅雷の気合で吹き飛ばされた時、大事なく済んだのもまた〈アガレの法力〉の恩恵である。

　日本人が法力を得たのは約六十年前。そして、法力の根元とも言うべき〈裏り界かい〉の存在が証明されたのは、その十年後のことだった。

　裏界とは、私たちの暮らす世界とは異なる世界――即すなわち〝異世界〟である。聞いただけで思わず後あと退ずさってしまうほどに幻想的フアンタジーな用語ではあるが、国立法力研究所が理論的にその存在を証明してしまっているため、既に一般常識の範はん疇ちゆうだ。

　我々の暮らす世界は、裏界の対ついとして、主に〈表ひよう界かい〉と呼ばれており、文字通り一枚のカードの裏と表のような関係にある。カードの裏側が折れ曲がれば表側も折れ曲がり、万が一表側が破れれば自然と裏側も破けるように、表界と裏界は互いに影響を及およぼし合っているのだ。

　故に、裏界が何がしかの理由で変化すれば、その影響で表界までもが変化し、時に超自然的な現象を引き起こす。その仕組みによって働くのが〈アガレの法力〉だ。

　法力を扱える人間とは、生まれつき裏界に干渉する術すべを知る者のことであり、正式には〝法力行使適正保持者〟と言い、主に〝行使者〟と省略して呼ばれる。

　日本人の多くを占める行使者は、本能的に知る術でもって裏界に干渉し、変化を生じさせることで、表界に奇跡を具現する。

　もっとも、裏界への干渉はあまりに気軽に行えるため、いちいち『裏界に干渉→裏界が変化→影響が表界に及ぶ→奇跡発動』という流れを意識している者はほとんどいない。肺の働きを知らずとも普通に呼吸ができるのと同じだ。

　それでも、かつて〈逆流現象〉という脅きよう威いが存在していた頃は、誰もが裏界について思い巡らさずにはいられなかった。

　逆流現象――この四字熟語は〈アガレの法力〉唯一のリスクを指す言葉だ。まだ法力の研究が黎れい明めい期にあった頃、行使者は誰もが、強弱の差はあれど『己の肉体と精神がどこかへと引ひき摺ずり込まれる』ように感じていたという。

　かく言う私も、数年前に一度、その感覚を味わったことがある。場合によっては本当にどこかへ連れ去られたかのように消滅してしまうこともある、と後で知り、もう二度と無茶な行使はするまいと心に誓ったものだ。

　一九六一年に出された国立法力研究所の公式見解で『裏界が己に干渉する者を引き摺り込もうとしているのではないか』という仮説が提示されはしたが、法力に依存し始めていた当時の人々にとって、逆流現象とは、まさに恐怖そのものだった。

　ところが、未いまだ原因自体は不明なれど、既にリスクは克こく服ふくされている。

　四十年以上前に就任し、現在も国立法力研究所の所長を務つとめる、稀き代だいの天才法力学者・天てん霊れい蓋がい薊あざみ。彼女が独力で開発した〈天霊蓋薊式法力行使〉という技術によって、逆流現象は、ほぼ完全に封殺されたのである。

　これは、行使紋様と呼ばれる法力行使の設計図を予あらかじめ構築することで、安全確実に裏界へ干渉するという技術であり、現代で「法力を行使する」と言えば、まず確実に天霊蓋薊式法力行使を用いての行使を意味する。

　この技術がどれほど画期的なのかを説明し始めると長くなるので省略するが『行使紋様の中に〈逆流制御線〉を必要数組み込むことで、逆流現象を確実に押さえ込むことができる』という一点だけを取り出しても、法力を日常的に行使する現代日本人には必須の技術であることが理解できよう。

　こうして、天霊蓋薊という、たった一人の天才の発明により、〈アガレの法力〉は、本当の意味での〝万能の力〟となったのである。

　だが、そのことで新たな問題も浮上した。

　法力は掛け値なしの奇跡を起こす力だ。無論、魅雷や弥撒祈先輩のように、他人に称たたえられるほどの優れた行使者になるには、生まれ持った才覚と弛たゆまぬ鍛たん錬れんを必要とする。だが、水を葡萄酒ワインに変えたり、一ひと欠片かけらのパンを数百人分に増やしたり、湖面を歩いて渡るくらいなら私にもできるし、行使紋様さえ知っていれば小学生であっても容易たやすい。

　法力の前には全ての常識的法則はその意味を失う。万有引力の法則も、質量保存の法則も、熱力学第二法則も、真理とすら言われた相対性理論でさえ覆され、現代の日本で「宇宙のどんな物体も光より速く移動することはできない」などと言ったら、まず正気を疑われる。物理学は〈法力学〉に取って代わられ、既に死んだ学問と言って相そう違い無ない。

　さらには、魔法、魔術、錬金術、超能力、霊能力など、過去のあらゆる非現実フアンタジーさえ確固たる現実リアルへと変換され、生命の創造すら可能とし、我が日本国は、自然の摂せつ理りにもクローニング技術にも頼らず、法力のみで人間を創つくり出すことにも成功した。

　神の御み業わざ、天の奇跡、外そと法ほう則そくの力――〈アガレの法力〉。

　しかし、そんな〝真の万能〟を誰もが自由自在に使い始めたら、この世界は秩序無き混沌へと沈み、人類文明は数日と保もたずに滅亡するだろう。皮肉なことに、恐怖の代名詞たる逆流現象は、世界のバランスを維持する〝枷かせ〟とも言えたのだ。

　天霊蓋薊によってそれが切断されてしまった以上、新たな枷――管理者の鎖くさりが必要とされたのは理の当然であった。

　その鎖――〈法力行使制限制度〉が施行されたのは、一九七一年のことだ。

　現在、法力行使適正を持って生まれた者は、産うぶ声ごえを上げた直後に一切の法力行使を制限される。その後、精神的肉体的に成長してから、所定の国家試験〈法力行使者適性試験〉をパスすることで、段階的に制限が解除されるのだ。

　試験は第十級から第一級の十段階あり、合格した段階に応じて行使できる法力の等級が上がっていく。受ける制限は『第一級から第五級までの法力行使制限』という文言で表現され、それを省略し〝一いち五ご制限〟とか〝一いち四よん制限〟などと呼ばれている。私は第七級試験に合格した一いち六ろく制限なので、第一級から第六級までの行使が制限され、扱あつかえるのは第十級から第七級までだ。

　魅雷や弥撒祈先輩は、全ての段階の試験に合格しており、完全無制限行使者を意味する〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号と、それを証明するエンブレムが授与されている。

　現代の日本では『どれだけ制限を外せているか＝社会的な地位』と言えるほどに法力依存が進んでいるため、一般の学校でも適正試験対策のカリキュラムを盛り込んでいるところが多く、法力行使者の専門教育機関である皇家院学園では、国からの特別許可により、一年に三回、国家試験と同等の適性試験が行おこなわれている。

　私は、去年の第一期試験で第七級に合格してから、二回連続で第六級試験に落ちた。

　対して、天才美少女と誉ほまれ高い、我が凶暴なる幼馴染み天津風魅雷は、幼稚園に通っていた頃に第七級試験に合格している。つまり、今の私の行使者適性は幼稚園児の魅雷と同レベルということになる。

　まあ、それはいい。彼女は天才だ。例外中の例外である。しかし――

「あむっ、あむっ……にゃは～♪　いちごちゃんおいしーねー♪」

　私の隣で口の周りを生クリームで汚しながら、最後に取っておいた苺いちごを満面の笑みで頰張る見た目小学生の鉤原由子が、私より三つも上の一いち三さん制限というのは何の冗談なのだろう。彼女が私の右足の治療に用いた〈治癒アガ・キヤエ〉は、医療系の第四級行使である。行使紋様だけなら私も知っているが、発動は叶わない。

　ちなみに、適正試験では、ほとんど嫌がらせみたいな方法で精神面の強さも試される。

　つまり、私の精神は小学生以下ということか？

　……鬱うつだ。死にたい。

　いやいやいや。待て。早まるな私。負けるな私。この程度で死ぬわけにはいかない。

　そうだ。私にはパンツの持ち主を探すという使命があるじゃないか。

　魅雷に追われる羽目になったのも、このパンツのせいだ。せめて持ち主が誰かを突き止めねば気が済まない。あわよくば本当の持ち主であることの確認のためにノーパン姿を拝おがませてもらえるかもしれないなどとは夢にも思っていないと強調しておく。

　薄桃色の布きれは、今はズボンのポケットに収められている。修羅と化した魅雷については、同等の力を持つ弥撒祈先輩に匿ってもらえば問題ない。しかし、いつまでも引きこもっていたのでは持ち主を探しにいけぬ。

「ふふふーふーん♪　あーるひーくまさーんがーよーなべーをしーてー♪」

　ケーキを食べ終え、お口の周りをフキフキした由子は、手持ち無ぶ沙さ汰たなのか、私の隣で童謡の歌詞をブレンドして歌いながら、リズムを取るように体を揺すっている。流石に彼女は持ち主ではないだろう。拾ったパンツは子供用ではない。

　では、弥撒祈先輩はどうだろうか。

「ん？　どうしたのかな？　先程から様子が変だよ？　何か考え込んでいると思ったら急激に落ち込み、すぐに復活したと思えば、今度は私を熱心に見つめて……。やはり、あのアバズレに精神的な外傷を負わされたのでは……」

　ない。先輩はパンツの持ち主ではない。何故ならば、あのパンツは〝脱ぎたて〟の状態であったからだ。今の先輩の出で立ちでは、パンツを脱ぐことができないのである。まさに一いち目もく瞭りよう然ぜん。火を見るよりも明らかとはこのことだ。

「いえ、その、ここに着いた時から気になっていることがありまして。……先輩、何故に室内でスクール水着を着用しておられるのですか？」

　先輩の美しい痩そう身しんは、学園指定の紺色の水着に包まれていた。紺色と言っても旧スクのような趣味性の高いものではない。競泳用に近いシャープなラインの水着だ。

「おや。随ずい分ぶんと今いま更さらなことを尋きくんだね。全く触れてくれないから、てっきり君なりの放置プレイかと思ったよ」

　先輩は事もなげに危ない発言をなさった。

「ほ、放置プレイって……。先輩は私のことを、そのような趣味を有する特異な変態であると認識しているんですか？」

「まさか。気に障さわったのなら謝るよ。だが、君が相手になってくれるならば、放置プレイも悪くはない……と、私が思っているということは理解して欲しいな」

　見せ付けるように足を組み替えながらの蠱こ惑わく的てきな笑みに、私の心臓は先輩へアンコールするかのように高たか鳴なった。

　おそらくは神の気き紛まぐれによる奇跡か、そうでなければ悪魔の狡こう猾かつな罠だとしか思えないのだが……先輩は、私のことを好いている――いや、愛しているらしい。別に自うぬ惚ぼれているわけではない。本人がそう公言しているのだ。

　そして、有言実行とばかりに、過激と言うか、既に常じよう軌きを逸いつしているとしか言えないようなアプローチを仕掛けてくる。それこそもう、思い出しただけで鼻血が出そうなくらいの、思春期男子にとっては凶器にすらなりかねない熱烈な誘惑を。

　全学園生からその美貌と才能を称えられる女性が、平均的男子生徒に過ぎない私に、そうまで心奪われた理由。それは、世界七不思議の一つに加えてもいいぐらいの謎なぞだ。先輩本人に問うても「運命だからだよ」としか答えてくれないのである。

「それで……どうかな？　私の水着姿は。君になら全裸を晒さらしてもいいぐらいなのだが、やはり少しは恥じらいがあったほうが興奮するだろう？」

　そう言って先輩は立ち上がり、殊更に扇情的なポーズをとった。

　ゴクリ――流石は〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉が一柱。その美しさはデザイン的センスに乏とぼしいスクール水着であっても封じ込めること叶わぬものらしい。生唾モノだ。

　小柄な魅雷とは対照的に、モデルのようなスラリとした体形で、スカートやストッキングといった無ぶ粋すいなシールドを外された純白に輝くお御み足あしを見ていると、思わず撫で回して質感を確かめたい衝動に駆られる。

「ふふっ、そんなに熱心に見つめられると……なんだか体が火ほ照てってしまうよ。困ったな。暑いから水着姿になったというのに……どうすれば良いと思う？」

「それは大変だ熱中症の危険がありますね急いでその水着も脱いだほうが良い緊急事態ですから仕方がありません私なら気にしませんから早く脱いでください」というセリフは我が強きよう靱じんなる理性が必死になって食い止めた。

　しかし……ああ、どうして私はこんな時に限って携けい帯たい電でん話わを教室に忘れてしまったんだ？　それにカメラも持っていないなんて、迂う闊かつにもほどがある。このまま放っておいたら、私への誘惑にも手を抜くことのない真ま面じ目めな先輩のことだ、要求するまでもなく全裸を晒してしまわれるかもしれない。いっそポラロイドでもいいから誰かに借りられないだろうか。

「んんっ……やっぱり、少し暑いな。ちょっとだけ、はだけてしまおうかな……？」

　おうふぁっ！　遂ついに先輩が肩かた紐ひもに指をお掛けなさった！　誰か！　誰か私にカメラをくれぇっ！　ハイビジョン動画撮影可能の高画質デジタル一眼レフカメラをッ！

　あー、くれぐれも誤解しないでいただきたいのだが、私は先輩の水着姿や一いつ糸し纏まとわぬ姿を収めた写真を己が欲望の発散のために使おうなどという不ふ埒らちな考えは持ち合わせていない。あくまでも尊敬する先輩である璃天弥撒祈という存在を一切の虚きよ飾しよくなく写真という形で保存したいという言うなれば絶滅危惧動物の生態調査にも似た後の人類にとっての貴重な資料の採取としての高尚かつ全人類的視野に立った、

「あ～～～～っ！　パンツだ～～～～～～～～っ!!」

　絶体絶命のピンチに立たされた!?

　パンツパンツ～と、何故か嬉しそうに由子が掲かかげているのは、紛れもなくズボンのポケットに収められていたはずの薄桃色。それを見た先輩は、

「……パンツ？」













　訝しげに眉を顰ひそめ、肩紐に掛けられた指を外してしまった。くあっ、なんてこと……って、そうじゃない。由子の奴、私が先輩に見み惚とれている間に掏すり取とったのか？　空気の読めぬ小学生め、油断も隙すきもない。なんとかして速すみやかに取り戻――

「ほら！　ミサキちゃん、パンツだよパンツ！」

「ふむ。確かにパンツ……それも女性のだね。何故、君がこんな物を？」

　――そうとした腕は空を掻き、飼い主が投げたボールを取りに行った犬の如く、由子はパンツを先輩に手渡してしまった。受け取った先輩の顔が不審と怪け訝げんに歪ゆがむ。

「さ……先に言っておきます。それは誤解です。誤解なのです。これには語るも涙聞くも涙の深遠かつ遠大な事情があり、まずはそれを説明させてください」

　ここで下へ手たに慌てればドツボに嵌はまるだけだ。あくまでも平静に冷静に。大騒ぎするようなことではないとアピールするのが重要である。

　先輩はしばしの間、パンツと私の顔とを交互に見比べた後、

「…………ああっ！　なるほど！」

　と、納得の声を上げた。深い青色で彩られた白はく皙せきに浮かんだのは、何故か喜色。

「道理で君の挙動が不審だなぁと思ったんだよ。なるほどねぇ……ふふふっ。大方、天津風魅雷に追い回されているのも、これが原因だろう？　やれやれ、嫉しつ妬と深い女だな」

　私の説得が通じたのかと思ったが……嫉妬？　何か勘違いをしている？

「だがなぁ……ふふっ、私だって困るよ？　君のことは愛しているが、あんまり変態的なプレイを要求されるのもなぁ。ああ、勿論、私も努力はするさ。色々と勉強もしているんだよ？　君のためにね」

　変態的なプレイ？　先輩は頰を朱に染め、照れと困惑からか眉を顰めているものの、非常ににこやかだ。この様子、やはり先輩は勘違いをしている。それも、おそらくは私にとって致命的な勘違いを。

「しかし、これはなぁ……私も興味なくはないが……ん？」

　ニヤニヤしながらパンツを両手で弄んでいた先輩が突然、何かに気付いたように停止した。そして、何を思ったか徐おもむろにパンツを鼻に押し当てて、クンクンと嗅ぎ始めた。激しく嫌な予感がした。

「…………知らない女の臭いがする」

　ビシリ――寒気を感じるほど低く恐ろしい声で先輩が呟つぶやいた瞬間、世界がとまった。硝子ガラスに罅ひびが入ったような音がして、時計も空気清浄機も観賞魚の水槽のポンプも部屋の中にある生物以外の全てが静止した。これは、第四級行使――

「てっきり、私のパンツを盗んだのかと思ったよ。制服に着替えようとした時にそれに気付いた私は、仕方なくノーパンで半日を過ごすことになり、君はそんな私が羞しゆう恥ちに震える様を見て悦よろこぶつもりなのかとね……」

〈静止パラ・ウ・ラ〉だ。それも、紋様未構築としては考えられないほどに強力な……って言うか、先輩は私のことをどんな目で見ていらっしゃるのですか。

「それなのに、このパンツからは私じゃない女の臭いがする。あの淫いん売ばい――天津風魅雷の臭いとも違う。一体、誰なのかなぁ…………誰だッ！」

　激情に任せるように先輩が床に叩きつけようとしたパンツを、私は思わず――あくまでも無意識に、つかみ取ってしまった。

　自分の行為に震えつつ、恐る恐る先輩の顔を見上げる。

「せ、せ…………せん、ぱい？」

　無。それは無。憤ふん怒ども殺気もオーラも何もない。先輩は、ただ無表情。

　その、美しき無の空恐ろしいことと言ったら。

「君は誰と……嬉し恥ずかし羞恥プレイを楽しむつもりだったんだい？」

　頭上から降り注そそいだ絶ぜつ対たい零れい度どの呟きが、ついさっき魅雷によって引きずり出された恐怖という感情を再度励起し、浅い眠りから目覚めた本能が私を衝つき動うごかした。

「きゅ……急用を思い出しました失礼します!!」

　理性というリミッターを強制排除された肉体を撓しならせ、全身のバネを余す所なく用いて後方へ跳ちよう躍やく。ソファーを飛び越え、漆しつ黒こくの巨大な扉を蹴け破やぶるような勢いで突破し、広い廊下へ飛び出すと、上半身を屈かがめて獣のような姿で走り――

「ごへばぁっ!?」

　――出した途端に、ド派手に転倒した。受け身を取ることも叶わず、激しく床に打ち付けられた額ひたいが割れるように痛い。

「だぁめだよぅ、人のお話はちゃんとさいごまできくこと！」

　プンプン！　と頰を膨らませて私を窘たしなめたのは由子。彼女の周囲には、子供の落書きにしか見えないオレンジ色の行使紋様が描かれている。

　転んだ瞬間に感じた、何かが足に引っ掛かったような感触は、彼女の仕掛けか。それも供用行使ではない。まさか即興か？　……魅雷といい由子といい、どうしてそうみんなして私の自信を削そぐようなことをするんだ。

「よくやったね、由子。ご褒美に、冷凍庫に入っているアイスを一つ食べていいよ」

「わぁ～い！　ミサキちゃん大好きっ！」

　行使者としては私などより数段上の幼女は、ご褒美のアイス一つに宝くじで三億円当てたみたいに喜んだ。その様子を、弥撒祈先輩は朗ほがらかな笑顔で眺めている。

　よし、今のうちに逃げ――

「おや？　どこへ行くのかな？　話はまだ終わっていないよ？」

「――られる訳ないですよねぇ？　あははははは」

　乾いた笑い声が勝手に口から出てくるが、私を見下ろす先輩から放たれる、空気すらも凍りつきそうな青色の殺気に、本能は既に諦めの境地、理性はただただ怯おびえるばかり。

「誰なのかな？　君はどこの雌豚の恥じらう姿を見たかったのかな？　どこの雌豚が顔を赤らめながらスカートの裾すそを必死に押さえているのだけれど恐怖と紙一重の禁断の快楽に内うち腿ももを一筋の雫しずくに濡らす様を見たかったのかな？」

「せ……先輩、落ち着きましょう。声は明るいのに言っていることがドス黒いです。それに目が怖いです。まるでレイプ目みたいです」

　私のことを見つめながらも、その蒼あおき瞳は焦点があっておらず、瞳どう孔こうは散大。瞳に宿る殺意は巨大。私が感じる恐怖は莫ばく大だい。ここで命絶たれる可能性大。

「……渡さない。雌豚にもアバズレにも誰にも渡さない。渡さない。渡さない。君は、君は、君は、私の全て、私の命、君は、私の存在意義、私の管理者、私の権利者、私の王、私の神、君は、君は、対象対象対象対象、私の崇拝対象アイドル、信仰対象アイドル、敬愛対象アイドル、君は、君は、だからだからだからだからだからだからだから――」

　ああ……もう駄だ目めだ。もう先輩に私の言葉は届かない。こうなってしまったら全て手遅れだ。首を九十度に傾げながら薄笑いを浮かべて、命を宿らせようとして失敗した人形のように、ブツブツブツブツブツブツ同じ言葉を繰り返し――

「だから、一緒に死のう」

　グリンと首を戻しながら、花嫁のような幸福に満ちた笑顔で言った。

「ええええぇぇぇぇェェェェェっ!?　今の流れでどうしてそんな結論に!?　あ、アイドルとか言ってたじゃないですか！　崇すう拝はい対象ってことでしょう!?　それなのに先輩は私を――己の神を殺すおつもりですか!?」

「神を……殺す？　……おお…………おおぉっ！　神を殺す！　神と共に死ぬ！　これ以上の幸福など天にも地にもありはしないッ！」

「それはもう信仰じゃない！　ただの狂信です！　目を覚ましてください！」

　私の必死の訴えにも耳を貸さず、まさしく狂信者の笑みを浮かべながら、先輩は行使紋様を描き始めた。

　印章色シンボル・カラーの青いラインが形作るのは、魅雷とは対照的な完璧に計算された幾何学模様。左右対称の直線が、先輩の全身をフレームだけの直方体で包むような紋様を構築していく。そのスピードは魅雷と同レベルで目を回しそうなほどに速いが、第五級とは大きさも複雑さも桁けた違ちがいだ……って、これは！

　放射十二条、破線九行、二重円環が直線の四十五連!?　固有系統アザラン・グ・ラフか！　接続は……冗談じゃない！　二から三百九十だって!?　それも三連複層接続！

「先輩やめてください！　第二級行使〈凍結ゼラム・カ・フアレ〉をそんな規模で発動したら、この特別役員棟ごと凍りつきますよ!?」

「何を……怯えているんだい？　素晴らしいことじゃないか。凍結した世界で、氷に閉ざされ永遠に老いることのない君と私が二人きり……二人の愛が永遠に保存されるんだよ？　愛する君と、信じ仰あおぐ君と、誰にも邪魔をされない世界へ行くんだ……」

　完全にイっちゃってますよこの人!!　好かれるのも愛されるのも可愛くヤキモチを焼かれるのも大歓迎だが心中は御ご免めん被こうむる！　しかも無理心中なんて嫌すぎるぅ！

　そう心の中で絶叫した瞬間。空を裂く音を伴い、真っ赤な光弾が飛来した。

「ッ!?　――不ぶ躾しつけなッ！」

　感づいた先輩が左手を振り翳かざして瞬時に不可視の壁を構築。先輩に向かって一直線に飛んできた光弾は、廊下を塞ふさぐように出現した壁に激突し、大爆発した。

　堅固な壁のおかげで、私は轟音に耳を衝つかれただけで済んだが、壁の向こうの廊下全体に充満した爆炎は、窓を外壁ごと吹き飛ばし、床と天井の建材を焼き焦がした。

　流石の先輩も集中を乱されたのか、〈凍結ゼラム・カ・フアレ〉の紋様は掻き消えている。どうやら凍死だけは免まぬがれたようだ。しかし、私の予想が正しければ、焼死のフラグは復活したかも。

「第五級行使〈炎弾カラ・カゲル・ル〉……君に似合いの野蛮な行使だね」

　先輩は無表情だが、その言葉と放つ雰囲気には殺意が漲みなぎっている。先輩の蒼眼が睨む先、超高熱の炎で炙あぶられ様相が一変した廊下の奥に――

「そう？　学園内を恥ずかしげもなく水着姿で闊かつ歩ぽする痴ち女じよには、少しばかり高等すぎたと反省しているのだけれど」

　揺らめく赤のオーラを身に纏い、小柄な体たい軀くに圧倒的な存在感を漲らせ、不敵な笑みを湛たたえる天津風魅雷が仁王立ちしていた。この場合の仁王立ちとは、仁王のように立っている、ではなく、仁王そのものが立っている、という意味である。

「ふん。痴女とは言ってくれるね。私としても彼以外の有象無象に水着姿を拝おがませる気などないよ。無論、君にもね」

　そう言って先輩が指を鳴らすと、一瞬にして濃紺のスクール水着が蒼き学園制服へと変化した。魅雷と対ついを為なすかのような青色一色。流麗な曲線で構成され、凪ないだ蒼海を思わせる落ち着いた雰囲気だ。胸元に燦さん然ぜんと輝くのは〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉にのみ与えられるエンブレム。

「折せつ角かく来てくれたというのにスマナイが、魅雷君。ちょっとどこかへ消えてもらえないだろうか。私は彼と愛の語らいの真っ最中なのだよ。君のように人語を解せぬ雌豚はお呼びじゃないんだ、早々に失うせてくれ。できれば死んでくれ」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに言い放つは、青の狂信者。

「年とし甲が斐いもなく色にボケた婆さんこそ、いい加減骨壺に収まってくれない？　あたし、いい霊園知ってるから教えてあげるわ。家畜博愛園って言うのよ。お仲間の雌犬も沢山眠っているから寂さみしくないでしょ？　火葬の費用なら心配しないで。あたしが骨まで焼き尽くしてあげるから」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんで迎え撃つは、赤の修羅。

　二人の全身から逬ほとばしる極低温と超高温の殺気が廊下の中心で激突し、熱で歪み冷気で固められた床と壁と天井が原形を失いつつある。

　相変わらず極端に相性の悪い二人だ。先輩は魅雷のことを嫌悪していると公言して憚はばからないし、魅雷も「あの色ボケのクソババア、いつか必ず殺してやる」という一文を座右の銘としている。犬猿の仲というか、氷炭相容いれずを体現している二人なのだ。

　その原因の一端が間違いなく私にあることは理解している。いくら考えても理由は杳ようとして知れないが、魅雷は私との間に幼馴染みを超えた繋がりを築こうとし、先輩は愛する私に己の体を捧ささげて同一化しようと求めている。

　だが、それはあくまでも原因の〝一端〟にすぎない。皇家院入学以来、幾度となく繰り返されてきた二人の争いの中で、きっかけが「一人の男の奪い合い」であったケースは確かに多い。だが、争いが終息するまでその動機が維持されたことは希まれであり、大抵の場合、途中から単なる殺し合いへと移行し、ただ目の前に居る〝気に食わない女〟を殺すという目的だけにとらわれてしまう。それも、互いに奪い合っていたはずの男が巻き添えを食って大怪我をしても気付かないほどに。

　つまりは、それほどまでに天津風魅雷と璃天弥撒祈の相性は悪いということだ。四字熟語辞典の不ふ倶ぐ戴たい天てんという項目に例として二人の名前を載せてほしいぐらいである。

　その事実は学園中の誰もの知るところであり、〈炎弾カラ・カゲル・ル〉の大爆発に何事かと様子を見に来た生徒や教師らは、赤と青のオーラを目にした途端に一いち目もく散さんに逃げていく。先輩の傍らで口の周りを汚しながらアイスクリームをパクついていたはずの由子もいつの間にやら姿を消していた。子供らしからぬ賢明な判断だ。殺されたら化けて出てやる。

「相変わらず、先輩への敬意や遠慮や礼儀や屈くつ服ぷくの足りない小娘だね。その毒々しい赤色を血の赤で染め直されないと、上と下の違いもわからないのか」

「はあ？　何言ってるのかよく理解できないんだけど？　まさか、その貧相な体で先輩ヅラしようってわけ？　はしたないから嫉妬はやめてよね……貧乳！」

　魅雷の遠慮容よう赦しやのない一撃が先輩のハートにクリティカルヒットォ!!

　その強烈な一撃に、先輩の無表情が明らかな苦く悶もんに歪む！

　歪みのない完成された美を有する璃天弥撒祈先輩に唯ただ一つ欠けているもの、それこそがスレンダーなモデル体形のために犠牲となっている胸部の膨らみなのである。

「ひっ……貧乳とは……く、口が悪い……。た、確かに君のように穢けがれを詰め込んで巨大化させた胸をぶら下げていれば愚ぐにも付つかぬ男どもの気を引くのに不自由は無いだろう。だが、本命の一人を落とせなければ意味はないのではないかな？　残念ながら、彼はもう私の美脚の虜とりこになっているよ。一昨日おととい来てくれ給たまえ……チビ！」

　先輩が放ったカウンターが魅雷のプライドに直撃ぃ!!

　その衝撃たるや、勝利を確信しての嘲笑を吹き飛ばすほどである！

　天才美少女との称賛を一身に受ける魅雷ではあるが、彼女は豊満な御胸の割に背が低いことを意外なほどに気にしているのだ。毎日牛乳を飲んだり、妙ちきりんな健康器具にぶら下がったりしている彼女を、幾度か目にしている。

「「……ふふっ。うふふふふふふふふふ……」」

　互いに言葉による殴り合いでダメージを受けた二人は、俯うつむき、肩を震わせながら笑い始めた。聞いているだけで頭がおかしくなりそうな、狂気と殺気に満ち満ちた笑い。

　そして、笑い声がとまると同時に、二人は顔を上げた。その美貌に浮かぶ笑みが示すは殺意か憎悪か、はたまた情念極きわまりすぎたが故の狂喜か。

「そう……そんなに死期を早めたいってわけね！　クソババアッ！」

「暴れ馬には調教が必要だが、君のような野蛮人には鞭むちの洗礼すら贅ぜい沢たくだッ！」

　両者ともが吼ほえ、より威力を増した殺気が空気を震わせ、示し合わせたかのような同タイミングで二人の全身から赤と青のラインが逬った。数十本もの軌き跡せきが目にも留まらぬ速さで、複数の、それも重複した紋様を描いていく。

　魅雷が描くのは芸術的な曲線。先輩が構築する精せい緻ちなる直線。

　今までにも何度か二人の本気を見たことがあるが、何度見ても凄まじいの一言に尽きる。強力な一種類の行使に頼るのではなく、数種類の行使紋様を連れん鎖さ線せんで結びつけ、たった一度の発動で無数の行使を連続発動できるようにしているのだ。勝負の十手二十手先、さらには今この瞬間に相手が構築している紋様を読み、即座に描く紋様を変化させている。おぞましいまでに高度な頭脳戦だ。

　しかし、殺意だけが形になった紋様の、なんと美しいことか。

　不規則でありながら力強く、命そのものを描いているかのような赤の紋様。

　冷れい徹てつに計算し尽くされ、ただ効率と実利だけを追い求めた精密な青の紋様。

　駆け巡る赤の中、炎を纏いて踊るが如き天津風魅雷。

　怜れい悧りなる青の中、氷に抱かれ謳うたうが如き璃天弥撒祈。

　魂の奥底まで浸透するような苛か烈れつな美しさに、私は見惚れた。

　見惚れたが……そんな場合ではない！　今は一刻も早くこの場を離れなければ！

　ここに留とどまっていたら確実に巻き込まれてしまう。あの美しい紋様から如い何かなる法力行使が為されるのかを見届けたい気持ちはあるが、断腸の思いで逃走を図る。

「私の炎で焼け焦げ溶けやぁぁぁぁっ！　クッソババアァァァァァッ!!」

「滅べアバズレッ！　我が絶対なる零ゼロの中で――その全てを止めてッ!!」

　私が立ち上がり走り始めるのと、二人が紋様を構築し終え法力を一斉行使するのと、赤と青の咆ほう哮こうが響き渡ったのは、ほぼ同時だった。

　後方で巻き起こる獄ごく炎えんと極きよく冷れいの激突による衝撃波に半ば吹き飛ばされながらも、私は無我夢中で駆けた。おそらく、我が生涯において最も速い速度で。

　間違いなく数分後には倒壊するであろう特別役員棟に、永と久わの別れを告げながら。




　　　　　▽




　博物学研究会。その名を知らぬ者は結構いる。

　有名なのは研究会そのものより、部長を務つとめる我が師匠のほうだ。〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉にして〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉、さらには先代理事長の孫娘であらせられることから、学園の内外を問わず知名度が高い。

　その師匠が設立なさった博物学研究会（略してハクケン）は、〝会〟と名付けられてはいるものの、毎月決して少なくない〝部費〟が支給されている以上は、立派な部活動の一つである。故に、師匠は部長、部屋は部室、所属する者は部員と呼ばれる。ちなみに、師匠の一番であると同時に唯一の弟子である私は、恐れながらも誉ほまれ高き〝部員ナンバー一〟を拝命している。

　魅雷と弥撒祈先輩の決闘場から逃げ出した私は、己の健脚と学園内を縦じゆう横おう無む尽じんに走る列車〈皇家院リニア〉を活かし、高等部部室棟ロの四番区画の二階にある、ここ博物学研究会の部室へと避難してきたのだ。

　部室の広さは教室と同じくらい。扉を除く全ての壁一面が本棚と飾り棚で埋め尽くされていて、確かにあったはずの窓を完全に覆い隠している。

　本棚には、ハードカバーの専門書から、ドイツ語やフランス語の洋書なども並べられていて比較的マトモだが、飾り棚の方は、ビスクドール、盆ぼん栽さい、日本刀（本物）、砧きぬた青せい磁じの壺、鼬いたちの骨格標本などが並べられ、仔豚や白蛇のホルマリン漬けの隣では、際どい服装の美少女フィギュアが笑顔を振り撒いている。

　部屋の中央には大きなテーブルが置かれ、その上には、三台のデスクトップパソコン、数種類の立体パズル、作りかけのフィギュア、積み上げられたＤＶＤ、分解されたビデオデッキ（ベータ）、コルトガバメントＭ１９１１、アランチウス管の拡大模型、自動式バスケット型遠心分離機、某ライダーの変身ベルト、某戦隊の巨大ロボットなど、雑多な品物が粗そ雑ざつに放置されている。

　相変わらずの〝無秩序のお手本〟としか呼べぬ有あり様さまである。

　二度寝した時に見る悪夢のような光景だが、約一年と三ヶ月も通い続けていれば流石に見慣れよう。軽く、なくなっている物や増えている物がないかチェックしてから、いつもの席に座ると、知らず大きな溜ため息いきが漏もれた。心労ではなく安堵の溜息である。

　椅子の背せ凭もたれに体重を預あずけ、天井を見上げると、視界いっぱいにドギツい色彩で描かれた巨大な曼まん荼だ羅らが飛び込んできた。

　不思議だ。入部したての頃は眺めているだけで不安な気分にさせられたのに、今は我が部室の堅固さを象徴しているかのようで、むしろ安心感を覚える。部室の混沌を象徴するような存在であった曼荼羅が、私の認識一つでこうも変わって見えるとは。「カオスは人の印象に過ぎない」とは誰の言葉だったか。

　このような安心感の正体は、尊敬する我が師匠が部室に施した防衛行使への信頼である。部室には、部員と許可を得た人間しか入れないし、外部からの攻撃に対しても強い。その防衛力は、日本国で最も尊き御方のおわす所――即ち皇居のそれとほぼ同等だ。魅雷や弥撒祈先輩とて突とつ破ぱは容易ではあるまい。

　このまま部室にこもって放課後を待ち、師匠や他の部員たちに助力を乞こおう。変態の高たか須すを除けば、師匠を始め、皆、法力行使者として高い力量を持つ人ばかり。パンツの持ち主を探すにも、修羅と狂信者からの逃亡にも、きっと心強い味方となってくれるだろう。

　放課後までの時間を潰そうと、テーブルの上に置かれていた立体パズルのピースを手に取る。このパズルは、小さな立方体を三、四個ずつ接着した七つのピースを組み合わせ、一つの大きな立方体（正六面体）を作るというものだ。ピースの組み方を変えることで、椅子や階段など、立方体以外の形状を作り出すのも、このパズルの遊び方の一つである。

　しかし、師匠から譲ゆずり受けたこの立体パズルは、私にとっては決して遊び道具などではない。これは宿題なのである。虹の七色に色分けされたピースを、師匠が考案なされた超難易度の高い形状に組み上げるという、一週間置きに出される宿題なのだ。

　我が尊敬すべき師匠は現在、極めて規模の大きい行使紋様の開発に取り掛かっておられ、私は微力ながらその手伝いをさせていただいている。〈アガレの法力〉の立体設計図である行使紋様の開発には、何よりも三次元空間の把握能力が必要不可欠であり、そのために、まず立体視の感覚を鍛きたえる術として、立体パズルやブロックはとても有効なのだ。……と師匠が仰おつしやっていた。

　宿題の立体形状が描かれた紙と睨にらめっこしながら、ピースの組み方を模も索さくしていると、微かすかではあるが、外から爆発音が聞こえてきた。距離は遠いが断続的。間違いなく、魅雷と弥撒祈先輩の戦闘音だ。時折、何かの建物が崩れ落ちる音まで聞こえる。

　あの二人をこのまま放っておくと、学園が崩壊しかねんが……ま、仕方ないな。

　早々に母校に見切りをつけ、宿題を解くのに集中することにした。

　昨夜一晩考えていたこともあり、もう少しで糸口がつかめそうだ。頭の中に三次元の図柄を描きながら、Ｔ字型のピースの上にＬ字型のピースをのせる。と、まるでそのタイミングを見計らっていたかのように、

「おっ！　やっぱここにいたかぁ。探したぜー」

　無駄の多い動きで扉を開け、見るからに軽けい薄はくそうな男が入室してきた。その姿を認めた私は、素早く動いてテーブル上のコルトガバメントＭ１９１１をつかんだ。

「たぁーっく枯かれてんねぇ。美少女二人が自分を取り合ってるってのにさぁ」

「帰れ」

「いきなり!?　……って、うおいっ！　危ねぇだろ！　モデルガンを人に向けちゃいけませんって保母さんに習わなかったのか!?」

「どこの保育園に通っていたんだお前は。それに、これはモデルガンじゃない。師匠がご持じ参さんなさった、本物のコルトガバメントだ」

「余計に危ねぇ！」

「実弾はない。残念なことにな」

「ふー、そりゃ良かった……って良くねぇよっ！」

　冷や汗を拭ぬぐう動作付きのノリツッコミ。サービス精神だけは無意味かつ大量に持ち合わせているのだな、この男は。

「相変わらずノリが軽いな。それで、一体何をしに来たんだ。ノックもせず挨あい拶さつもせず不躾極まりない登場をした高須。今は授業中だろう」

「説明してくれてどうもありがとう。そんで、何しに来たとはご挨拶だな同輩。石塚ちゃんの遣いもしないで堂々とサボっているお前様に言われたかねぇよ」

　仕草と表情がいちいち大おお仰ぎようで、無駄にリアクションのデカいこの男は、私のクラスメイトであり、博物学研究会の部員ナンバー五、高須優ゆう一いちである。一応、友人というカテゴリーの末席に加えてやるのも吝やぶさかではない。軽薄を絵に描いたような男で、その容姿は文字数を消費するに値しないので描写は割愛する。

「おい。今、何か心の中で俺を差別的に扱わなかったか？」

「気のせいだ。もしくは天命だ。そんなことより質問に答えろ」

「色々気になるけど……まあ、いいや」

　常識的に考えれば全く良くはないはずである。頭の中まで軽薄なのだ、この男は。他にも、腰とか口とか財布とかフットワークとか色々と軽い。あまりの軽薄さに〝カスイチ〟なる綽あだ名なまで頂戴しているほどだ。命名者は私だが。

「あー、何しに来たって言われりゃあ……まあ、サボりだわな。大体、お前が悪いんだぜ？　資料取りに行ったっきり戻って来ねぇから、代わりに俺が行かされたんだよ。この暑いのにやってられっかって。石塚ちゃんがあと十五歳若けりゃ別だけどさー」

　もし石塚教諭（二十七歳♀独身）に聞かれたら、蛙かえるのように胃を口から吐き出すまでボディブローを何発も食らわされそうなことを言いながら、高須は私の隣の席に座った。

「お前のほうはどうなん？　部室に籠もって何してたんだ？」

「……訊きくより先に耳を澄ませ。そうすればわかる」

　爆発音、建物が倒壊する音、逃げ惑う無関係な生徒たちの悲鳴……外から聞こえてくるのは、そんな紛争地域もかくやという激しい戦闘音である。

「はぁん……なーるほど。ありゃやっぱお前が原因か」

　納得混じりの呆れ顔を浮かべながら、高須は机の上の美少女フィギュアを手に取り、「おほぅ、縞パンかぁ。相変わらず支はせ倉くら先輩は良い仕事をなさりますなー」

　なんの躊躇いもなく逆さまにしてスカートの中を覗きこんだ。変態である。

「……で、お前は結局どっちを選ぶのよ。天津風も璃天先輩も、容姿端麗、頭脳明晰、おまけに実家は大金持ちときたもんだ。タイプは正反対だけど、学園最強・最美・最優秀の二人を天秤に掛けられるなんて、おみゃーさんは幸せだな」

「フィギュアのパンツの匂いを嗅ぎながら言うな。私の立場を幸せだと思うなら、いつでも替わって差し上げるが？」

「丁重にお断り申し上げますわ旦那様」

　半ば私のセリフに被るほどの即答。フィギュアのメイドを私に向けお辞じ儀ぎをさせながらという、人を小馬鹿にした態度ではあるが、その表情は真剣だった。

「さしもの俺様ちゃんも命は惜おしいのさ。この間の学園新聞に載ってたろ、第二報道部の全校アンケート！　あれ読んだか？」

「読んだよ。男子生徒の七割が『呪い殺したい男は誰？』の項目に私の名前を挙げていた。何故か、女子生徒の三割も私を呪い殺したいと思っているらしいな」

　魅雷や先輩の人気は男子生徒だけにとどまらないのだ。しかし、そもそも、そんな質問項目があること自体がおかしい。確か、第二報道部の部長は魅雷のファンクラブのシングルナンバーだったか。完全に私し怨えんだ。

「いい加減、優柔不断にケリつけて、どっちかに決めた方がいいんじゃねぇの？　そうすりゃあ、二人のファンも大人おとなしくなって、机の中に烏からすの死体を突っ込まれることもなくなるだろ。それに、覆面をした武装集団に襲われる頻ひん度ども少しは下がるんじゃね？」

「そんなことは百も承知だ。クラスの男子も私をハブにするのをやめてくれるだろう。しかしな……選べと言われて即決できるようなら、最初からそうしている」

　開き直ったような私の台詞に、高須は同情的な視線を寄よ越こした。

「そりゃそーか……。天津風を選べば璃天先輩に。璃天先輩を選べば天津風に。いくら相手が美少女でも、凍死か焼死か選べなんて言われりゃあ、誰だって迷うよなぁ」

　流石に殺されはしない……と思う。多分。

　私とて、魅雷や先輩が嫌いで逃げ回っているわけではないのだ。むしろ好きである。女性としても、人間としても、文句の付けようのない素晴らしい二人なのだ。

　問題は、彼女たちの過激なアプローチにある。魅雷は幼馴染みという地位を利用して三六五日二十四時間ありとあらゆる手法で挑んでくるし、弥撒祈先輩は――詳述すると官能小説になってしまうので書かないが、とにかく凄い。

　自分で言うことではないが、私は思春期真っ只中なのである。ヤりたい盛りなのである。だから、あまり積極的に、しかも肉体を駆使した誘惑を掛けられてしまうと、自分の気持ちが果たして恋愛感情なのか性欲なのか区別がつかなくなってしまうのだ。

　そんな状態で一時の激情に流されて一線を越えてしまうというのは、私にとっても、彼女たち二人にとっても、あまり喜ばしいことではないと思う。

　故に、今は保留、である。せめてあと数年、私が自分の欲望を少しはコントロールできるだけの大人になり、彼女たちへの気持ちが恋愛感情であると確信を持てるまでは、なんとか逃げ続け、躱し続け、うっちゃり続けるつもりでいる。

　もっとも、私がそのような考えを抱いていると知られたら、学園中の男子と一部の女子に八つ裂きにされることは火を見るよりも明らかなので、何をどう罷まかり間違えても高須のような男の前で口を滑らせるわけにはいかない。

「でさでさっ！　話は変わるんだけどよー」

　軽口で空を飛ぶ男・高須が、嬉々として身を乗り出しながら言った。

「お前の妹！　そろそろ良い年頃だろ？　なあ、今度紹介してくれねぇ？」

「断る」

　即答し、ついでに「いっそ死ね」という呪じゆ詛そも付け加えてやった。

「あ？　なんだよ、お前ってシスコンだったっけ？　実の妹相手はマズいだろ」

「シスコンだろうがマザコンだろうが関係ない。どこの世界に、ようやく年齢が二桁に達したばかりの妹を同級生に紹介してやる兄がいるというんだ。究極的と言っても過言でないほどに愛らしい我が妹を幼女強姦魔の毒牙に掛けさせる気は毛頭ない」

「そりゃ言い過ぎだろ！　単なる嗜し好こうの差じゃねぇか。ランドセルの似合わなくなった女は俺にとっちゃオバンなんだよ。スーツが似合うようになりゃババアだ」

　高等部女子全員にタコ殴りにされそうなことを、高須は胸を張って言った。

　いっそ清すが々すがしいほどの変態である。自分が生粋の幼女愛好家ロリコンであることを、ここまで堂々と喧けん伝でんする男が他にいるだろうか。知り合って僅か五秒後に「ああ、こいつはロリコンなんだ」と確信できた男など、私は高須の他に知らない。

「そんなに心配すんなよ、義お兄にいちゃん！　俺っち様は心底から幼女を愛し敬うやまう紳士なんだぜ？　そこいらの〝にわか〟や〝かぶれ〟と一緒にされちゃあ不本意ってもんだ。俺の合言葉は『ＹＥＳロリータ！　ＳＯＦＴタッチ！』だ。幼女を愛し、けれど触れる時は優しく……な？　わかるだろ？」

「わかってたまるか。優しかろうがやらしかろうが触った時点で犯罪なんだよ。そんな合言葉が通じるのは刑務所の中だけだ。それと……もう一度でも私を義あ兄に呼ばわりしやがったらマジで通報するから覚悟しておけカスイチ」

　私と高須の会話は、いつもこんな感じだ。変態相手の会話だとツッコミに回らざるを得ないので非常に疲れる。

　しかし、小学四年生になってもまだ「将来はお兄ちゃんのお嫁さんになりたい」と言ってくれる超銀河級に可愛い我が妹の半径二十キロメートル以内に近づける気はないが、近頃は、こういう阿あ呆ほうなだけの話ができる相手は貴重だと思えるようにもなった。

　修羅と狂信者に命を狙われてささくれ立った心も、こうしていれば少しは癒いやされよう。

　やはり、持つべきものはロリコンでも友、ということか。

　そんな殊勝なことを考えながら会話を続けようとしたら、我が友は急に神妙な面持ちになって、

「ふぅ……やっぱ俺ってば、根っからの正直者なんだよなぁ。隠し事はできねぇや。先に謝っとくぜ……悪わりぃな、心の友よ」

　訳のわからないことを言い出した。

「何のことだ？」と問おうとした、まさにその時。

　出で端ばなを粉砕する勢いで二つある出入り口が一いつ斉せいに開かれ――

「ようやく見つけたわよ！　コソコソと鼠ねずみみたいに逃げ回る下着泥棒!!」

　眼光鋭い赤の修羅と、

「やあ、また逢えたね。さあ、今度こそ、二人で幸福な世界へと旅立とう！」

　狂愛に歪んだ笑みを浮かべる青の狂信者が姿を現した。

　驚きすぎて悲鳴も上げられず、一瞬、マジで天に召されそうになった。

「な……な……な、なな何故ここに!?　と、遠くで殺し合っていたはずでは!?」

　魅雷と先輩は確かに目の前にいるのに、外からはまだ戦闘音が聞こえてくる。

「ああ、そのことか。部室棟の外に由子を待機させていてね。この音は、あの子の音響行使だよ。見事な腕前だろう？」

「由子が……？　い、いや……それよりも、どうして入ってこられたんだ!?　この部室には部員と許可を得た者しか…………ハッ！　ま、まさかっ!?」

　考えるまでもなく一つしかない答えに行き着き、睨みつけた軽薄な変態ロリコンは、

「だから言ったろ？　悪ぃって。いやいや、流石の俺も心が痛むぜぇ」

　などと、ちっとも悪びれていない顔で言いやがった！

「う、裏切ったなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　少しでも友情の存在を信じた私が馬鹿だった！

「人聞き悪いこと言うなよ。俺はフェアな取引ってのをしただけだ」

　変態裏切り者は軽薄を極めた笑みを浮かべてそう言うと、魅雷のほうを見た。

「ほら、コイツは差し出すぜ天津風。だから約束通り、お前が小学生の頃に撮ったスク水着姿の生写真五枚と交換だ」

「き、貴様はそんなもののために私を売ったのか!?」

　真性のロリコン……いや、真性の馬鹿だ！

　修羅と化した魅雷が取引などに応じるわけがないとわからんのか!?

「そうね。変態野郎の割にはいい仕事をしたわ。だから…………苦しまないように一瞬で殺してあげる」

　思った通りの魅雷の言葉に、高須の軽薄な笑みが凍りついた。

「アンタみたいな社会のゴミと取引するなんて、本気で信じてたの？　いい機会だから、そっちの下着泥棒と纏めて駆除してやるよッ!!」

　周囲を見回し、私だけでなく自分の退路まで消滅していることに気付いた高須は、

「う、裏切ったなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　数秒前の私と同じように叫んだ。自業自得である。

　こんな変態には構っていられん。なんとかして二人から逃れる術を捻り出さねば。しかし、二つの扉は魅雷と先輩に押さえられ、窓は大きな本棚で塞がれている。仮に本棚ごと窓を突き破ったとしても、外には鉤原由子がいる。万事休すか。

　まさに窮きゆう鼠そが如く追い詰められているという事実を再認識し、恐怖の震えが足に出始めた私に対して、修羅と狂信者は微笑ほほえみすら浮かべている。マジでチビりそう。

「そんなに怯えなくてもいいんだよ？　これから行く世界に苦痛などないのだから」

「逝いく前に、今も握り締めてるそのパンツについて洗いざらい喋しやべってもらうけどね」

　パンツ？　……そうだ、パンツだ。私にはパンツの持ち主を探すという使命があるではないか。それまでは死ねない。なんとしてもこの窮地を――そうか、今の状況はまさに袋の鼠。ならば、袋に〝穴〟を開ければ逃れられる。

「お……おおおい！　さっきは悪かった！　謝るから！　もう妹を紹介しろなんて言わないし、なんなら俺の幼女動画集コレクシヨンを全て贈ぞう呈ていしてもいい！　だから助けてっ！」

　涙と鼻水を滝のように流しながら懇願し縋り付いてくる高須を、蹴っ飛ばして引ひき剝はがしつつ、思い切り息を吸い込み、

「たすけてぇぇぇぇぇぇぇっ！　いいんちょおぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　私は大声で助けを呼んだ。

「なに？　気でも狂ふれ…………ッ!?　あ、アンタまさか！」

　叫んだ魅雷だけでなく先輩の顔にも焦りが浮かんだ、次の瞬間。

　ビカァッ！　と、部室全体を染め上げるような、強烈な黄色い閃光が逬った。

「くぅっ!?　黄金の……光!?　いや、違う！　この色は……！」

　驚きに揺れ動く声を上げた先輩、予想されうる事態に警戒し構える魅雷、その二人の眼前、リノリウムの床に、黄金色に輝く直径一メートルほどの穴が開いた。さらに、そこから黄色いラインで描かれた幾何学的な紋様が走る。

　否。その色、黄金にあらず。目にも鮮やかなりし金糸雀カナリア色！

　そして、耳に届くのは華麗……とは、とても言い難い旋律！

「こ……この不愉快な音響行使……人のやる気を削ぐ音感の狂ったテーマソング……アンタ……あの女を呼んだのね!?」

「金糸雀の印章色シンボル・カラーに、他に類を見ない大規模行使紋様！　こ、これは第一級行使！」

〈空間接続ライ・ライラ・ゲム・サ・フオー〉!!

「フハハハハハハッ！　天が呼ぶ地が呼ぶ人が呼ぶぅ!!」

　光り輝く穴の奥から、芝居がかった朗々たる女性の声が響いた。

「絶対にとは言い切れないがぁ、助けを乞こわれりゃ駆けつける！　すぐに来るとは限らないがぁ、なるべく急いで駆けつける！」

　妙な口上を述べながら、奈な落らくから登場する舞台役者の如く穴の中から迫り上がって来たのは、改造なんてもっての他、百パーセントスタンダードの女子制服を身に着けた、我らが博物学研究会の部員ナンバー三！

「強いか弱いかなんて関係ない！　悪を成敗、正義を擁よう護ごが私の信条！　東にイジメを受ける子あらば、行って武器商人を紹介してやり、西に校則破る子あらば、行ってその首圧へし折おってやる！　ましてや私の可愛い部下たちを、嬲なぶり者にす不ふ埒らちな輩やから、たとえ教師が許しても、私の正義が粉砕爆砕打ち首獄門!!」

　彼女の胸に燦さん然ぜんと輝くは〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉たる証あかしのエンブレム。一際強く煌きらめくは、風紀委員の貴き腕章。凜り々りしい眉毛は意志の強さを、棚引くポニーテールは乙女心を、それぞれ主張す可憐な御姿！

　その名もまさに、鋼の風紀委員長、吾あが妻つま八や重え！

　まだ胸の辺りまでしか出て来てないけど。

「しまった……彼も風紀委員に属していたことを失念していた！　将来の夢は正義の味方だと堂々と言ってのけ、学園中の困ってる人も困っていない人も無理矢理に助ける彼女ならば、部下である彼の救助要請に応じないはずもない！」

　ここまで焦っている先輩もかなりレアだ。いくら二人がかりとは言っても委員長相手は骨が折れるだろう。魅雷も、先制攻撃を仕掛けるべきか、時間をかけてでも強力な行使紋様を編あむか迷っているようだ。

　だが、私の目的は委員長を二人と戦わせることではない。

「やあやあ、遠からん者は音に聞け！　近くば寄って目にも見よ！　我こそは、皇家院学園高等部三年、吾妻や」

「口上の途中ですが、すいません委員長、この穴使わせていただきます！」

　と短く断り、委員長を押おし退のけるようにして、輝く穴の中へ頭から突っ込む。

「うひゃあっ!?　な、何してるの！　だっ……ダメェ！　この穴一人用なのに！」

「あっ！　〈空間接続ライ・ライラ・ゲム・サ・フオー〉のワープゲートで逃げるつもり!?」

「ま、待ってくれ！　俺も連れて行ってくれぇ！　死ぬのは嫌だぁ！」

「お前は二人に捧げる生いけ贄にえだ！」

　変態ロリコンを蹴っ飛ばして二人の追撃を妨害しつつ、穴の奥へ、さらに体を押し込む。と、密着した委員長から、脳のう髄ずいまで痺しびれるような甘い芳香が。逆さか様さまに抱き合っているような恰かつ好こうなので、全身に委員長の体温と柔らかさを感じられ、思わず、このまま二人で穴に嵌はまっていたくなる……って、駄目だ。立ちどまってはいけない。いい案だと思ったが、とんでもないトラップだな。

　あ、そうだ。ついでに委員長がパンツの持ち主じゃないかどうか確認しておこう。

　目の前にきっちり膝ひざ上ゼロセンチのスカートが見えるが、捲めくり上あげて確認する余裕はないので、健康的かつ魅力的な太ふと腿ももの間に顔を押し込んで中を覗く。

「ひきゃあんっ!?　う、ウソッ!?　ヤダヤダッ！　み、見ちゃダメェェェェッ!!」













　ワープゲートの維持に集中しなければならない今の状態では、流石の委員長も身を捩よじるくらいしかできないようで、頰に当たる太腿の感触を思うさま堪たん能のうさせてくれた。

　穴の中は光に満ちていたが、スカートの中は暗く、確実に確認するため、さらに顔を委員長の股間に近づける。すると、なんともよいかほりがどこからともなく。

「は……ひゃうん!?　い、息が……息が当たってるよう……！　らめぇ……」

　よし、しっかりとスカートの中を目に焼きつけて眼がん福ぷく……じゃなかった確認。太腿の間から頭をスポッと抜き、再び穴の奥へと進んでいく。それにしても、柔らかいなぁ委員長。つい無意味に脹ふくら脛はぎとかを摩さすってしまうが、これは不可抗力だ。

「あっ！　だめ、ダメなのぉ！　わ、私の穴に……私の穴に入ってくるようぅ！　あ、あああ……！　んうぅ！　男の子が、私の穴に……ひゃ……はうン！　奥はダメ……それ以上奥に入っちゃダメなのぉ！　あっ……ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　委員長の艶つやっぽい悲鳴と、獲物を取り逃がし地団駄を踏む赤と青の悔しげな声、そして断末魔のような高須の泣き叫ぶ声が後方に遠ざかっていくのを聞きながら、金糸雀色に輝く穴の奥へと突き進む。

　しっかし、八重委員長。風紀委員長ともあろう御方が学校にヒモパンを穿いてくるのはマズいんじゃないですか？　風紀の乱れに繋がる恐れがあるから、これからは毎朝ヒモパンを穿いて来ていないか確認したほうが良さそうだな。

　風紀委員としての決意を新たにしつつ、私は光の道を急いだ。























　国立皇おう家か院いん学園は広大である。そして巨大である。さらには膨ぼう大だいである。

　全校生徒の総数からして、呆あきれを通り越し笑いをスルーして一周回った挙あげ句くに普通に感心してしまうほどで、初等、中等、高等、大学部、その全合計が、なんと七百万人超。最も生徒数の少ない高等部だけで百十万人を数える。

　当然ながら総敷地面積も桁けた外はずれで、比較対象を用いる際は『東京ドーム何個分』ではなく『東京都何個分』で言い表すのが皇家院の常識である。

　生徒や教師の暮らす寮が建ち並ぶ生活区、ショッピングモールや娯楽施設等で占められた商業街区などを含めると、高等部だけで東京都約一・七個分の広さらしい。逆にわかりづらいとか言ってはならない。

　八や重え委員長が〈空間接続ライ・ライラ・ゲム・サ・フオー〉で開いたワープゲートは、その高等部敷地の北に隣りん接せつする〈水すい盆ぼんの杜もり〉に繋つながっていた。

　世界有数の森林――水盆の杜では、毎年平均二十名ほどの遭そう難なん者しやが出る。風紀委員の仕事の中には遭難者の救助も含まれるのだが、その大半は男女のカップルである。

　いつでもどこでも互いの愛を確かめずにはいられないバカップルが、ちょっとしたスリルと興奮を求めて足を踏み入れ、二人で愛を交わし合うのに適てきしたスペースを探して彷徨さまよっているうちに遭難、というパターンだ。

　交代制で水盆の杜と高等部敷地との境目をパトロールしている風紀委員は、その辺の事情を心得ているので、森に入ろうとしているカップルを見つけて声を掛けても、理由は尋ねずに警告だけして、さっさと追い払うようにしている。

　だが、委員長は違う。彼女は、お外で行おこなう愛の営いとなみがあるなど想像だにしないほど初う心ぶなのである。故に、森へ分け入ろうとするカップルを見み咎とがめれば「どうして？　なんで森に入ろうとしてたの？　危ないんだよ？」と訊きいてしまう。そして、カップルは答えに窮きゆうする。まさか「森の暗がりで合体しようと思っていました」などと言えるはずもない。結果、彼らは苦し紛まぎれの言い訳を口にする。

　今け朝さのカップルの場合は「落とし物を探しに……」だった。

　性善説の化身のような委員長は、そのあからさまな虚きよ偽ぎ申告を真に受け、つい今し方まで探索作業を行っていたらしい。それも、数十名の部下に手伝わせて。今朝方メールで届いた緊急招集命令は無視して正解だったな。

　委員長が消えたワープゲートから私が現れたので委員たちは面食らっていたが、私に理由を問おうとはせず、そのまま〝誰も落としていない落とし物〟の探索作業を続けた。最も早はや、献けん身しん的てきとさえ言える態度である。感心した私は、彼らを蹴っ飛ばしたり罵ののしったりして労を労ねぎらった。風紀委員は私を除いて全員がドＭなのである。そうでなければ、あの委員長に付き合ってはいられまい。実際、私に詰なじられた三年生の先輩は、あられもない嬌きよう声せいを上げて悦よろこんでいた。彼らにとって苦痛と徒労は甘かん露ろでしかないのだ。

　委員長が戻らないと知りながら自己放置プレイに勤いそしむ同僚たちに別れを告げ、私は高等部敷地内へと向かい、遭難者の救助活動などで歩き慣れた森を進んだ。幸い、数分と掛かからずに森と高等部の境目に出ることができた。

　鬱うつ蒼そうと茂る緑の天てん井じようの下から抜け出すと、空は雲一つない快晴。青と言うよりは、文字通り空色の空が広がっていた。委員長のパンツも空色だった。空色のヒモパンだ。深呼吸すれば、記憶に刻きざみ込まれた芳かぐわしい香りが甦よみがえってくる。

　もうしばらく、鼻の奥に残された香りに浸っていたかったが、今の私が考えねばならないのは、空色ではなく薄桃色のパンツのことだ。危機的状況には何の変化もない。

　森の中で練り上げた逃走プランに従い、足を向ける先は〈星ほし見みの丘おか〉である。

　星見の丘は、高等部の北端に位置し、水盆の杜と隣接する人工の建築物で、ピラミッドの上半分を取り除いたような形状をしている。遠目には〝純白の祭さい壇だん〟という印象だ。学園の入学式典や卒業式典などの他、〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号授与式など法力に関連した儀式祭礼も、この丘の上の広場で執とり行おこなわれる。

〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉が暮らしていた家の跡地に建てられた記念碑的な建造物でもあり、一般には〈法力発祥の地〉とも呼ばれる、一種の聖地だ。故に、魅み雷らいや先せん輩ぱいとて、大規模攻撃には躊躇ためらいを覚えるはず。さらに、頂上の広場は視界に優れており、外敵の接近を察知しやすく、いざとなれば隣接する森への逃亡も可能。追われる身には実に都合がよろしい。〝降こう臨りん祭さい〟の日を除けば、人ひと気けも少ないだろう。

　今は七月。今年の降臨祭まであと一月ほどだ。日本に法力を齎もたらした〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉が現れた日を祝うため、天皇を始めとし、政治家や軍の要人、各界の著名人らが、ここ皇家院学園に集まり、それはもう華やかな祭事が開かれることだろう。

　しかし、〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉が降臨した日ということは、即すなわち〈大災害〉の日でもあるわけで、あまり馬鹿騒ぎするわけにもいかない。特に、直接被害を受けた広島と長崎では、厳げん粛しゆくな式典だけが黙もく々もくと執り行われる。

　我が日本国の進む道を大きく変えた、降臨と大災害。それは、今より遡さかのぼること六十六年、西暦一九四五年の出来事だった。長く続いた第二次世界大戦も、ようやく終わりが見えてきた頃のことである。

　その年の八月七日。時刻は、日本時間で午前八時三十一分。

　日本の広島と長崎、米国のワシントン・コロンビア特別区、中華民国の重じゆう慶けい、英国のロンドン、フランスのリヨン、そしてソヴィエト連邦のモスクワ。

　以上の世界七都市が、全く同時に、一瞬にして壊かい滅めつした。

　ウラン２３５の核分裂反応が齎す大爆発――即ち、核爆発によって。

　それは人為的な〝攻撃〟ではありえなかった。原子力爆弾はドイツや米国で開発されていたが、それは今現在においても人の手による完成を見ていない。つまり、七つの都市を滅ぼした核爆発は、未み曾ぞ有うの〝大災害〟だったのである。

　人類史上最大規模の自然災害は、僅わずか数日にして数百万の人命を奪い、そして――

〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉を、この世界に降臨させた。

　その六人とは、裏り界かいという異世界からの旅人である。

　それぞれの名は、エイ・レネ、エアレカ・レウア、リズ・ウィニュー、イグーヴィ・クーナ、ウェス・ウィリペ、カグ・ラレナ・ツィーゼという。第十級行使者適性試験の筆記で出題される内容なので、小学生の頃に必死で暗記した覚えがある。

　六人は全員が少女であり、極彩色の髪と瞳ひとみを有し、〝人に似てはいるが、明らかに人でないとわかる容姿〟だったという。

　彼女たちが発見されたのは、壊滅した七都市の中心部、核爆発の爆心地だった。重慶を除いて各都市で一名ずつの、計六名。当然、大災害との関係が疑われ、各国政府は少女たちの捕ほ獲かくに動き出した。

　ところが、少女たちは超常の力――〈アガレの法力〉で身を守っており、捕獲は失敗に終わる。そこで、方針を捕獲から保護に切り替え、子供をあやすように懐かい柔じゆうすると、アッサリと少女らの身柄確保に成功した。法力は、少女たちの防衛本能に反応していただけらしい。

　日本国政府は、広島と長崎で発見された二人の少女に期待していた。大災害からの復興および原因究明を理由に連合国側と結ばれた停戦協定。少女たちの力を国力に組み込むことで、協定の効力が切れた後の軍事的優位を勝ち取ろうと考えていたのだ。

　しかし、その期待は打ち砕かれる。大災害の影響か、少女たちは、自分の名前以外の記憶を失っていたのだ。法力の使い方さえわからないという。軍部と政府首脳陣は落らく胆たんした。

　そうなれば少女たちはお荷物でしかない。だが、放ほう逐ちくするわけにもいかない。その存在は極秘だし、大災害の原因かも知れぬのだから危険すぎる。そこで政府は、一人の青年将校に全ての責任をひっ被せることにした。

　その青年将校の名は天あま野の龍りゆう仁じん。当時二十三歳。少女たちは保護責任ごと彼一人に預あずけられた。だが、この責任の放り投げとも呼べる措そ置ちが意外にも効を奏した。

　少女たちが彼に懐なついたのである。実の〝妹〟や〝娘〟のようにベッタリと。

　さらに、連合各国の保護下にあった四人の少女も、龍仁の許もとへ行きたいと言い出した。少女たちは離れていても意志の疎そ通つうが可能らしい。各国政府もかなり悩んだろうが、最終的に〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉は日本に集まり、全員が龍仁の家族となった。

　この時点では、まだ日本人は〈アガレの法力〉を得ていない。

　力を得るきっかけとなったのが、後に〝天野の霍かく乱らん〟と呼ばれる事件だった。

　奇妙な共同生活が始まってから二年と四ヶ月後の、一九四八年二月二日。

　その日、天野龍仁が逮捕されたのである。

　罪状は〝国家への反逆の企て〟および〝反政府勢力の組織〟。彼の協力者も大勢逮捕され、その中に軍の幹部や政治家が含まれていたことで、一大政変へと発展した。

　哀れなのは〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉である。彼女たちは、龍仁にその力を利用されんとしていたのだ。本当の家族のように彼を慕したっていた少女たちの心痛は察するに余りある。

　その後、日本政府の庇ひ護ごの下、約一年をかけて傷を癒いやした少女たちは、龍仁の魔の手から助けてもらった恩返しと、大災害で広島と長崎の市民を殺傷してしまった償つぐないとして、大日本帝國に〈法ほう理りの雫しずく〉を分け与えた。

　その雫は、口にした者に裏界に干渉する方法を〝思い出させる〟という。教わるのではなく、今まで存在を忘れていた三本目の腕の動かし方を思い出すような感覚、だったらしい。しかも、実際に雫を口にした者の子や孫にまで、その〝三本目の腕の動かし方〟は遺伝的に伝わる。止やん事ごとなき神の酒とまで謳うたわれた、まさに奇跡を生む雫だ。

　法理の雫は、日本国一億の民ほとんどに配給され、こうして、大日本帝國は人智を超えた神力――〈アガレの法力〉を得たのである。後に法力元年と呼ばれることとなる、一九四九年の出来事だった。

　その二十一年後。一九六九年の『天てん霊れい蓋がい薊あざみ式法力行使成立』を経へた、一九七〇年。

　ついに、あの天あま之の上うえ彌み迦か神がみが、日本史の表舞台に姿を現す。

　彌迦神は、当時二十一歳の若さで陸軍大佐の地位にまで登りつめた、行使者としての天才的な才能を持つ女性だった。その彼女が一九七〇年初頭、多くの民衆を率ひきい、日本政府に対してクーデターを起こしたのだ。後の世に言う〝天てんの道みち事件〟である。

　だが、それはクーデターなどという生なま易やさしいものではなかった。革命という言葉ですら足りぬだろう。彌迦神は〝大日本帝國〟という国そのものを粉々に破壊したのだ。そして、破片の中から必要な部分だけを集め、足りなかった部分を補おぎない、約三年の月日を掛け、〝人民主権国家日本〟として甦らせたのである。

　そのやり方は、非常に暴力的ではあったが、現代日本において彌迦神を非難するようなことを言う者は僅かだ。日本が世界各国に対して支配的に振る舞えるような強国へと成長できたのも彼女の独力によるところが大きいため、〝新生日本の生みの親〟と称しよう賛さんされることのほうが多い。

　さらに、多数の〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉を輩出した、ここ皇家院学園の創設者でもあり、一年前、六十歳で隠いん居きよを宣言して一線を退しりぞくまでは理事長を務つとめていた。

　およそ並び立つ者のない、英雄どころか神格化されるほどの大人物なのである。

　だが、私は、彼女の作り出した現在の日本国、その歴史の正しさに、疑問を抱いている。

　私は彌迦神に問いたいのだ。天野龍仁は本当に反逆者だったのか、と。

〝天野の霍乱〟当時、彼は一介の将校に過ぎなかった。果たして、軍の大将級幹部や政治家までをも巻き込むような反政府組織を作ることなど、本当に可能だったのだろうか。そもそも、天野龍仁は、真実、国家への反逆を企てていたのだろうか。

　一九七〇年から七三年の三年間に亘わたる日本改造。その際に、旧制時代の汚職や、事実の隠いん蔽ぺい、歴史の改かい竄ざんが明るみにされたが、肝かん心じんの〝天野の霍乱〟事件の詳細だけは覆くつがえされなかった。つまり、彌迦神は天野龍仁が反乱を企てていた事実があったと認めているということになる。

　天之上彌迦神の成す事に誤りなし――それは現代日本人の一般常識だ。彼女が天野龍仁の罪過を認めていたということは、即ち龍仁は真に反逆を企てていたということを意味する。

〝天野の霍乱〟当時の事情を知る高官や要人が彌迦神の日本改造で一いつ掃そうされてしまっている以上、事の虚実を確かめるには、裏界へと帰った〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉と接触するぐらいしかないが……相手がいるのは渡る術すべすら発見されていない異世界である。まさに雲をつかむような話……いや、雲をつかむほうがまだ簡単だろう。

「……あれ？」

　つらつらと過去に思いを馳はせているうちに、気がつくと、私は星見の丘の階段を中ほどまで登っていた。思考に没頭するあまり、ほぼ無意識で歩を進めていたようだ。

　そう言えば、小学生の頃、通信簿に「一つのことに集中しすぎて周りが見えなくなることがあるようです」と書かれていたっけ……。

　残る階段を駆け上って頂上の広場に出ると、珍しいことに、そこには先客がいた。

　女性である。ウェディングドレスを簡素化したような、純白のワンピース。陽光に煌きらめく長い緑髪は、エメラルドグリーンの輝きを放っている。

　広場の中央にある彫像――広島と長崎に降臨した二人の少女を模かたどったもの――を熱心に見上げているようだ。こちらに背を向けているので顔は見えないが、右手に平べったい棒状の物体を握にぎっている。あれはなんだろう。

　制服姿でないということは生徒ではない。かと言って教師とも思えない。外部からの客人だろうか。

　ともかく正体を確かめようと、驚かさないよう静かに近付いて、声を掛けようとした。

　すると――

「キャッ！」

　季節外れの春一番かと思うような、強い風が吹きつけ、女性のスカートがブワァッと盛大に捲めくれ上あがった。背後に近づく私に気づいていないのか、女性はスカートの前だけを押さえていて、後ろ側は完全開放状態。

　そのため私は、七月の陽光に晒さらされた女性の下半身を、じっくりと、マジマジと、スカートが降りる最後の一瞬まで観賞することとなった。無論、これは事故である。













　しかし、結果として、私は重大な事実を知ることができた。

　我が目に焼きついた、思わず飛びつきたくなるほどに美しい白桃のような臀でん部ぶ。通常ならば、それは薄い布きれに覆われているはずだ。そう、パンツに。

　だが、白く輝く彼女の桃尻は、何物にも守られていなかったのである。

　つまり、ノーパンだった。

　それが何を意味するのか――そんなことは考えるまでもなかった。

　私は、ここに至いたってようやく、全ての騒動の発ほつ端たんである薄桃色のパンツの持ち主を、発見したのである。

「あ、あの…………み……見ちゃいました……か？」

　感動のあまり思わず天を仰あおいでいると、振り返った彼女が、上うわ目め遣づかいの視線で話しかけてきた。

　私の頭の中には、「何な故ぜあんな場所にパンツを落としたんだ」とか「君のパンツのせいで酷ひどい目にあった」とか「謝罪として、このパンツは私が貰もらう」とか、彼女に対して言うべきセリフがいくつか浮かんでいたのだが、緑髪に彩られた彼女の顔を見て再度の衝撃を受け、

「え、あ……うん。見ちゃいました」

　などと、呆ほうけた顔で肯定することしかできなかった。

　彼女は美しかった。年の頃は私と同じ程度、髪の色と揃そろえたような煌きらめく碧眼、淡く色づいた唇くちびる、思わずつつきたくなる柔らかそうな頰ほお。魅雷の鋭さ、弥み撒さ祈き先輩の緻ち密みつさとも違う、全ての部位から温和な性格が滲にじみ出ているような、包容力のある美。

「う……えっと、誤解なんです。パンツを穿いていないのには深い深い事情があって、説明には多大な時間を要するといいますか……その……」

　普通なら、私のほうこそが「なに見てんのよ！」と怒られ、「違う！　誤解だ！　事故だ！」と弁明する羽目になるシチュエーションにもかかわらず、彼女はゴニョゴニョと言い訳し始めた。

「わ、わかりやすく一言で言うと……事故、事故なんです。私の意志のあずかり知らぬ所で全てが始まりそして終わったと言うか……とにかく、なにか特殊な趣味があるとか、そーゆーことではないとだけ理解してほしいわけでして……」

　必死だ。碧眼には薄うつすらと涙が溜まっている。

　そして、ふっくらとした頰は、赤ではなく〝橙だいだい色いろ〟に染まっている。

　私に衝撃を与えたのは、彼女の美しさではない。幸か不幸か、幼おさな馴な染じみである魅雷のおかげで、美少女には耐性があるつもりだ。

　尚なおも言い訳を続ける彼女が少し頭を振ると、綺麗な緑髪が揺れ動き、その色を変えた。煌めく緑が、深い青色に。だが、その青は頭頂部のみで、毛先は赤。まるでグラデーションのように、毛先に向かって徐々に色が変化している。

　これは……玉虫色だ。七色でも虹色でもなく、見る角度や光の当たり方によって色が変化して見えているんだ。玉虫色という言葉を比喩でなく、それも玉虫以外の何かの色として使える日が来ようとは。

　しかも、その玉虫色は、髪だけでなく、瞳をも彩っている。法力を使えば髪や瞳の色ぐらいどうとでもなるため、私と同年代の少年少女の中には、ケバケバしい色の髪を揺らし、深海魚のように瞳を不気味に光らせている者が少なからずいる。だが、玉虫色は見たことがない。

「うー、あの……聞いてくれていますか？」

　玉虫色の髪と瞳。頰を染める羞しゆう恥ちの色は橙。

　それは〝人に似てはいるが、明らかに人ではないとわかる容姿〟だった。

　しかし、その事実に思い巡らす時間はなさそうだ。まずは、この恥ずかしい空気を払ふつ拭しよくしたほうがいいだろう。このままでは本当に泣き出してしまいそうだから。

「とりあえず、君にも事情があるということはよくわかった。心配しなくても、君が羞恥プレイ、もしくは露出プレイの真っ最中だったとは誰も思わないから。安心してくれ」

「そ、そうですかー。よかったぁ……」

　彼女は、ほっと安あん堵どの溜ため息いきを漏もらすと、ニコーっと笑った。ニコーである。少女と言うよりは、童女のような無む垢くな笑顔だ。

「それで……君は、こんな人気のない場所で何をしていたんだ？　見たところ、学園の生徒ではなさそうだが」

　一番に訊きたかったのは彼女の正体についてなのだが、まずは差し障さわりのなさそうな質問から始めることにした。ところが、彼女は激しく動揺した。

「えうっ？　な、何を……と言われるとその……難しいのですが……えとえと……」

　ふむ。哀れなほどのうろたえっぷりが非常に可愛らしい。オロオロという擬音が彼女の周囲を飛び交っているのが見えそうだ。

「お仕事……じゃないしぃ……役目と言うか……ううん、もっと大切で重大な…………そう！　使命です！　私は果たさなければいけない使命のためにここへ来たのです！」

　おやまあ。使命とはね。彼女もどこかでパンツを拾ってしまったのだろうか。

　力強く言った彼女だったが、その勢いはすぐに萎しぼんだ。

「使命……なのですが……実は、ちょっと行き詰まっちゃってて。どーしよーかなーって、考えていたところだったのです」

　捨てられた仔こ犬いぬのようにシュンとしてしまった。凄すさまじく庇ひ護ご欲よくをそそられる仕し草ぐさだ。今すぐ家に連れ帰りたくなる。

　だが、その衝動はぐっと堪こらえて、少し真ま面じ目めに考えてみよう。

　彼女はパンツの持ち主である。早いところ、私に不幸を運んでいるとしか思えないパンツを返却したい。しかし、今すぐに渡すのはマズい。魅雷のように、私が不ふ埒らちな下着泥棒であるという疑いを抱くかもしれない。恙つつが無なくパンツを返還するために、何かしらで彼女に恩を売……もとい、好感度を稼いでおきたいところだ。

　修羅と狂信者のことも忘れてはならない。二人は、今こうしている間にも私を探して学園内を徘はい徊かいしているはず。だが、パンツの持ち主がいればどうか。持ち主本人に、自分がパンツを落としたこと、それを私が拾って届けたことなどを証言してもらえれば、二人も矛ほこを収めてくれるのではないだろうか。

　そして最後は、彼女の容姿だ。現時点ではあくまでも予想でしかないが、ひょっとしたら彼女は裏界の……いや、軽々に結論を出してはならない。法力で姿を変えているだけの一般女子である可能性も少なからず残っている。希望的観測は禁物だ。

　だが、〝もしも〟という想いは、一度生まれてしまうとなかなか立ち去ってくれないものである。偶然とは言え、そう思えるだけの相手に出会えたのだし、せめて利用できるか否かだけでも確かめたい。

　時間にして数秒ほど思案した後、私は彼女に提案した。

「もしよかったら、私に、君の使命を果たす手伝いをさせてもらえないか？」

　突然の申し出に、彼女はその碧眼を真ん丸くした。

「えぇっ？　な、なんで急に？　それに……悪いですよ」

　そう言って、眉まゆを顰ひそめた困り顔で、私の顔と自分の爪つま先さきとを交互に見つめる。なにか、頭の中で計はかっているような仕草に見えた。私が利用する価値のある人間か見定めようとしているのだろうか。人間離れした容姿の割に俗っぽいことをするな。

　まあ、いい。こちらだって彼女を利用しようとしているのだから文句は言えん。それに、少し計算高いくらいの方が説得しやすいしな。

「悪くはないさ。私は風紀委員に属しているんだが、『困っている人を見かけたら授業をサボってでも助ける』が現委員長の方針でね。ここで君を見放したら後で叱しかられてしまう。個人的にも君の手助けができたら嬉うれしい」

「はぁ。まあ……困ってはいますけど……でもぉ……」

「それに、私は案外役に立つぞ。学園内の地理にも詳くわしいし、それなりの人脈もある。先代理事長にだって顔が利くほどだ」

　孫娘である師匠を通せば、だがな。

「そう……ですか。う～ん……でもなぁ」

　首を傾かしげて悩んでいる風ではあるが、やはり警戒は解かないか。それに、遠慮の気持ちも大きいようだ。あまり気は進まないが……ここは、少し脅かしてみよう。

「見たところ、君は学園内へ入るのに正規の手続きを踏んでいないんじゃないか？　だとすると、一人でうろつくのは得策ではないと思う」

「え？　どうしてですか？」

「皇家院は、有事の際には拠点としても用いられる重要軍事施設に指定されていて、外部の人間の出入りには殊更厳しいんだ。教師や警備員に見み咎とがめられたら、まず不法侵入者として拘束されるだろうな」

「こっ、拘束ですかっ!?」

　私の言っていることは、多少誇張してはいるが事実である。だが、脅しとしての効果は抜群で、彼女は跳び上がらんばかりに驚き、青あお褪ざめた。

「こ、拘束と言うと……は、裸にされて荒縄で縛られたり、水車に括くくり付つけられてグルグル回転させられたり、手足を牛さんに引っ張られて引き千ち切ぎられたりされちゃうってことですかぁ!?」

「いや、流石さすがにそこまではされない……ってか、それもう拘束じゃなくてＳＭプレイとか拷ごう問もんとか処刑の域だよね」

　円つぶらな瞳に涙すら浮かべ、ガクガクブルブルしている様子に、少し良心が痛むのを感じなくもないが……私のほうも命が懸かっているんだ。鬼にも悪魔にもなってやる。

「ともかくだ。さっきも言ったように私は上に顔が利くから、一緒に行動していれば拘束なんて事態にはまずならない。……どうだろう。これでも私は君の力にはなれないだろうか」

「あ、いや……そんなことはないです。手伝いたいって言ってもらえて嬉しくはあるんです。私一人じゃ無理かなぁって思っていたから。でも……使命を果たすには、ちょっとだけ危ない事をしなくちゃいけないんです。だから――」

「危ない事？　……そうか、君は私の身を案じてくれていたんだな。だが、それでは尚のこと君を一人にはできない。この私が、危険な行為に身を投じようとしている少女を見捨てるような男に見えるかい？」

　隙すきを見逃さずに発動された、私の〝いい人〟っぷりに、彼女は「しまった！」という表情を浮かべ、「うぅ……」と呻うめいて沈黙した。

　それからしばらく、彼女は俯うつむいたり空を見上げたり頭を抱えたり蟀こめ谷かみを人差し指でつついたり某名探偵のように髪をクシャクシャと掻かいたりしながら、呻き呟き迷い悩み考え続けた。時折、私を計るような目で見ながら。

　結論が出されたのは数分後。

「むぅ……わかり、ました。……お手伝い、していただけますか？」

　上目遣いで、少し恥ずかしそうに告げた。

「ああ、よろこんで」

　笑顔で答え、右手を差し出す。彼女はそれを不思議そうに眺め、ハッと気付いたように、棒状の物体を左手に持ち替えると、硝子ガラス細工のように繊せん細さいな右手で、私の右手を握った。彼女の手は驚くほど柔らかく、温かかった。

「よろしくお願いしますっ！」

　ともに笑顔で握手を交わし、これで契約は成立。なんか、いたいけな少女を騙だましているような気分になるが、彼女だって私を利用する気だろう。お互い様だ。

「それで、だ。まず確認しておきたいんだが、君の使命とは一体なんなんだ？」

　そう問うと、彼女はニコーという笑顔から一転、真剣な顔で答えた。

「実は、私の使命とは、二つの世界の存続に関わるものなのです」

「ほう」と私は特に何も考えず相あい槌づちを打った。

「皆さんの言うところの表ひよう界かいと、私が生まれた世界である裏界。二つの世界を崩壊の危機から救うため、私はここに来ました」

　恥じらいも、躊躇いも、迷いもなく、確信を秘めた表情と口調で彼女は言い、

「今、悪意ある者の手により、世界が滅ほろぼされようとしているのです」

　そして私は絶句した。

「……………………」

「……………………？　あの、どうかしましたか？」

　沈黙した私を、彼女は可愛らしく小首を傾げながら見ている。おそらく、今の私は、十年来の友人に突然「君は神を信じるかい？」と素敵な笑顔で問い掛けられたような表情になっているに違いない。

　彼女はなんと言った？　世界が滅ぼされようとしている？　その危機から世界を救うためにやって来た？　……ほほう。そりゃあ大した使命だ。彼女の細い双そう肩けんに世界の命運が懸かっているということか。一大事である。

　……ってオイ。なんだそれは。月末に発売される大作ＲＰＧの話か？　それとも、再来月公開されるロボットアニメの劇場版か？

「世界が……滅ぶ？」

「はい！」

「で……君は、世界を救うために、ここへ来たと」

「そのとーりですっ！」

　半ば朦もう朧ろうとしながらの私の質問に、彼女は真剣な眼まな差ざしで力強く答えた。

　よし……無視しよう。世界崩壊の真しん偽ぎに関しては考えないことにすべきだ。そんな、あからさますぎて逆に信じてしまいたくなるような法ほ螺ら話よりも、彼女のセリフには他に傾けい注ちゆうするべき点があったのだから。

　彼女は、はっきりと「私が生まれた世界である裏界」と言ったのだ。それはつまり、

「君は……裏界からやって来たのか？」

「ええ、そうです」

　アッサリと肯定。だが、ここまではまだ想定の範囲内である。彼女が明らかに人間でないことには一目で気付いていた。私の〝もしも〟が正解しただけだ。

　ところがどっこい。

「最初に表界こちらへ来たのは六十六年まえのことです。他の六名と同時に来たのですが、私は両界の狭はざ間まにある〈関所ゲ・ル・グツヘンラ〉で、重なり合う世界のバランスを調整するという役目を与えられていたので、こちらへ来てすぐ、Ｕターンするように狭間へ引き返したのです」

　続いた彼女の説明は、爆弾発言による絨じゆう毯たん爆ばく撃げきだった。まさに、寝耳に霹へき靂れき、晴天の水。……いや、間違えた。寝耳に水、青天の霹靂だった。驚きの余り混ざっちゃった。

「そんな馬鹿な。それじゃあ君は……あの〈幻の七人目イ・グーヌス・アガレ・アウタ〉なのか？」

　六十六年前の大災害で滅んだ都市は七つ。発見された少女は六人。〝七人目〟の捜索は当然行われた。〝天の道事件〟後は、法力も用いて草の根を分けるように綿密に。だが、計三十年にも亘わたる捜索にも、髪の一本さえ見つからず、政府が『元から存在していないか、大災害で自滅した』という公式見解を出す結果となった。

　故に〝七人目〟の存在は、疑惑や噂うわさどころか、既に伝説である。教科書にも載っていない。一部に、今も探し続けている研究者……と言うか、ただのマニアがいるだけで、〈幻の七人目イ・グーヌス・アガレ・アウタ〉という名称も彼らが使う俗称なのだが――

「い……ぐーぬす？　なんですか、それ。〈居ないのにイ・グーヌス居る六・アガレ人・のア最ウ後タ〉？」

　――当の〝七人目〟様は、頭上に？マークを浮遊させるだけだった。法力関連用語や供用行使の〝読み〟に用いられている〈裏界語〉は難解である。素人の造語では意味が通じないのだろう。

　一般人からは忘れ去られた幻――〈幻の七人目イ・グーヌス・アガレ・アウタ〉。

　彼女が本当に〝七人目〟であるのならば、かの〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉と無関係なわけがない。

　であれば、その繋がりの糸を辿たどれば〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉と接触できるのではないか？

　私の知りたいことを知る〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉に、出逢えるのではないか？

　降って湧いた好こう機きに、私は口を噤つぐみ、歓喜の笑いを必死で嚙かみ殺していた。

「そもそも、私が……私タチがこちらへ来たのは、裏界の総意による実験的な試こころみでした。大昔からその存在が確認され、裏界にとって憧れの世界。その世界の環境調査や、そこで暮らす人々と接触するのが、私以外の六名に与えられた役目だったのです」

　私の無言を聞きに徹てつする態度だと思ったらしい彼女は、六十六年前の出来事について裏界側の視点で説明を続けようとしたが、私は手を差し出してそれを制した。

「ひとまず……昔のことは置いておこう。今は、君に与えられた使命の方が重要だ」

　彼女たちがどうやって表界に渡って来たのかは大いに気になるところだが、知的好奇心は後回しだ。まずは彼女の使命に手を貸すことに集中し、好感度を稼かせぐべきだろう。世界崩壊の危機が事実であるかどうかも捨ておいていい。とにかく彼女の存在を足掛かりに、なんとしてでも〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉と接触するのだ。

「そうですか？　それじゃあ……うーん、何から説明します？」

「そう言えば、まだ名前を訊いていなかったな」

「えうっ？　な、名前……ですか。えーっと……その……あー……」

　何故そこで動揺する？　よほど恥ずかしい名前なのか？

「あーる……あぅ……えー……あ、アルレイミャー！　そう！　私はアルレイミャー・クロアラーナです！」

　叫んだ瞬間、彼女の頭上で豆電球が点てん灯とうするのが確かに見えた。自分の名を名乗るのに、どうして〝閃ひらめき〟が必要になるのだろう。

「ほう、アルレイミャーか。なんだ、可愛らしい名前じゃないか」

　あえてツッコミは入れずに社交辞令的に褒ほめてやると、彼女――アルレイミャーは照れたように「えへへ」と笑った。その笑顔がとても可愛かったので、「それ、あからさまに偽ぎ名めいだよね？」というツッコミは封印してあげることにした。

「しかし、アルレイミャーか……少し長いな。ちょっと呼びにくい」

　割と失礼なことを言ったつもりなのだが、当の本人も「そうですねぇ、舌を嚙んじゃいそうです」と同意していた。自分の名前だぞ？

「少し略して呼んでも構わないかな？　綽あだ名なみたいに」

「ええ、どうぞ。お好きな風に呼んじゃってください」

　ニコーという笑顔。だから、自分の名前を略されて平気なのか？

「そうか。じゃあ……アルレイミャーだから、ミャーというのはどうだ？」

　ごめんなさい。三秒で考えたとは言え、我ながら酷いネーミングセンスだ。ミャーはないだろミャーは。猫か？　いや、猫の名前にしたって適当すぎ――

「ミャー……ミャー……可愛くって凄くイイです！　気に入りました！　ミャー！」

　――ると思ったが、本人が気に入ったのなら何も言うまい。

「あっ……と、私も、まだ貴方あなたのお名前、訊いていませんでしたよね？」

「ああ。では、名乗らせていただこう。私は――」

　改めて名乗るのは少し照れ臭かった。ミャーは、しばらくの間、嚙み締めるようにして私の名を呟つぶやいていた。下の名を〝さん〟付けで呼ばれるのは少し新鮮である。

「お互い名乗りも済んだことだし……本題に移ろう」

　意識して真剣な表情を作りつつ言うと、ミャーも真面目な顔で頷うなずいた。

「まずは、いくつか質問したいことがあるから、なるべく簡かん潔けつに答えてくれ」

　わかりました、とミャーは私の目を真まっ直すぐ見み据すえて、もう一度頷いた。

「では、最初の質問。君は先程、『悪意ある者が世界を滅ぼそうとしている』と言ったが、その〝悪意ある者〟とは誰だ？　君の知っている者か？」

「ういえっ!?　そ……そりは……ですね？　えー……」

　ごくごく当たり前の質問をしたつもりだったのだが、ミャーの真剣に引き締められた表情は一瞬にして狼ろう狽ばいへと変わった。

「あー、その……知っているかと言われますと、否とも応とも答えがたしと言う他ほか無なく……さながら哲学的命題を問われた心持ちでありまして……か、かくも難解なる問いとなりますと私めの貧困なる語ご彙いでは到底表現し得ないのではないかなぁと愚考したりしなかったり……あ、あはははは……？」

　うわぁ……誤魔化すの下へ手ただなこの子。玉虫色の瞳が眼球から飛び出さんばかりに泳ぎまくっている。しかしまあ、いきなり「と、ところで、今日はいい天気ですねー！」とか言い出して必死に話を逸そらそうとするその努力は認めようか。

　気になるのは、これが〝知らない〟から答えに窮しているのか、それとも〝知っている〟のを隠そうとしているのか、ということだが――

「……じゃあ、その何者かはどうやって世界を滅ぼそうとしているんだ？」

「へぶにゃっ!?　どっ、どどどどどうやって……ですか？」

　そんな可愛らしい奇声を上げるような質問じゃないと思うのだがな。

「そ、そそそれはぁ……せ、世界崩壊弾を込めた宇宙破滅拳銃でバキューン……みたいな……えへへへへ……？」

「ふーん……それはまた、随ずい分ぶんと手軽なんだな」

「え……ええ！　そうなんです！　最近はなんでもお手軽なのが受けるんですよ！　ゆ、ユーザーのニーズに応じた、こ……こん……コンテンツが、コンセンサスなインフォームドコンセント的な……」

　必死だ。物凄く必死な様子で下手くそな噓うそを重ねていくミャーが哀れでならない。なんだか、これ以上追及するのが可哀相にも思えてきた。

「そうかぁ……色々と難しいんだな。よく考えてみると、あまり知っても意味のないことのような気もしてきた。今の質問は忘れてくれ」

　同情心に絆ほだされてそう言うと、ミャーはホッと安堵の表情を浮かべた。露骨に胸を撫で下ろす動作つきで。わざとやってんのかな。

　しかし、こうなってくるとミャーの言う世界崩壊の危機は虚言である可能性が高くなるな。偶然出会っただけの私を騙す理由は思い当たらないが、なるべく彼女の言動には疑ってかかったほうがいいかもしれない。

　とは言え、どの道パンツは返還しなければならないし、修羅と狂信者のこともある。元々、万事が私の望む通りに進みすぎてはいたのだ。今日一日くらい、裏界の天然美少女と〝世界を救う冒険ごっこ〟に興じるのも悪くはないだろうさ。

「それでは、質問を変えようか。ミャー、君が再び表界へやって来たのは、世界を救うためと考えていいのか？」

「いえ、〝悪意ある者〟が行動を起こしたのは、私が表界に来てからのことです。先の実験から六十年以上が経過し、両界のバランスは均衡を取り戻しつつあり、裏界は再実験を試みることにしました。そこで最初に送り込まれたのが私なんです。狭間からであれば、前回のような事故の危険性は少ないので」

　こちら側へ来たのは一ヶ月ほど前のことです、とミャーは付け加えた。前回の事故とは、かの大災害のことだろう。その影響で〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉は記憶まで失ったのだ。

「なるほど。では、〝悪意ある者〟というのはどこに居るんだ？」

「裏界です」

　む。この質問には普通に答えられるのか。

「ですが、裏界側からでは説得も攻撃も不可能でした。そこで、私が表界側から攻撃が可能かどうか試してみることになったんです」

「裏界にいる相手に表界から？　……攻撃できる可能性は低いと思うがな」

「はい。行き詰まっているというのは、その点なんです。表界の方に知恵をお借りできればもしかしたら……とは思うのですが」

　表界の知恵……か。そういうことならば、一いち六ろく制限の私でも役に立てそうだ。師匠の研究のお手伝いで得た知識があるからな。

「よし。残る質問は二つだ。一つは、これから君が何をしようとしているのか、具体的なプランを教えてほしい」

　ミャーは左手に握っている平べったい棒で北の方角を指した。

「あの森の中の湖に行きたいんです」

　星見の丘の北側は、地平線まで続く広大な水盆の杜と隣接している。八重委員長のワープゲートが繋がっていた大森林だ。その中の湖とは〈狂くるいの水すい盤ばん〉のことだろう。

「そこは今、〝悪意ある者〟により裏界と表界とを繋ぐ〝道〟のようになっているんです。裏界への攻撃手段としては、その〝道〟の逆用が考えられます」

　そこまで言うと、ミャーは「てへへ……」と照れ笑いを浮かべた。

「実は……さっき一度、湖には行ってみたんです。でも、縁ふちで足を滑すべらせて、水の中に落ちてしまいまして。しかも、その後、服を乾かしていたら、パンツだけどこかへ行っちゃって……踏ふんだり蹴ったりでした」

　なるほど。ミャーの告白に私は納得した。森の反対側、南に目を向ければ、そこは第十三教室棟。パンツを拾った場所だ。今日は風が強いし、ありえない話ではない。

「具体策の相談は、もう一度湖に行って〝道〟の状態を確認してからにしましょう」

「そうだな。では、まず、君を湖までエスコートするのが私の役目というわけか」

　気取った風に言うと、ミャーは「エスコートですかぁ。なんだか、お姫様になったみたいで嬉しいです」と、少し恥ずかしそうに笑った。

　ここまでの質問で大方の事情は理解できたし、これからするべきこともはっきりした。残す一つの質問は――

「では、これが最後の質問となるのだが……」

　ひょっとしたら何か裏界の宗教的に重要な物なのかもしれないとか思って今まで無視してきたのだが、流石にもう駄だ目めだ。気になって気になってしょうがない。疑問を放置するのは私の精神衛生上よろしくないから、ここで訊いてしまおう。

「ミャーさん……それは一体なんなんだ？」

　私は、ミャーの左手に握られている、平べったい棒状の物体を指差した。

「え？　これですか？　これはぁ……じゃんっ！　〈勇者の剣〉ですっ！」

　ムフーという感じで自信満々にミャーが掲げたのは、装そう飾しよく過か多たで実用性に欠かき、明らかにプラスチック製の柄つかと刀身で構成された、ある意味ハイセンスと言えなくもない勇者の剣……の玩具おもちやだった。某有名ＲＰＧの初期の三部作に登場する某勇者の剣に〝言われてみれば〟似ているという、よくあるパチモンだろう。

「カッコイイでしょー！　でも、カッコイイだけではないのですっ！　ここ！　柄の部分にある宝石〈竜王の右眼ドラゴニツク・ジユエル〉をポチッと押すと……」

　ミャーは嬉々として、宝石とは名ばかりで陽光を照り返しもしない鈍にぶい色のプラスチックの球体を押し込んだ。すると――

『さあ！　僕と一緒に魔王を倒す旅に出よう！』

　台詞だけなら勇ましいが、変に上うわ擦ずったヘタレ臭満載の勇者の声が流れ、刀身が七色に光りだした。明めい滅めつに規則性がなく、光と呼ぶのに躊躇いを覚えるほどに安っぽい。ＬＥＤにしても質が悪いな。どうでもいいが、あの某勇者の剣をパクったのなら竜王という言葉を使うのはマズいんじゃないか？　何から何までチグハグなパチモンである。

「すっごいでしょー!?　勇者様のお声を聞くと……こう、熱い何かが滾たぎってくる感じがしませんか!?　それに、この光り輝く勇気のオーラがとっても強そうですよね！」

　刀身から放たれるＬＥＤオーラの源は、柄の太さから見て単二電池だと思われる。

「これ……どうしたの？　買ったのか？」

「いいえ、おもちゃ屋さんで見かけたのを、カッコイイなーって、じーっと見ていたら、店員さんが、もう古い展示品だからって譲ってくれたんです！」

　きっと、飽きずに何時間も眺めていたんだろうな。今の様子を見れば、その時の光景が目に浮かぶ。店員も困り果てていたことだろう。

「これを持っていると、なんだか心の奥からジワーって勇気が湧いてくるんです！　本物の勇者様みたいに強くなれるような気がして……私の宝物ですっ！」

　それから、たっぷり十分間、ミャーは勇者の剣のカッコよさについて語り続けた。

　その生き生きとした彼女の表情を見ていて、わかったことが一つある。

　裏界の住人の感性は、表界で暮らす我々には到底理解できないということだ――




　　　　　▽




「ミャー。はぐれてしまったら大変だから、私の腕にしっかりつかまっているんだ」

　私の指示にミャーは素直に従い、ほとんどしがみつくように私の右腕をつかんだ。結果として、彼女のおっ……胸部が私の腕に密着してしまうが、それは私の意図するところではない。断じてない。

　私たちは、目的地である狂いの水盤へ向かうため、水盆の杜へと足を踏み入れた。

　かつては人々の信仰を集めていたという、狂いの水盤。その畔ほとりに建立された神社を囲む鎮ちん守じゆの杜が、水盆の杜である。……が、現在は、杜どころか森ですらなく、熱帯雨林気候の密林――ジャングルと化している。

　鬱蒼と茂る木々に太陽光を遮られ、地面は苔こけ生むし、遠くからは奇怪な鳥やら猿やらの声が響き、足元を這いずり回るのは人間さえ食われそうな巨大な虫たち。冬場でも気温が二十五度を下回らず、年に最低二桁の遭難者を出す、真性で馬鹿馬鹿しい〝杜〟だ。

　二年に一度行われる神事のために、狂いの水盤までなら整備された舗ほ装そう路ろがあるが、脇わきの茂みからジャガーが飛び出してきたり、グンタイアリの隊列が横切っていたりするので油断ならない。はぐれないようにと指示するのは当然のことである。決して疾やましい気持ちなどない。断じてない。

　ちなみに、ミャーの勇者の剣は持って歩くには邪魔なので、蔓つる植物で作った即席のベルトに差し込まれている。ミャーが脇に差すよりもカッコイイと主張し、剣は背中側、お尻の辺りに回されていた。

「ミャーは表界に来てから一ヶ月になるんだろう？　世界崩壊の危機を知って皇家院に来るまでは、どこで何をしていたんだ？」

「えっとぉ……日本に来てからは、アニメを観て、漫画を読んで……それから、いろんな所を見て回ったりもしましたね。アキハバラとぉ、アサクサとぉ、ニッコートーショーグーとぉ……あと高たか尾お山ざんに登ったりとか」

「……なるほど。君は異世界観光しに来たわけか」

「いえ、観光じゃなくて観察です。あくまでも」

　昼なお暗い森の中を、不安に心を殺されぬよう明るい話題で話しながら進んでいくと、道の先に光が見えた。上方から指す太陽光に森の闇が円形に刳くり貫ぬかれ、その光を照り返す湖面が、まるで銀盤の舞台のように輝いている。

　測はかったような真円の湖――狂いの水盤だ。

　闇から逃れるように早足になり、湖の岸辺に辿り着くと、一度見たはずのミャー、何度も見ている私でさえ、感嘆の溜息を漏らした。

　見事なまでの真円。確か、大学部の計測によると、誤差は百分の一パーセントだとか。とても自然湖とは思えない。水盆の杜と合わせて世界遺産に登録されているのも納得の美しさだ。遠い対岸には、小さく神社の鳥居も見える。

　磨みがきぬかれた鏡のような水面は、銀色に光っている。比ひ喩ゆ表現ではない。

「水が……銀色に見えます。不思議な色……」

「この湖は、日によって色を変えるんだ。今日は銀色だが、赤くなったり青くなったり、金色に光る日もある。ところが、掬すくってみると、水は透明。人の色彩感覚を狂わす水盤。だから、狂いの水盤という名で呼ばれているんだ」

　色の変化の原因については、水質の特殊性や、太陽光の反射角による変化など、文字通り〝色々〟と説がある。だが、はっきりしたことは分かっていない。

　この湖は、星見の丘から見て真北、距離にして約三キロの地点に位置している。本来なら様々に色を変える鏡のような湖面を丘の上から見下ろせるはずなのだが、現在では鬱蒼と茂る樹木に邪魔されて湖面の煌めき一つ見えない。

　しばしの間、ミャーと二人で不可思議な美しさに見み惚とれていると、風があるにもかかわらず全く波立っていなかった水面が、なんの前まえ触ぶれもなく突然盛り上がり、水中から何かが出て来た。

「あ、ワンちゃんだ」

「ああ、本当だ。犬だな」

　ミャーが何気なく言い、私自身もそう思ったとおり、その何かとは犬だった。

　しかし、どこかおかしい。あの犬は、どうして当たり前のように水面に立っているのだろう。そもそも水中から出て来た時点でどうかと思うが。それに大きさも変だ。三十メートルほど離れているのに、私たちを見下ろしている。二階建てバスほどはあるだろう。大型犬にしても大きすぎるなぁ。ギョロつく赤い目が顔中に沢たく山さんあるし、逆立つ体毛は針のように鋭いし、三本もある尻尾しっぽが鞭むちのように撓しなっている。それと、一番おかしいのは脚だ。あの犬には脚が六本もある。一体なんという種類の犬だろう。

　私とミャーと奇妙な犬とのお見合いは数秒間続き、その場に訪れた静寂を粉ふん砕さいしたのは、その犬の咆ほう哮こうだった。

『ググギャララララアアアアアアアアアアッ!!』

　小鳥ぐらいなら聞いただけで即死しそうな叫び声に、

「うあ…………あぁ……あああああああああああああああああああっ!?」

　私は、ようやくのリアクションを悲鳴として逬ほとばしらせた。

　アレは犬じゃねぇ！　あんなモノは犬じゃない！　犬に似ているだけの化け物だ!!

　まだ隣で呆ほうけているミャーの手をつかみ、全速力で来た道を駆け戻る。すると、

『ガギャアッ！　グヴウウゥゥッ！　ルルルヴァヴァババババアァァァァッ！』

　気味の悪い声を森中に響かせながら、当たり前のように追いかけてくる犬……に似ているだけの化け物。口から緑色の涎よだれを垂れ流し、あからさまに空腹を訴うつたえている。どうやら、空すきっ腹ぱらを私とミャーで満たすつもりらしい。

　六本の強きよう靭じんな脚を巧みに操る犬モドキのスピードは、自動車なんぞよりも遙はるかに速く、ただ舗装路を辿って逃げるだけでは、すぐに追いつかれるのは明々白々。

　やむをえん。即座に判断を下し、行動に移す。

「ミャー！　こっちだ！」

　犬モドキの狂声に魂を抜かれてしまったようなミャーを抱え上げ、舗装路脇の茂みに突っ込む。そのまま全速力で、繁茂する下草を掻き分け、苔生す倒木を乗り越え、棘とげの生えた植物を躱かわしながら進む。悪路に速度は落ちるが、密生する木々が図体のデカい犬を足止めしてくれて、距離はむしろ開いた……と思うのだが、

『アギャウラウゥッ!!　ゴウリャヴァアァァァァッ！』

　後方から響いてくる咆哮と、大木が薙なぎ倒たおされる音に、とても背後を確認する気にはなれない。

「……はれっ？　ここはだれ？　わたしはどこ？　……ワンちゃんは？」

　ミャーがようやく正気に戻り、定番のボケをかます。そして、すぐに、自分たちを追い駆ける犬に似た化け物の存在に気付いて悲鳴を上げた。

「わひゃあっ!?　……あ、あぅ、あれっ、あれは一体なんなんですか!?」

「知らん！　こっちが訊きたい！」

　ミャーは森歩きに慣れていないようなので、支えるようにして逃走を続ける。

　すると、後方からヒュンヒュンという風切り音が聞こえてきて、私たち目がけて電信柱を二、三本まとめたような太さの大木が倒れ込んできた。

　悲鳴を上げながらも、咄とつ嗟さの判断で進行方向を変えて躱す。大木の根元のほうへ目をやると、綺麗な切断面を晒す切り株の横で、犬モドキが三本の尻尾を振り回している。どうやらあの尻尾は刃物でもあるらしい。血の気が全速力で引き上げる音がした。

「ミャー！　奴は狂いの水盤から出て来た！　あそこは今、裏界への〝道〟になっているんだろう!?　何か関係があるんじゃないのか!?」

　走りながらのセリフなので、変なところで息いき継つぎが入り、つい声と言葉が荒くなる。

　後ろからは、尚も犬モドキの鳴き声と、木々を圧へし折おる轟音が響いてくる。再び倒れ込んできた大木を、紙一重というところで回避。私とミャーの服は、跳ね上がる土やら葉やらでグチャグチャだ。

「えっと……えっと……あ、あれは〝悪意ある者〟が妨害のために送り込んだものだと思います！　……多分。両界の狭間である〈関所ゲ・ル・グツヘンラ〉は無理に通ろうとする存在を強制的に変質させてしまうから、あんな姿になっちゃってるんだと思います！　……きっと」

　ミャーの自信なさげな説明に、戦せん慄りつが肌を撫でる感触を久々……でもないが味わった。

「そんなまさか……じゃあ、あの化け物は〈業ごう魔ま〉だって言うのか!?」

「ご、ゴマ？　いえ、胡麻じゃないです、ワンちゃんです！」

「そうじゃない！　予想通りのボケをありがとう！　胡麻じゃなく業魔！　この世界において唯一無二の特級行使！　〈業魔降臨グー・ヘン・オーヴ・ア〉によって召喚よびだされる強ごう力りきなる獣だ！」

　裏界の生命体を強制的に召喚し、それを意のままに使役するという〈業魔降臨グー・ヘン・オーヴ・ア〉は、あまりに強力かつ危険であるとされ、特級行使という例外的な等級を与えられている。たとえ〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉であっても、行使紋様を知ることすら許されず、現在この行使を扱えるのは、開発者でもある天之上彌迦神ただ一人だけだ。

　召喚される裏界の生命体は、形態や能力にかかわらず全て業魔の名で呼ばれ、その戦闘能力は、日本軍が誇る法力特火連隊の一個師団に匹敵するとも言われている。

　表界から召喚よんだのではなく裏界から送り込まれたという違いはあるが、私たちを追い回している犬モドキも業魔と呼んで間違いはあるまい。

　だが、一つ引っ掛かることがある。

　速度は落とさぬよう、背後の犬モドキ――犬に似た業魔を見やる。ちょうど進行方向を遮る二本の木の間に体を押し込み、力ずくで圧し折ったところだった。

　あの化け物、業魔と呼ぶには犬に似すぎているような気がするのだ。

　過去、彌迦神が〈業魔降臨グー・ヘン・オーヴ・ア〉を発動したのは一度きり。ソヴィエト連邦の首都・レニングラードへ侵攻した時だけだ。当時の映像記録の中で大暴れする三体の業魔は、犬モドキよりも遙かに大きく、犬や猫といった尋常の生物的な特徴を持たない、異い形ぎようとしか表現できないような姿だった。

　もしかすると、犬モドキは、彌迦神が召喚した業魔よりも格が低いのかもしれない。

『ギャルヴアアァァッ!!　ゴゥッ！　ゴヴォゥオオオオオオオッ!!』

「うあっ……も、もういい！　考えるのは後回しだッ！」

　獣というカテゴリーから大胆に外れた犬モドキの咆哮に、冷静な思考は吹き飛ばされ、死の恐怖が私の走るスピードをさらに押し上げた。犬語の翻ほん訳やく機きで解析したなら、おそらく『お前たちを食わせろ！』みたいなことを要求しているに違いない。もしくは『お腹なかすいたー』か『オヤツの時間だ♪』あたりかと。

　私が人間を始めて早十六年と少し。まさか犬に餌エサとして認識される日がこようとは。

「くそっ……どうしたらいい!?　このままじゃいずれは追いつかれるぞ!?」

　あんなものが出て来た。あんなものが出て来てしまった。尖とがった枝で切った頰が痛い。靴の中に入り込んだ泥どろの感触が気持ち悪い。ということは夢でもない。

　これは現実なのだ。……現実？　現実だと？　業魔に追われる現状が現実……ということは、まさか本当なのか？　ミャーの言う〝世界崩壊の危機〟とやらは、妄想でも虚言でもゲームと現実をごっちゃにしてしまった人間の妄もう言げんでもなく、本物の〝今そこにある危機〟であるということか？　……なんてこったい。

「あ……あのっ！　ここは私に任せてください！」

　目も眩くらむような現実にあてられ、犬モドキに追われていなければ頭を抱えて蹲うずくまりたい心境の私に、ミャーが力強く宣言した。

「任せるって、どうするんだ!?」

「私がゴマちゃんをやっつけますから！」

　だからゴマじゃなくて業魔、とツッコむ余裕も今はない。

「やっつける!?　か、簡単に言うが……あんな化け物だぞ!?」

「大丈夫！　安心してください！　私には、この勇者の剣がありますっ！」

　なにを……何を言っているのだろう、この子は。

　玉虫色の瞳に自信を漲みなぎらせたミャーが掲げたのは、一九八〇円いちきゆつぱでも割高に感じるような安っぽいプラスチックの両刃剣。いや、刃などとは到底呼べぬ。こんな剣とは名ばかりのただの棒を装備した日には、たとえ本物の勇者であろうと、旅立って最初に遭遇したスライムにすらボコボコにされるだろう。

　しかし、純粋なんだか天然なんだか、勇者の力を信じきっているミャーは、

「勇者様より授かった、勇気という名の最強の武器……今こそ見せます！」

　中二か、とツッコみたくなるようなセリフを言って立ちどまり、緑の壁をぶち抜くようにして迫る犬モドキのほうへと振り返った。彼女を引っ張って走っていた私も、強制的に、猛たけり狂くるう化け物を出迎える体勢に。

『ギャブブブブルルルゥアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　死が、犬に似た化け物の姿となって、我が身を顎あぎ門とに捉とらえんと駆け寄ってくる。

　ああ、もう……どうしてくれよう。いっそ彼女を囮おとりにして逃げてしまおうか。〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉との接点を失うのは惜しいが、命には代えられない。

　そう考えたところで、ふと気付いた。

　ミャーは裏界の住人だ。おまけに、かの〈幻の七人目イ・グーヌス・アガレ・アウタ〉である。世界崩壊が本当なら、それも事実であろう。ならば、私たち表界の人間には想像もつかぬような強力無比なる行使で、あの玩具の剣を強化しているということもありうるのではないか？

　そうだ。そうに違いない。ミャーの立ち姿は自信に満ち溢れている。零こぼれ出た自信が彼女の周囲に漂い、肉眼で見えそうだ。

「そこまでです！　とまりなさいっ！」

『グリリュッ!?』

　犬モドキが、とまった。眼前数メートルに迫った犬モドキが、ミャーが勇者の剣の切っ先を向けて叫ぶと同時に、泥どろを盛大に巻き上げながら急停止した。顔面を埋めつくす数十の目には警戒の色すら見て取れる。

　凄い……凄いぞミャー！　私は心の中で喝かつ采さいした。流石は〈幻の七人目イ・グーヌス・アガレ・アウタ〉。子供っぽい天然キャラに見えて実は、一いつ喝かつで業魔を制するほどの力を持っているとは。

「聞けっ！　欲望に身を窶やつした哀れなケダモノよ！　我が名はアルレイミャー・クロアラーナ！　今こそ、伝説の勇者の名の下……汝なんじを断罪する！」

　コテコテの中二なセリフも、もう気にならない。なにしろ、無駄に芝居がかった仕草と口調で言うミャーの勢いに、犬モドキが後あと退ずさったのだから。その光景に、私は勝利を確信した。

「見るがいい……勇者の剣に秘められた、真の力を！」

　両手で構えた剣から、七色の光が放たれ、密林の暗がりを照らし出す。

　そして――

「じゃきーんっ！　ほらっ！　柄が伸びます！」

　言葉通りに剣の柄が二倍ほどに伸び、『ブレイブソード・ロングモード！』という勇者のヘタレ声が響き渡った。













　響き渡った……だけだった。

「ふふん。どうです？　恐れ入ったか！　です！」

「……………………」

『……………………』

　得意満面のミャーと、硬直した私と犬モドキ。酷くいたたまれない沈黙が、三者の周囲を包み込んでいて、まるで森全体が唖あ然ぜんとして言葉を失っているようだった。

「あの……ミャーさん」

「あ！　見ててくれましたか!?　これぞ勇者の剣の第二段階セカンド・シークエンス〈柄が長い形態ロングモード〉です！　これなら、ちょっと離れた敵にも攻撃が届きます！」

「そ、そーなんだ……。で、その剣は、アレだろ？　法力で強化されてるんだよな？」

「え？　強化？　別にしてませんけど。勇者様の力があれば、パワーアップなんて必要ないですし」

　あっけらかんと答えるミャー。

　私は、恐る恐る犬モドキのほうを見た。

『ウブルゥゥゥ…………ゴゥヴァアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　犬語の翻訳機などなくても何を言っているか分かる。

『馬鹿にしやがって！』だ。

「うぎゃああああああああああああああああああっ!!」

　犬モドキの咆哮に自分の悲鳴をハモらせつつ逃走再開。追いかけっこリスタート。

「ちょっ……！　ど、どーして逃げるんですか!?」

「どーしてもこーしてもあーしても！　私はまだ死にたくないんだよッ！」

　手を握るのもまだるっこしく、ほとんどミャーを抱えるようにして走る。いっそ捨てていってやろうかなどと考える余裕もなく、本能的にそうしていた。

「だいじょーぶですよ！　勇者の剣はスゴイんですから！　ただでさえスゴイのに、第二段階セカンド・シークエンスが発動しているんですよ!?　ゴマちゃんなんて、ちょちょいのちょいですっ！」

　ミャーは、刀身はそのままで柄だけが伸びたせいでさらにパチモンくさくなった勇者の剣を私に見せつけながら言った。

　本当にね……一体どこからそんな自信が湧いてくるのか。少し私に分けて欲しいものだ。大体、どうせ伸ばすんなら柄じゃなくて刀身を伸ばせよ。もし生き残れたら、このふざけた玩具を製造しているメーカーを突き止めて訴訟を起こしてやる。どうせ他にも胡う散さん臭くさいパチモンを作っているに違いない。勝機はある。

　頭の中で裁判費用の計算をしつつ、尚も徹底抗戦を訴えるミャーを無視しながら、緑色の海を泳ぐように密林を駆け抜ける。だが、このまま逃げ続けても体力が尽きるのはコチラが先だ。さて、どうしたものか。

「ですから！　私が勇者の剣でゴマちゃんを――」

　ミャーは第二次世界大戦真っ只中の大本営のように敢かん闘とうを主張しているが、その言葉を遮るかのように、再び背後から巨木が倒れ込んできた。

「うわぁっ!?　……あ、あっぶねぇっ！」

　進行方向を変えてすんでのところで躱す。すると、法ほう隆りゆう寺じの五重塔が倒壊したような轟音に混じって、ブチュリッ、と湿しめっぽい嫌な音が聞こえた。

「ほえ？　今の音……なんですか？」

　見ると、何かの動物が巨木の下敷きになって息いき絶たえていた。多分、森に生息している猪いのししだと思うが、ほとんど原形を留とどめておらず、定かではない。

　森の緑に印された赤黒い水溜まりを見たミャーが、ブルッと震ふるえるのがわかった。

「え、えっとぉ……やっぱり、ここは逃げましょう！　勇者様も仰おつしやっておられます！　『僕は逃げ出すんじゃない。これは戦略的撤退だ！』と！」

　ミャーが信奉する勇者様とやらは声だけでなく中身までヘタレらしい。

　皮肉の一つでも言ってやりたくなる場面ではあるが、それは後の貯金として残すことにして、なるべく速度を落とさぬようにミャーを地面に下ろし、ギュッと手を握り合う。

　そして、枝えだ葉はを掻き分け、泥を跳ね上げ、倒木を乗り越え背後から倒れこんでくる巨木に警戒しつつ、足だけでなく全身を使って走り続ける。

「まだ走れるか!?　ミャー！」

「はいっ！　頑張りますっ！」

　犬モドキの声に掻き消されぬよう大声でミャーを励はげます。

　ミャーも負けないくらい大声で返事をする。

　そして走る、ただ走る、ひたすら走る、走り続ける、と――

「――へっ？」

　足裏の地面の感覚が不意に消失した。下を見ると、決してなだらかとは言えない急きゆう斜しや面めん。気付かぬうちに、飛び出していたらしい。

「キャッ――!?」

　バランスを失った私と、私に引っ張られているミャーは、二足歩行を維い持じ出来なくなり、眼前に枝葉が生い茂る地面が迫る。

　咄嗟のことに、ミャーを庇かばおうと、その細い躰を抱き締めるのが精一杯だった。斜面に倒れ込んだ私たちは、縺もつれるようにしてゴロゴロと急な斜面を転がった。

　洗濯機の中に放り込まれたみたいに、世界がグルグルと回転して、上も下も右も左もわからなくなる。そんな状態でも、ミャーを抱き締める腕の感覚だけは確かだった。

「――ぐあっ!?」

　背中に何か硬い物が衝突したような痛みで、世界は上下左右を取り戻した。

　息が詰まって言葉が出ず、心の中で「くそっ！」と悪態を吐ついた。

　マドラーで掻き回されたみたいに頭がクラクラする。体を動かそうとする度にどこかしらに痛みが走った。地面に手を突き、なんとか上半身を起こす。

「……みゃ、ミャー！　大丈夫かっ!?」

　ミャーは私の下で仰向けに横たわっていた。彼女を抱き締めたまま覆い被さっているような恰かつ好こうだ。体重を掛けてしまわぬよう、慌てて体を浮かし、彼女の顔を覗のぞき込む。

「しぇ……しぇかいがまわります～……ぐるぐるぐる～……？」

　少し目を回しているようだが無事だ。ざっと見た限り、大きな怪け我がは見当たらない。

　ミャーの心配ばかりで頭が回らなかったが、私の体も致命的な傷は負っていないようだ。ホッと息を吐きたかったが、私たちが置かれているのは一瞬の安堵も許されない状況である。決して安くない学園制服は泥だらけ、枝に引っ掛けたのかアチコチ裂けていて、家に帰ればドケチの母に大目玉を食らうだろうが、それも生きて帰れたらの話だ。

　急いで周囲を確認する。どうやら、ここは大木の根で作られた空間のようだ。雨で土が流れ、太い根の束が露出してできた洞うろのようなスペース。一番大きく開けている根と根の隙間が、ほとんど頭上に見える。そこから転がり込んだのだろう。かなりの急斜面だったらしい。その向こう、斜面の頂上に犬モドキの姿が見えた。

　あの業魔は犬に似ているくせに鼻が利かないらしく、突然消えた獲物を探して辺りを見回しているだけで、こちらに気付いていないようだ。対策を講じる時間だけは与えられたらしい。

「ミャー。業魔は私たちを見失っている。起きられるか？」

「ふぁ……？　あ、はい……あの……。起きられはするんですけど……その」

　どうやら、意識は回復しているようだ。それなのに、起き上がろうともしないし、何故かその顔には羞恥が浮かんでいる。

「どうした？　どこか怪我でもしたか？」

「いえ、その…………手が」

「手？　手を怪我したのか？　見せてみろ」

「いえっ、違うんです。怪我はしてません」

　ミャーは首を横に振り、手を翳かざして見せた。泥で汚れてはいるが、かすり傷の一つも見当たらない。

　なのに、どうして彼女は起き上がろうとしないのだろう。そして何故、頰を橙に染めているのだろう。やがて、ミャーは蚊かの鳴くような声で、

「手が……当たってるんです……。その……私の…………おっぱいに」

　おっぱい？　……ああ、確かに私の右手が彼女の胸部を包み込んでいる。先程から感じていた極上の柔らかさの正体はこれか。今の体勢は、四つん這いでミャーに覆い被さっているような恰好だから、はたからだと私が彼女を押し倒そうとしているように見えるかもしれない。確かにこの状態では起き上がれないな。納得である。

「本当だ。当たっているな。私の手が、君の胸に」

「え……ええ、そうなんです。だから、手を退どけてくれないと起きられなくて」

　そう言われて初めて気付き、右手を奇跡のように柔らかい半球から離そうとした。ところが、何故か思い通りに動いてくれない。ミャーの胸にへばりついたまま離れようとしないのだ。仕方なく、左手で右手首をつかみ強引に引き剝がす。自分の手だとは思えないほどの凄まじい抵抗を感じた。

　続いてミャーも体を起こしたが、なんか妙な雰囲気になった。二人でやっとという狭い空間に、正座で向き合う男女が二人。ミャーは恥ずかしいのか俯いているし、私も何を言えばいいのかわからない。

　その奇妙な沈黙を打ち破ったのは、ミャーの小さな声だった。

「あの……ひょっとして、おっぱい触るの好きなんですか？」

「はい。大好きです」

　しまった。つい反射的に本心を打ち明けてしまった。いきなり真面目に変なことを訊かれたからだ。しかし、軽蔑されただろうか、という心配は、続くミャーのセリフによって杞き憂ゆうとなった。

「そんなに好きなら……いいですよ？　触っても。減るものじゃないですし」

　どうしよう。彼女が何を考えているのかわからない。普通の女性ならば、事故とはいえ男に胸を触られたら、悲鳴を上げるなり、ぶん殴るなり、炎熱系行使で焼き払うなりするはずだ。少なくとも、触りやすいようにと、自分から胸を突き出したりはしない。それとも、裏界ではこうして胸を触るのが一般的な挨あい拶さつだったりするのだろうか。

　様々な疑問が脳裏を駆け巡ったが、私はそれらを彼方かなたへと吹き飛ばした。ミャーが触っていいと言っているのだから、ここは素直に触って差し上げるべきだ。ここで「いや、遠慮しておくよ」などと答えてしまったら、今もモジモジしながら胸へのタッチを待っているミャーに恥を掻かせることになってしまう。決して疾しい気持ちはない。

「それでは、お言葉に甘えて、触らせてもらうな？」

　急せく気持ちを抑えつつ、ゆっくりとミャーの胸へ両手を伸ばす。

「…………あ……」

　ポニュ……と双球を包み込んだ瞬間、ミャーが甘い声を上げ、指から伝わる感触に本気で昇天しそうになり、確かに一瞬だけ神の世界を垣かい間ま見みた。

　この柔らかさ。ワンピースごしに伝わるミャーの体温。

　どのように表現したらいい？　相応ふさわしい言葉が全く思いつかない。今この瞬間、私の両手の中には、確かに天国が存在していた。

「ん……あの、それで……これからどうしましょうか？」

　甘い吐息交じりのミャーの声に、ハッと我に返った。ちょっと意識がトンでいたようだ。ミャーの胸はそれほどまでに感動的な柔らかさを誇っている。だが、惜おしいことに、今の状況はその感動に浸る余裕を与えてはくれまい。

「うん。まずは、あの業魔をどうにかする方法を考えよう。作戦会議だ」

　そう言って、モミモミと胸を揉もみしだく。私の手の中で自在に形を変える半球が、どうしようもなく愛いとしく感じられた。

「業魔はまだ近くをうろついている。無策に洞から飛び出しても、また追いかけっこを再開するだけだ。そうかと言って、このまま洞にこもっていると、万が一発見された場合に逃げ場がない」

「そ……そう、ですね……あっ……んっ……それに、早く湖に行かないと……」

　モミモミ。指に力を入れるたび、ミャーの口から蜂はち蜜みつのように甘い声が零れ落ちる。

「そこで、まだ私たちに体力が残っているうちに、反転攻勢に出るべきだと思う」

「こ……攻勢…………あぅ……ですか？　危なく、ありません……はぅっ……か？」

　ムニュムニュ。時々手の動きを変えてみる。すると感触も変わる。

「そのための作戦だよ。今までの鬼ごっこで奴の特徴は大体つかめた。あとはコチラの戦力次第だが……ミャー。君は裏界の住人だが、法力は使えるのか？」

　クニクニ。タイピングの要領でリズミカルに指を動かす。

「あ、んっ……はぁ…………はい……使え……!?　あっ……ダメッ……！」

「駄目？」

「いっ、いえ……駄目じゃありません…………むしろ気持ち……じゃなくて…………皆さんとは少し……違いますけど、使えます……んっ……」

　ポワポワ。手だけでなく腕全体を使い、撫で摩さするように刺激する。

「違うと言うと、具体的にはどう違うんだ？　行使紋様は展開できるか？」

「は……はい…………はうンッ……紋様も描けます…………ああっ……そこ……」

　桃色の吐息を漏らしなら、ミャーは左腕を私に見せた。そこにはエメラルドグリーンに輝く行使紋様が網の目のように走っていた。

「私の紋様は……こんな風に……ひゃん……体に直接浮かぶン……です……」

「なるほど、放射が経線、円環が緯線になっていて、他にも幾つか差異が見られるが、これなら問題ないだろう。供用行使の紋様も適用できそうだ」

　モフモフ。下から押し上げて、襟元に谷間を作り、じっくり観賞しながら、頭の中で作戦を組み上げる。裏界の住人であるミャーには行使制限が掛かっていないから、私には扱えない六級以上の行使も発動できるだろう。

「よし。では、これから業魔を斃たおすための作戦を話す。今から供用行使を教えるから、まずはそれを覚えて欲しい。大丈夫か？」

　ツンツン。クリクリ。人差し指でつっつき、円を描いて穿るように動かす。

「はうンッ……はい……大丈夫、です……だからあっ……もう……うんッ…………これ以上……らめぇ…………！」

　それから、供用行使の教授と作戦の説明には数分を要した。その間中、私は胸を触り続け、ミャーはミャーで瞳を潤うるませながら絶え間なく甘い声を上げ続けていた。

　ところが、いざ戦いに赴かんと両手を胸から離したら、まるで愛する母から引き離された子供のような耐え難い寂せき寥りよう感かんに襲われ、私の両目からは大粒の涙が零れ落ちた。

　グッバイおっぱい――




　　　　　▽




『ヴァァァァァラルルルルルラァァァァァァァァァァッ!!』

　追い駆けてくるのは、奇怪な絶叫と、木々が薙ぎ倒される音。足元で跳ね上がるのは土の茶色。両手で掻き分けるのは葉の緑。状況は逆戻り、しかし隣にミャーの気配は無し。私はマンツーマンで犬モドキ――業魔との追いかけっこに興じている。

　作戦はこうだ。まず、私一人が洞から飛び出して、近くにいる業魔を引き付けつつ逃走。その間に、洞に残ったミャーが、供用行使で奴を仕し留とめるための武器と、拘束するための罠を仕掛ける。……以上。

　作戦は単純なほうが成功確率が高い……と根拠薄弱な理屈を捏ねつ造ぞうしてみるが、作戦が穴だらけであるという事実に変わりはなく、背後から濁った緑色の涎をダラダラと垂らす業魔が追い駆けてきているという現実が幻になるわけでもない。

　単純な作戦ほど途中で修正しづらい……と実感しながら、予定通り、逃走しながらの行使紋様構築を行う。なるべく簡素にして、脚部に集中させるよう意識しつつ。

　そう言えば、小学生の頃、紋様の構築は体と心を落ち着かせて行いましょう、と習ったっけ。だが、今は非常事態だ。やけに色っぽかった当時の担任教諭（独身♀。年齢はヒミツ）も見逃してくれるだろう。

　単純な行使なので、紋様の構築にもさほど時間は掛からないはず。問題は、ミャーの準備が終わるまで、あとどれだけの時間を稼ぐ必要があるか、だ。五分か、十分か……できれば、私の体力が尽きる前に終えてほし――

『準備できましたっ！』

　突然、脳内に直接ミャーの声が届いた。短距離専用の通信行使〈交信ユー・オー〉第一属だ。ノイズが混じっているのは水盆の杜特有の法力行使障害のためだろうか。

「えっ？　もうできたの？」

『はいっ！　罠も武器も万全です！　だから早く戻って来て下さい！』

　まったく、なんなのだろうね？　何故か私の周りには天才ばかりが集まっていて、皆して私の自信を削そごうとするんだ。

『どうかしましたか？　まさか……今まさに食べられちゃいそうなんじゃ！』

「いや、大丈夫だよ。我が身の不遇を嘆なげいていただけ」

　後は作戦通り隠れていてくれ、と告げて通信を切る。さて、あとは私次第だ。構築した紋様に誤りがないことを再度確認し急停止。転進して業魔へ向かって走る。

『ヴゥゥゥゥワアアァァァァァァァァッ!!』

　無数の目を歓喜に輝かせながら、大口を開けて獲物たる私を待ち受ける業魔。

　その姿に恐怖を煽あおられる。不安が増大する。だが……やるしかない！

　心の中で己を叱り、業魔の数メートル手前で一瞬しゃがみ込み、下半身に力を込めるのと同時に〈アガレの法力〉を行使。

　全身を強烈な加速度が襲い、空気が強固な壁となり私の体を打ち据える。だが、それも一瞬のことで、今度は全身が浮遊感に包まれた。下を見ると、獲物を見失った化け物が遙か下方。第七級行使〈跳躍シヤマ・ク・エネ〉第二属、成功の光景だ。

『ルルヴァァァッ!!　ヴォオオオオオオオオッ!!』

　悔しげに吼ほえる業魔の遙か頭上を跳び越える。犬らしく、猫のように跳び上がって獲物を捕まえることはできないようだ。

〈跳躍シヤマ・ク・エネ〉第二属に含まれている衝撃減少効果に頼って、業魔の背後四メートルほどの位置に着地。すぐさま走り出す。

　当然のように追い駆けてくる業魔。虚こ仮けにされたと憤いきどおっているのか、今まで以上の大声で啼なき、親の仇かたきでも目の前にしたかのような形相だ。

　あとは業魔が薙ぎ倒してきた木を目印に、ミャーと打ち合わせた箇所、洞の方向へと走る、走る、走って――見えた！　前方に、不自然に木や草が除よけられ開けた空間が広がり、緩ゆるく弧を描いた枝が一本と、磨いて加工したように真っ直ぐな枝が五本、地面に突き立てられている。あれがミャーの用意してくれた武器だ。

　固められた地面を一気に駆け抜け、計六本の枝の前で停止。

　追い駆けてきた業魔は一切の躊ちゆう躇ちよなく開けた場所に飛び込んで来て、

『ウヴォォウッ!?』

　太いワイヤーに搦からめ捕とられた。

　空中に突如出現したワイヤーは一本や二本ではない。数十本のワイヤーが意志を持っているかのように次々と業魔へ搦みつき、その身を拘束していく。さらに、巨大な杭くいまでもが出現した。地面に深々と突き刺さったその杭にもワイヤーが巻き付き、業魔を地面に縫い付けていく。ミャーに教えた〈拘束系〉第五級行使〈係留イル・ヴオ・オンヌ〉だ。

『ルヴワァァッ!?　ヴウォウッ!!　ゴルヴォォォォォッ!!』

　体の自由を奪われた業魔が悔しげに吼え、六本の脚で藻も掻がくが、私の腕ぐらいある極太のワイヤーはそう簡単には切れないだろう。しかし、ミャーは表界で法力を行使するのは初めてだろうに、範囲やワイヤーの太さなどの設定が絶妙だな。〝七人目〟だからなのか、それとも個人の才能か……。

　いや、感心しながら嫉しつ妬としている場合ではない。ここからは私の仕事だ。

　緩く弧を描いた枝を地面から引き抜く。その枝は、先端と先端が緑の弦つるで結ばれた物――弓だった。残りの五本の枝は矢である。ミャーが第十級〈加工ガ・ン・ハツタ〉で木の枝を加工して作り、同じく第十級〈強化ピユル・ククレ〉で鉄ほどの強度を持たせた物だ。

　私は中学生の頃、最近では珍しい弓道部に属しており、弓矢は手て馴なれた武器である。無論、現代日本の弓道が、単に弓ゆん弦づるの張力で矢を射るだけであるはずもない。第十級〈加速アツ・カツト・ルー〉で威力を倍増させるのだ。

　ミャーが使用した〈加工ガ・ン・ハツタ〉と〈強化ピユル・ククレ〉、私が矢に掛ける〈加速アツ・カツト・ルー〉の三種は、供用行使の中で最も単純な〝基礎行使〟に分類される。小学生でも扱える簡素な行使だが、応用と出力増強の幅が広い。

　枝の弓を握り、枝の矢を番つがえ、蔓植物を加工した弓ゆん弦づるを引き絞り、簡素な行使紋様を構築。無数の目の一つに狙いをつけ――射る！

『――ヴゥルルルッ!?』

　緑の矢は、未強化の矢とは比べものにならぬ速度で空を裂き、過あやまたず眼球の一つを貫き、完全に見えなくなるほど深く突き刺さった。穿うがたれた穴から濃い緑色の血が流れ出す。

　普通の犬なら即死のはずだが、業魔は痛みに一瞬怯ひるんだだけで、怒りと悔しさに苛立ちを追加したような呻き声を上げ、尚も拘束を破らんと暴れ狂う。

　残りの矢は四本。次も狙いは目。集中し――射る！

『――ガゥヴァァァァァッ!!』

　側頭部にある眼球の二つを一遍に潰した。顔面を貫通した矢の先端が業魔の後頭部に見える。悔しげな咆哮に、苦痛の色が加わった……ような気がする。

　残りの矢は三本。次も狙いは目。業魔の全身は針のような硬質の毛で覆われているため、構造的に弱い眼球を狙うのが最も確実で、効果も大きい。

『ヴァオオオウゥゥゥゥゥッ!!』

　一年以上のブランクにも落ちていない弓の腕に感謝しよう。またも矢は狙い通りに眼球へ命中。釘くぎ打うち機で打ち込まれた釘のように深く突き刺さった矢は、角度から見て喉のどの辺りまで達しているはずだ。しかし、業魔は痛みすら感じていないかのように、怒り狂い暴れ狂い、拘束から脱して私を食らおうと藻掻いている。

　まさかとは思うが……不死身だなんて設定じゃあないよな？

　予想の上を行く業魔の生命力の高さに、焦あせりを感じ始めたその時――

　バツンッ!!　と、ワイヤーの一本が切れた。藻掻く力で強引に引き千切ったのだ。一本が切れたことで掛かる負担にバラつきが生じたのか、他のワイヤーもギシギシと軋きしみ音を立てる。

　甘く見ていた！　特級行使で生み出される生物に、第五級の戒いましめが通用するはずがなかったのだ。残りの矢は二本だが、次で仕留める。

　覚悟を決め、〈加速アツ・カツト・ルー〉の行使紋様に逆流制御限界ギリギリの本数まで増幅経路を追加。狙いは額ひたい、その先の脳。限界まで威力を高め――射る！

「――なにっ!?」

　思わず目を疑った。正確に業魔の額に命中したはずの矢は、丸い頭に逸らされるようにして、皮膚を抉えぐり、側頭部を削り、緩い地面に突き刺さった。仕留めるどころか、ただ一筋の傷を負わせただけ。

　頭ず蓋がい骨こつか。強固な頭蓋骨を矢が貫けず、表面を滑ったのか。小口径のハンドガンで人間の頭を撃った場合にも同様の現象が起こることがある。心臓と並んで最重要部位である脳。それを守護する頭蓋骨は人間が思っている以上に分厚く頑丈だ。

「……なんだ、これは」

　手加減などしていない。紋様を複雑にしてしまう逆流制御線を最小限の数に抑えていたから、三本目までは、逆流が起きないよう、ある程度出力は落としていた。だが、四本目の矢は全力だ。逆流現象が起きなかったのは運が良かっただけ、と思えるくらいに、ギリギリのラインを読んだ攻撃だった。

　そんな、限界の数ミリ手前で放った矢でも、骨を貫くことさえできない？

「これこそ……〝馬鹿な〟だ」

『ギュルヴォォォォォォッ!!』

　予想も推測も常識も超過した、冷酷な現実を叩きつけられ、呆けていた私の目の前で、バツンッ、バツンッ！　と、二本目、三本目のワイヤーが千切れ、さらに他の数本にも、プチプチと切れ目が走っていく。遂には、巨大な杭までもが持ち上がった。

　なんなんだ、この化け物は。こんなの無理だ。用意した矢はあと一本。仕留めるなんて絶対に無理だ。一旦逃げるか。どこに？　舗装路の位置はわかる。でも舗装路じゃ逃げ切れない。森を突っ切る？　不可能だ。二人揃って遭難するだけ。

　千切れたワイヤーが宙を舞い、業魔が少しずつ起き上がる。

　八重委員長に助けを乞こう？　駄目だ。ワープゲートから出てくるまでの隙が大き過ぎて、逆に委員長のほうが危険だ。魅雷や弥撒祈先輩なら。どうやって呼ぶんだ。何か手は、状況を打破する手は……何も、ないのか。

『ビギュルルルォォォォォォッ!!』

　猛り狂う業魔の咆哮。全身を包み込む虚きよ脱だつ感かん。私は何故か笑っていた。

「は……ははは……ほらね。無理なんだよ、私には」

　本当に、らしくもないことをした。自分の能力がどれだけ低いか、私はちゃんと理解していたはずなのに。ミャーの前で恰好つけたかっただけかもしれない。

　魅雷のような才能も、弥撒祈先輩のような実力も、八重委員長のような信念すらない、たかが一六制限が女子の前でヒーロー気取りか。あまりの滑稽さに笑えてくる。

『グィィィィギャアアアアアアアアアアァァァァァァァァッ!!』

　また一本、ワイヤーが切れ、ガクンと業魔の体が私に接近する。緑色の口こう蓋がい、喉の奥の暗黒、私の行きつく場所が見える。

　不思議と、恐怖は感じなかった。

　むしろ、私如ごときには相応しい最さい期ごに思えた。

　多分、こういう気持ちのことを、人は〝絶望〟と呼ぶのだろう。

　心が、鉛なまり色いろの諦てい念ねんに支配され――

「――――ッ!!」

　私の名を呼ぶ声が聞こえた。

　視界の端に見えたのは、玉虫色。ミャーが、私に向かって駆けて来る。何をやっているんだ。隠れていろと言ったのに。

「――――ッ！　――ッ！」

　なんだ？　彼女は泣いているのか？　私の名を叫んで、泣いている？　どうして？　君は私を利用していただけだろう？　ちゃんと見てくれ。私はもう駄目だ。使いものにはならないぞ。見捨ててくれ。業魔が私を食っている隙に逃げてくれ。

「――――ッ！」

　それでもミャーは私を呼ぶ。呼び続ける。涙で顔をグチャグチャにして。必死に。

　拘束から逃れつつある業魔が、無数の目の一つで、チラリとミャーのほうを見た。見たような気がした。そして――

　私のことを嘲わ笑らったような気が、した。

「――うおおおおおおっ!!」

　無意識のうちに叫び、無意識のうちに最後の矢を取り、無意識のうちに構えていた。

　理由はわからん。意味も知らん。だが、気に食わない。無性に気に食わない。

　奴を葬り去らねば気が済まないッ！

　激げつ昂こうする私の奥底で（そうだ。それでいい）と誰かが大声で喚わめいていた。

『ゴォゥヴゥゥゥゥゥルルルルルゥゥゥ!!』

　業魔は既に大半のワイヤーを引き千切っている。保もったとしても数十秒。

　行使紋様構築のタイムアタックなどやったことはないが、いい機会だ。一六制限を受ける行使者の限界がどの程度か、業魔を相手に計るとしよう。奪い合うべく配された賞品は私の命だ。私が生存の喜びを嚙み締めるか、それとも業魔の腹が私の命で満たされるか……勝負だ。

　業魔が自由になった尻尾を振り回し、さらに数本のワイヤーが切れた。

　腕や肩から黒いラインが逬る。私の印章色シンボル・カラーで染められたラインだ。

　欲を言えば第三級以上の供用行使で矢を強化したいところだが、私は一六制限を受けているので無理だ。強力な軍事用行使は〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉以外の一般人には制限が掛けられている。

　それなら手段は一つだけだ。〈加速アツ・カツト・ルー〉〈加工ガ・ン・ハツタ〉〈強化ピユル・ククレ〉の基礎行使三つを組み合わせて、弓矢の威力を極限まで高める行使を、今この場で編あみ上げればいい。

　矢の飛翔速度を極限まで増し、鏃やじりを貫通力の高い螺ら旋せん状に加工し、速度に負けぬ強度に矢を強化する。さらに、弾道保持、擬似旋条線による直進力強化、空気中の微細物除去……矢の威力を高めるための全てを行うんだ。

　ただし、逆流制御線を編み込む余裕はない。即興の行使に必要な数を計算するにも、一六制限の凡人たる私には時間が足りなすぎる。

　構うものか。魅雷だって逆流を精神力だけで抑え込んでいるんだ。彼女にできて私にできない道理はない。

　切れたワイヤーが張力に従って跳ね、私の足元を叩き地面を抉る。ワイヤーから悲鳴のような軋み音が聞こえ、業魔の硬質の毛とワイヤーが擦こすれ合う音は、黒板を爪で引っ掻く音にも似ていて酷く不快だ。

　放射は五条、破線も五行、さらに複層並列処理。二重円環は波型、直線、帯状波形を七連重ねて反整流線と複合接続。系統はエペ・カッセルとグゥ・ヌゥイーの組み合わせ。接続は幅を最小限に、二十九から三十に固定。増幅経路は予備誘導線と合わせて弓矢に直結。緩かん衝しよう線、副ふく操そう舵だ線、自動構築予備線、伝達補助線は全部省略。連れん鎖さ線せんは勘かんで繋ぐ。

　業魔を地面に縫い付けていた杭が全て引き抜かれた。周囲の木に結ばれていたワイヤーだけがなんとか縛いましめているが、もう切れかけか、木のほうが傾いでいる。

　全身の血液が驚くほどに冷え切っている。頭の奥のほうだけが、発火しそうなほどに熱い。黒いラインは私の思い通りの軌跡を描いて宙を駆ける。まるで自分の体の一部であるようにすら感じた。描いた紋様の分だけ私の世界が広がっていく。

　残っていた数本のワイヤー、その内二本が一度に切れ、大きな口が眼前三メートルほどにまで接近した。緑色の涎が撒まき散ちらされ、鼻び孔こうに強烈な悪臭が侵入してくる。

　それにしても、かつてない一体感は大変結構だが、我が身を取り囲む行使紋様の醜みにくいこと拙つたないことと言ったらないな。ついでに無様で無ぶ頼らい。直線も曲線も入り雑まじっていて、無駄も多い。魅雷や弥撒祈先輩の紋様を思い出すと、あまりの落差に泣けてくる。

　だが、まあいい。このいけ好かない犬モドキを惨めな死し骸がいに変えられれば、それで上等。どう恰好をつけるかは、その後で余裕があったら考えるさ。

　業魔が六本の脚を突っ張り、最後のワイヤーが、徐々に、徐々に、プチプチと。

『ヴゥゥゥウォアァァァァァァァァァァァァァァッ!!』

「ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　狂ったように犬が吼え、応えるように私も吼え、

　ブツンッ！　という音を立てて最後のワイヤーが千切れた。

　見えたのは暗黒。大口を開けた業魔が眼前に迫っている。汚く濁った緑色の顎門の最奥。その暗黒目掛けて、右手が黒いラインで飾られた矢を解き放つ。

　視界が黒に染まる。私の紋様が放つ黒の光に染め上げられる。即そつ興きようの行使紋様は思い描いたとおりに作用する。矢を加速して鏃を螺旋状に加工し、周囲の空気の流れを変え、浮遊する塵ちりを吹き飛ばし、障害となる風を押さえつけ、矢の進行方向に渦うずを発生させて回転による威力を与える。

　音速を突破し衝撃波を纏う矢は、隙間なく並ぶ鋭い牙の壁を突き破り、舌と口こう蓋がいを風圧で引き裂き、喉奥の暗黒へと飛び込み、貫き、抉り、巻き込み、引き千切り、掻き回し、業魔の肉を執しつ拗ように蹂じゆう躙りんしながら突き進み、一切減速せぬまま巨きよ軀くを貫通して――尚もとまらず、進行方向の茂みを吹き飛ばし、巨木を削り、そのまま森の闇へと消えて行った。

　全ては一瞬の出来事だった。けれど、私には、飛び散る肉片も舞い飛ぶ血ち飛沫しぶきも、全てがスローモーションのように見えていた。

『ガヴッ……ガッ………………ゲッ……』

　やがて、冴えない呻き声を断だん末まつ魔まとし、最強の獣が地へと倒れ伏した。大地に染み込む血の色は、森の暗がりを映したかのような濃い緑色をしている。

　数度の死の痙けい攣れんを終え、業魔が気味の悪い緑色に彩られた死骸となっても、私は構えを解くことができなかった。

「はあっ……はあっ……はあっ……はあ……………………ふぅ……」

　数十秒掛かってようやく神経の昂たかぶりが収まり、勝利と生存の喜びが湧き上がってきた。しかし、そのタイミングを待っていたかのように――

「――ぐぐぎっ!?」

　全身が沸ふつ騰とうしたかのような凄まじい痛みが私を襲った。ついで、体がバラけていくような感覚。四肢を縫ぬいとめていた糸が引き抜かれていくような、自分の体が解ほどかれていくような、名状しがたい感覚。私はこれを知っていた。

「う…………がっあぁ！　これ……こ、ここ…………これは……これ……！」

　逆流現象。それも、今までに経験したことのないほどに強烈な。

　無茶をした代償だ。私には魅雷ほどの才能も精神力もなかった。

　痛いのと苦しいのと痺れるのと熱いのと眩め暈まいと吐き気が一遍に襲い掛かってくる。けれど、そのゴチャマゼの感覚さえもが解かれていく。

　体が、心が、分解されていくのがわかる。瞬く間に意識が霞かすんでいく。

　私の存在そのものが細かな粒子にまで解体され、それを何か巨大な手のようなものが一纏めにつかんで、どこかへ引ひき摺ずり込もうとしている。

　奈な落らくの底へ、海の底へ、私の全てが……飲み込まれる。

　既に肉体は消えた。視覚も嗅覚も聴覚も味覚も触覚も全ての感覚が途切れた。

　最後に私の心が――意識が――――――消えて――

「――――ッ！」

　声がした。消えたはずの聴覚が、微かすかな声を聞き取った。

　すると、私を引き摺り込もうとしていた巨大な手が、その動きを止めた。

　まるで親に叱しかられた子供みたいに戸惑い、逡しゆん巡じゆんしている。

　そして――

「連れて行っちゃ…………駄目ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　――絶叫。ミャーの叫び声。すぐ耳元で聞こえた。

　その途端、巨大な手が急に動き出した。今度は引き摺り込むのではなく、私の存在を押し上げるような力を感じた。その場所から私を追い出そうとするような動作を。

　けれど、決して乱暴な動きではない。不思議なことに、その巨大な手は、私に謝っているような気がした。『ゴメンナサイ』と囁ささやかれたような気がした。

　やがて、少しずつ感覚が戻ってくるのがわかった。手の先から、足の先から、少しずつ少しずつ、私の形が元に戻っていく。私の存在、心を、体を、取り戻していく。比例して、巨大な手につかまれているような感覚も消えていった。

　ピチャッ――正常になった触覚が、最初に感じ取ったのは、頰に落ちた一いつ滴てき。

　これはなんだろう。雨にしては、温かい。とても、温かい。

「ひっく、ひっく…………うぅ……うぇぇん……ひぐっ……うっく……」

　今度は聴覚が妙な音を捉とらえた。誰かの声。泣き声か。

　自分の目が存在することを確認するように、ゆっくりと時間を掛けて瞼まぶたを開くと、目の前に……ミャーによく似た女の子の顔があった。

「うぐっ……ば……かぁっ……ばかっ……ひっぐ……ばか、ばか、ばかぁっ」

　この声は、ミャーだ。これはミャーの泣き顔だ。ミャーの、泣きながら怒っている顔だ。頰は蜜み柑かんみたいに橙一色。目の周りは腫はれて、玉虫色の瞳からはボロボロと涙が零れている。おまけに鼻水まで垂らしているから、一瞬、誰だかわからなかった。

「ミャー……？　どうして……泣いてる……？　私は……いったい」

「ばかぁっ!!」

　どうなったんだ、という質問はミャーの怒ど鳴なり声に掻き消された。

「なんれっ……なんれ、あんな無茶したんれすかっ！　もうちょっとで……もうちょっとで消えちゃうところらったんれすよっ!?　いのちをだいじにっ!!」

　物凄い鼻声だ。声を上げるたびに、垂れた鼻水がプラプラ揺れている。

　どうして、ミャーはこんな無防備に泣いているんだろう。なにを、怒っているんだろう。これじゃあまるで、私が彼女にとってとても大切な存在みたいじゃないか。そんなわけないのに。私は彼女を利用して、彼女は私を利用して、それで互いに利益を得る。協力を申し出た時だって、私のことを計るような目で――

「すっごく心配したんれすからねっ!?　し……死んじゃうんじゃないかって！　ゴマちゃんに食べられそうになって……ひっ、ひかもっ、きえっ……消えちゃいそうになるからっ！　心配れ……しん……ぱいれ……うっうぅ……うああああああああんっ!!」

　ついに大声で泣き出してしまった。無防備に、無ぶ遠えん慮りよに、手で涙を拭ぬぐおうともせず。

　それは酷く悲壮な光景であるはずなのに、薄暗い森の中で、泣きじゃくる彼女の周りだけが温かな光に包まれているような気がした。

　そうか。そうなのか。なんという勘違いだろう。なんて愚かなんだ私は。愚ぐ鈍どんと言う他無いじゃないか。今いま更さら……女の子を泣かせてからでなきゃ気付けないなんて。

　感覚を確かめつつ体を起こす。ミャーは、女の子座りで身も蓋ふたもなく泣き続けている。向かい合って私も座る。そして、彼女の柔らかな手を握り、幼い妹をあやしていた頃を思い出しながら、優しく話しかけた。

「大丈夫だよ、ミャー。もう大丈夫だから。私はこうしてここにいる。まだ消えていない。だから……泣きやんでくれないか？　大丈夫だから。消えたり、しないから」

「うあぅぅぅえええぇぅ…………だって、らっでぇぇ……こっこわ……こあかったんれす！　また……ひぅっ……ひと、一人になっちゃう……って……せっかく……せっかく、わらひ……うぅわああああああ……！」

「うん。ごめん。怖い思いさせたな。でもほら……そんな風に鼻水垂らしてたら、可愛い顔が台無しだぞ？」

　私は噓を吐いた。ミャーは鼻水を垂らしていたって、十分に可か憐れんだ。けれど、彼女にこのセリフは覿てき面めんだった。慌ててジュジューっと鼻を啜すするが、鼻水は垂れたまま。私は苦笑を堪えながら、ティッシュをミャーの鼻に当ててあげた。

　ち～ん！　と、擬音そのものの音を立て、ミャーは遠慮無く鼻を吹く。

「……あ、ありがどうごばいばぶ」

　あくまでも私は怒っているのです、という風に、ムスーっとした表情のまま礼を言うミャーだったが、その声は鼻声。新しいティッシュを、また鼻に当ててあげる。

　目をぎゅ～っと瞑つむり、鼻をち～ん。……これで、全部取れただろう。

　私は何も言わずに、正面からミャーを抱き締めた。そのまま、自分の胸にミャーの顔を押し付け、包み込むようにして頭と背中を撫でる。

「おー、よしよし。もう大丈夫だからな、ミャー。よしよーし」

「にゃ……！　こっ、子供扱いしないでくださいっ！」

　子供専用の抗議をしながらも、ミャーは私の背に腕を回し、きゅっとシャツをつかんでくる。その力の弱さ、指の感触の儚はかなさに、私は再確認した。

　彼女は子供だ。見た目からは想像もつかないくらい、ようやく十歳になった私の妹よりも数年分は幼い子供だ。

「ごめんな。心配かけて。無茶なことをして。本当に……ごめん」

　子供だって、人を計るぐらいのことはする。子供だって、計算ぐらいするんだ。でも、それは、いつだって、大人にとっては取るに足らない、ごくごく小さなものを得るための計算で。

　――褒ほめてほしい、優しくしてほしい、甘えさせてほしい、頭を撫でてほしい、ギュッと抱き締めてほしい、愛してほしい――

　そんな、切ないほどに些さ細さいな願いのための計算なんだ。

「約束するよ。もう二度と、あんな無茶しないって。ミャーを悲しませたりしないって。絶対に、ミャーを独りにしないって……約束するよ」

　これは私の本心だろうか。噓偽りない気持ちだろうか。

　わからない。ひょっとしたら、効率よく彼女を利用するための方ほう便べんなのかもしれない。だが、それでもいい。今はただ、ミャーに泣き止んでほしかった。泣きやんで、また笑ってほしかった。彼女の笑顔が、見たかった。

「お願いだ、ミャー。泣き止んでくれ。笑ってくれ。私は、君の笑顔が見たいよ」

　信じよう。今だけは。この言葉が、幾層にも重なった私の心、その一番奥から湧き出てきた、本当の願いなのだと。

　やがて、無言だったミャーが、ゆっくりと顔を上げ、私を見た。

「約束……ですからねっ？　二人だけの約束……絶対、絶対、ぜぇったいに！　破っちゃ駄目な約束っ！　もし破ったら……また怒っちゃいますからねっ！」

　ミャーの笑顔が弾はじけた。目の周りは腫はれているし、頰には幾筋もの涙の跡。それでも、この世の何よりも美しい、喩たとえさえ思い浮かばないほどに、可憐な笑顔だった。

「ははっ、それは怖いな。しっかり約束を守らないと」

　私とミャーは、見つめ合い、抱き合い、笑い合った。

　それから、ハンカチを取り出して顔を拭いてあげた。

　ミャーは照れながらも嬉しそうで、私は新しい妹ができたようで楽しかった。

　服についた泥や葉を落として立ち上がり、当然のように手を握り、歩き出す。

『アアガガギャギャギャギャグルルルヴァヴァヴァァァァァァァ……』

　そして凍りついた。

　聞き慣れてしまった奇声とともに大木の陰かげから現れたのは、無数の赤い目、剣山の体毛、鞭むちのような三本の尻尾、六本の脚を有する、巨軀の犬……に似た何か。それは、ついさっき苦労して倒した業魔の二、三倍はあろうかという巨体だった。

　私とミャーは、無言かつ無意識に、再び抱き合う。あまりの事態に、まともに考えることができず、逃げるとか戦うといった選択肢さえ消し飛んでいた。

　新たに現れた巨大な業魔は、横たわる死骸と、抱き合ったまま固まっている私たちとを見比べるようにしながら近付いてくる。さらに、

『オオオヴァヴァルルルルルルルルゥゥゥゥゥゥッ……』

　左手の倒木を乗り越え、巨大な猫が現れた。体毛網もう膜まくに突き刺さるような鮮やかなピンク色。数十本の長い尻尾を波打たせるように振り、脚は四本だが肩から腕が生え、顔面にはやはり無数の赤い目。自然と、私たちはより強く抱き締め合った。

　二体の業魔は、様子を窺うかがうようにコチラのほうを見ていたが、やがて犬の業魔が私たちを睨みつけながら唸り、六本の脚を折り曲げ、

『ヴビャヴァアァァァァァァッ!!』

　私たち目掛けて飛びかかった――その時である。

　茂る枝葉の天井を突き破り、真まっ赤かな光弾が無数、飛来した。

　瞬時にその光弾の正体を理解した私は、ほとんど無意識のまま、ミャーを庇かばうようにして地に伏せていた。経験に裏打ちされた無駄のない動きだった。

　次の瞬間、犬の業魔に紅ぐ蓮れんの球体が全弾命中。一つ残らず大爆発した。伏せた私は、複数の爆発による凄まじい衝撃波と爆炎からミャーを守ることしか考えられず、ひたすら彼女を抱き締めていた。

　そして数十秒後。ようやく爆炎が収まると、辺りは爆発の影響か、肌を焦こがしそうなほどの熱に満ちていて、爆風をモロに受けた森の木々は、まるで台風の後のように全てが圧し折られ、ほとんど地面に寝そべっている状態。爆心地の周囲は、直撃を受けた犬の業魔が横たわっている以外、何もない。私が殺した業魔の死骸も吹っ飛んでいた。

　これほど近くで、これほどの規模の爆発が起きたのに、私とミャーは傷一つ負っていなかった。奇跡である。

　光弾の直撃を食らった犬の業魔は、驚いたことにまだ生きているようだったが、全身至る所が焼け焦げ、脚は千ち切ぎれ、既に虫の息だった。

　そこへ、まるで天からの迎えのように光が射し――

「みぃぃぃぃぃぃつぅぅぅぅぅぅけぇぇぇぇぇぇたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　肺はい腑ふを抉られ背筋が凍り悪寒が走り全身を硬直させるようなおぞましい、しかし聞き慣れた声が響いて、太陽光のトンネルの中、真紅の隕石が降ってきた。

　隕石は足を揃え錐きり揉もみ回転しながら、犬の業魔の巨大な頭の上に落着。先程の爆発に倍する轟音、衝撃波が巻き起こり、小さなクレーターが生まれるほどの衝撃に、犬の業魔は破片も残さず消し飛んだ。

　そんなことは些さ事じであるとばかりに、クレーターの中央に屹きつ立りつする真紅の隕石。

「アンタもさぁ……こんだけ時間あげたんだから、もう焚ふん殺さつ刑に処される覚悟はできてるわよねぇ？」

　その名は天あま津つ風かぜ魅雷。真紅の衣装に身を包む、泣く子も殺す赤の修羅。

『……グルルヴゥゥゥ？　ヴォアアアアァァァァァァァッ!!』

　爆発から逃れ、距離をとっていた猫の業魔が、ちょっとビビりが見える威い嚇かくの声を上げ、よせばいいのに修羅に向かって走ってきた。しかし、私と、私に抱きついたミャーを睨みつけている修羅はまんじりとも動かない。そこに――

「やっと見つけた…………私の運命の人……!!」

　凜りんとした、それでいて陶とう酔すいしたような美声がどこからともなく響き、熱が籠もっていた周囲の空気が瞬く間に氷点下レベルまで冷やされた。

　そして、何の前触れもなく、地面から巨大で鋭角な逆さまの氷柱つらら――氷ひよう筍じゆんが生え、猫の業魔の腹を貫いた。三十はあるであろう眼球が飛び出さんばかりに見開かれ業魔の顔面が苦痛に歪ゆがむが、呻き声を発することはなかった。何故なら、二本、三本、四本と、次々に地面から生える氷筍に、その巨軀を貫かれているからだ。

　さらに五本、六本、七本、八本……猫の業魔が事切れて反応を示さなくなっても、研ぎ澄まされた氷筍はその身を貫き続け、やがて『猫が氷筍に突き刺されている』と言うよりも『林立する氷筍群に猫と思おぼしき動物の肉片がこびり付いている』と表現したほうが近いような有様になってようやく、氷筍による蹂躙は停止した。

　すると今度は、原形をとどめておらぬ業魔の体が、ピシピシと音を立てて凍り始める。氷筍を飾る緑色の血や肉が瞬く間に凍ってゆき、やがて、軽い音を立てて砕け散った。

　猫の業魔だった氷の粒が舞い散る中、氷筍群を背にした景色が一部歪み、青の輝きを放つ何者かが、光を捻ねじ曲まげることによる迷彩を解き、姿を現した。

「やあ……。君に逢いたくて学園中を探し回ってしまったよ。もう二度と離れてしまわないように、私と君の手を凍らせて繋ぎ合わせる必要がありそうだね」

　その表情は陶酔。青き狂信者こと、璃り天あま弥撒祈であった。

　赤と青のオーラ満つる場に訪れたのは静寂。それを打ち破ったのは――

「いやあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　暴漢に襲われた婦女子のような、私の悲鳴だった。

「ど、どうしたんですか!?　しっかりしてください！」

　突然の赤と青の襲来に呆ぼう然ぜんとしてたミャーが、理性を失った私の狂態に驚き、正気を取り戻させようと私にしがみついて体を揺するがそんなに近づいたら逆効果ですあの二人が私に触れる女を見て何をどう判断するのかなど考えるべくもないからやめて嬉しいけれども胸を押し付けるのはやめてお願い!!

「へ、へぇ～…………そう、その女が持ち主なのね？　……随ずい分ぶんとスタイルのいい女じゃない。あたしみたいなチビと違って背も高いしねぇ！」

　青筋を立てて頰をヒクつかせる魅雷からオーラが放たれ、周囲の温度が一気に上昇！

「き、君だけは違うと思ったのに……君だけは女を胸なんかで判断しないと信じていたのにッ！　裏切られた！　弄もてあそばれた！　…………仕方ない。一緒に死のう」

　激げつ昂こうしたと思ったら、瞬時に酸素も凍るほどの冷たい呟きを漏らした先輩によって、高じた気温が一瞬にして常温へ！













　マズい、危ない、最悪だ、死ぬ、殺される、燃やされる凍らされるぅ!!

　こんなことになるなら業魔に食い殺されていたほうが幸せだったなんなんだこの息苦しさミャーの胸が当たってるどうして君は魅雷より背が高いんだどうして君は先輩より胸が大きいんだ業魔なんかよりこの二人のほうがよっぽど化け物だミャーのいい匂いがする彼女が必死に私にしがみつくせいで怒れる死が一歩近づいたおっぱい触りたいどうするどうしたらどうすればいい如い何かなる策を弄ろうすれば私の延命は叶うのか!?

「業魔!!」

　混乱が極致に達した私の口から飛び出したのはそんな単語だった。だが、なんという奇跡。一体どのような琴線に触れたものか、赤と青はその笑顔を訝いぶかりへと変じた。

「君らが叩き潰したその化け物は業魔なんだ！　天之上彌迦神にしか扱えないはずの特級行使〈業魔降臨グー・ヘン・オーヴ・ア〉だ！」

　日常では決して聞かない、しかし法力の恩恵を受ける者ならば知らぬはずのない単語に、魅雷と先輩の目に理性の光が戻るのを確かに見た。

「はあぁ？　なに言ってんの？　先代理事長がこんなとこにいるわけないでしょが。適当なこと言って誤魔化そうなんて、ついにあの変態高須と同格にまで落ちたって」

「いや、待ちたまえアバズレ」

　なによ淫いん売ばい、と魅雷が答えた。どうでもいいが罵倒語で呼び合うなよ。

「彼女を見ろ。あの髪、あの瞳の色を。それに、私としたことが全く意に介していなかったが、この生物は、どう見ても地球上に現存する尋常な生命ではなさそうだ」

　後輩に慕われる冷静沈着な優等生の目を取り戻した先輩の言葉に、魅雷は何度か私とミャーと自分が踏み潰した業魔の死骸を見比べ、

「アンタ、また妙なことに巻き込まれてるみたいね」

　自分の勘違いを棚に上げてそんなことを言った。

「しゃーないな……特別の特別に執しつ行こう猶ゆう予よをくれてあげる。あたしの恩情に咽むせび泣いて感謝の意を述べてから、簡潔にわかりやすく現在の状況を説明なさい」

「パンツの件はとりあえず置いておこう。……だが、彼女との馴なれ初そめに関しては、微に入り細を穿ち一切の虚偽なく真実を答えたまえよ」

　お二人様の有難すぎるお言葉に涙が出そうだ。当然血涙である。

　今更ながらに痛感したが、この二人は真性の化け物だ。私が逆流の危険を冒すことで辛かろうじて倒せた業魔を、蝿はえでも潰すかのように瞬殺だものな。

　よくも、この二人に命を狙われながら、今まで生き残れたものだなぁ……と、ほんの少しだけ自信が持てた。























「世界の崩壊ねぇ……うさんくさ。ま、業ごう魔まと戦えるってのは面白そうじゃん」

「幻とも言われた〝七人目〟との邂かい逅こう……。なかなかに貴重な体験となりそうだね」

　かくかくしかじかあーなってこーなってどーなった……と、なるべく簡潔に、ミャーから聞いた世界崩壊の話と、今までの経緯を纏まとめて説明したところ、返ってきた感想がそれだった。『面白そう』に『貴重な体験』ときたか。ようやく持てた自信が圧へし折おれる音が聞こえた。

「スミマセン……。なんだか裏り界かい側の都合に巻き込んでしまったみたいで……」

「別にいいわよ。最強最強言われてる業魔とは一度やり合ってみたかったし。まあ、そうね……ほんの暇ひま潰つぶしみたいなもんよ」

「彼のほうから君に助力を申し出たのだろう？　君に協力することが彼への助けにもなるなら、私には是ぜ非ひもないことだよ。アルレイミャーが気に病むことではない」

　申し訳なさそうなミャーに、二人は平然と答えた。それがミャーに対する気き遣づかいなどでは全然ないということは、この私が一番よく知っている。

　私たちは現在、元の舗ほ装そう路ろへと出て、〈狂くるいの水すい盤ばん〉へと向かっている。ようやく、当初の目的どおりの行動に戻れたわけだ。

　ここに至いたるまでの間に、女子三名は互いに自己紹介を済ませ、あっと言う間に打ち解けていた。魅み雷らいはアレでも友達は多いし、先せん輩ぱいは面倒見の良さから後こう輩はい同どう輩はい先輩問わず人気がある。ミャーが出会ったばかりの相手にも隔かく意いを持たず接するということは、つい先程知ったばかりだ。だが、そういった事情だけでなく、三人は何か互いの共通項らしきものを見み出いだしているように感じる。それが何かは私にはわからないが。

　ちなみに、舗装路を歩く私たちの並びは、一番右から、魅雷、私、先輩、ミャーの順である。ミャーは私の隣となりで手を繋つなごうとしたのだが、大人おとなげない先輩によってさりげなく阻はばまれた。お陰かげで、ミャーは先程から少し不機嫌だ。ムスーっという表情でこっちを恨うらめしげに見ている。可愛い。

「でさー、事情は大体把は握あくしたけど、具体的にこれからどーすっかとか決まってんの？まずは狂いの水盤に行って、それからは？」

　魅雷の質問にミャーが答えようとしたが、私はそれを手で制した。

「そのことなんだが、先に私の作戦を聞いてくれないか？　実は、〈星ほし見みの丘おか〉でミャーに世界崩壊の話を聞いてから今まで、ずっと考えていたんだ」

　私の提案に、魅雷と先輩は興味深げに先を促うながしたが、半なかば無視された形のミャーの不機嫌度はさらに上がった。ムスー。エサをやりたくなるくらい可愛い。

「唯一の問題点が業魔への対処だったんだが、これは魅雷と先輩の力を借りられれば解決するし、単純ではあるけれど現状では最も確実な作戦と言って良いと思う」

「なーる。そりゃ名案だわ。それなら、あたしも思う存分楽しめるだろうし」

「ふむ。最も確実、と言うよりは、それしかない、と言うべきかな。流石さすがだね」

　まだ何も説明していないのに、魅雷と先輩は手放しで私の作戦を褒ほめた。嫌味なほどの察さつしの良さだ。学園最優秀を称たたえられる二人のこと、私がどのような作戦を考えているかなど、最初から予想していたのだろう。折れた自信がさらに砕くだかれた。

「はっ？　えっ？　あ……あの！　どうして何も聞いてないのにわかるんですかっ？　名案？　確実？　わ、私だけ置いてけぼりにしないでくださいっ！」

　一人困こん惑わくしているミャーを見て、魅雷がニヤリと意地の悪い笑みを浮かべた。

「あれれー？　わっかんないのー？　まあ、しょうがないわよねぇ。ついさっき出会ったばっかだもん。幼おさな馴な染じみっつー歴史に裏打ちされた、あたしとコイツのツーカーの会話には入ってこれないわよねー？」

　さらには先輩までもが、ミャーに対し失笑を浮かべて言った。

「アルレイミャー。君ではまだ、私と同じ域いきには辿たどり着つけないよ。自分の存在も命も時間も全てを捧ささげることで、ようやく彼を知れるのだからね」

　挑発的な二人の態度に、ミャーの不機嫌度はさらに増し――と思ったら、何な故ぜかフフンと勝ち誇ほこったような顔をして、

「ふーん……そうですか。とっても仲がおよろしいんですね。……でも、流石のお二人も、おっぱいをモミモミされちゃったことはないでしょう？」

　私の名誉を地に落としかねないセリフを吐いた。普通なら「何を言っちゃってんの君はっ!?」とでもツッコミを入れるところだろうが――

「あるわよ」

「あるとも」

　赤と青のお二人様は、驚くでも怒るでもなくサラッと即答した。驚いたのは、むしろミャーのほうで、ただでさえ円つぶらな瞳ひとみがさらに丸くなる。

「ぅええっ!?　あ、あるんですか!?　そ……それじゃあ……えと、えと……す、スカートの中を見られちゃったことは!?　しかもパンツを穿はいていない時に！」

「ノーパン？　当然じゃん。まあ、スカートは穿いてなかったけど」

「私など出会ったその日に見せたよ。彼に対して隠しておくことなど何もないからね」

「そっ、そんな！　だ……だったら……その、あの、えっと……他にはぁ…………そうだっ！　お鼻はどうです!?　お鼻をかんでもらっ――」

「だから、あるって。鼻炎体質だったから、小学生の頃はしょっちゅうだったわ」

「私もあるよ。その時のティッシュは今も大切に保管してある」

　ガクッ――ついにミャーは膝ひざを屈くつした。アスファルトにめり込みそうなぐらいの落らく胆たんぶり。対する魅雷と先輩は、それがどうしたと言わんばかりに平然としている。

　私が言うことではないけれど、その分野で二人と競せり合あうには、ミャーはまだまだ経験値が足りないと思う。本当に、私が言っていいことではないけれど。

「そんなに落ち込むなよ、ミャー。これから君にもわかるように説明するから」

　優しく手を貸したつもりだったが、物もの凄すごい涙目で睨にらまれた。私が悪いのか？

「ま……まず問題なのは業魔だ。あと何体送り込まれてくるかわからんが、あれをどうにかしない限りは他のことに手を付けられない。だから、魅雷と先輩に、業魔を押さえ込んでおいてもらいたい。理想を言えば、鏖おう戦せんして欲しい」

　難易度ＥＸハードくらいの要求だが、二人は「ちょっと洗濯物を取り込んでおいてくれ」とでも頼まれたみたいに軽ーく頷うなずいた。

「その間に、狂いの水盤とは別に、裏界への新たなルートを、私とミャーで構築する」

「えっ？　そんなことできるんですか？」

　驚くミャーに、私は「ああ、できる」と自信満々に答えた。

「私の敬愛する師匠――我らが博物学研究会ハクケンの部長は、幼少の砌みぎりより裏界に並々ならぬ関心を抱いておられた。それは今現在においても変わらず、師匠は裏界へ渡る術すべを探し求め、研究を続けておられるんだ。その師匠が開発なさった、裏界へ渡るための法力行使――通称〝世界渡り〟の行使。それを使わせていただくつもりだ」

　我が師匠は、天才という言葉ですら侮ぶ辱じよくになるほどの、完全完璧にして天てん壌じよう無む窮きゆうなる素晴らしい女性だ。師匠のなさることに間違いはない。

「ただ、〝世界渡り〟はまだ未完成だし、私如ごときが完全に再現できるほど単純な行使ではない。だが、裏界の住人として渡りを成したミャーの協力があれば、多少の不確定要素は残るにしても、両界の渡りは叶うだろう」

「そう……ですか？　でも、向こうへ行っても意味ないですよ？　私は裏界側の存在ですから、同じく裏界の〝悪意ある者〟には説得も攻撃もできません」

「だから私が行くんだよ。裏界へ」

　なるべくサラッと言ったつもりだ。上う手まくすれば聞き流してくれるのではと思って。

　だが、ミャーは数秒間ポケーッとした後、玉虫色の瞳をまんまるにして驚き、アセアセという擬音が微かすかに見えるくらいに慌あわてた。コロコロと変わる表情が可愛らしい。

「だ、駄だ目めですよ、そんなの！　危険すぎますっ！」

「そんなに慌てるということは……表ひよう界かいの人間である私なら、裏界に行っても〝悪意ある者〟に攻撃できるということかな？」

　ギクッとミャーの動きがとまる。その挙動自体が、私の指摘が的まとを射いていることを如によ実じつに証明していた。

「そ、それはぁ…………うー、でもでも！　裏界では何が起こるかわかりませんし、もともとコチラの不始末なのに、そんな危険なことをさせるわけには……」

「別にボランティア精神で言っているわけじゃないんだ。自己犠牲の精神でもない。私自身、裏界に行ってみたいと思っていたし、師匠の研究にも役立てることができるだろう。それに、この手法なら、もし私が失敗しても師匠や他の誰かで再チャレンジが可能なんだ。そういう意味でも、一番確実な作戦なんだよ」

　一応の筋は通っていると思う。だが、やはりミャーは納得できないらしく、今にも泣き出しそうな顔で「でも……」と尚なおも反論しようとする。ところが、魅雷がいきなり怒ど鳴なったので続かなかった。

「あーもう！　デモデモデモデモうっさいわねーっ！　いい加減にしないと治安維持法違反で特高警察に逮捕されるわよっ!?」

　どちらも四十年以上前に廃止されているが。

「アルレイミャー。彼が心配なのはわかるつもりだが、この作戦は、現状では最善の策だと思うよ。それとも、君にはこれ以上の策があるというのかい？」

　先輩の言葉に、再びギクッとなるミャー。

　それから「えーっと」と「あの」と「それは」を何回か繰り返した後、

「何も…………考えてませんでした……」

　蚊かの鳴なくような声で白はく状じようした。

　私と魅雷と先輩の顔に浮かんだ感想は『やっぱりな』だった。

「うぅ……とりあえず〝道〟の存在だけ確認して、それから、どうすれば表界から攻撃できるか考えるつもりだったんですっ！　裏界のほうでも、どうしたらいいかわからないって状態でしたから……」

　行き詰まったと言うよりは、最初からノープランだったらしい。それなのに、最初、私の協力したいという申し出を断ろうとしたのか。他人を危険なことに巻き込みたくなかったから。

「……どこまで優しいんだ君は」

　今だって、本音では助けてほしいと思っているんじゃないのか？　甘えてしまいたいと、思っているんじゃないのか？

　気恥ずかしさか情けなさか、またもや泣き出してしまいそうなミャーの正面に回り、私は腰を屈かがめて、妹に話しかける時のように目の高さを合わせた。

「聞いてくれ、ミャー。今まさに滅ぼされようとしているのは裏界だけじゃない。私たちの世界もだ。だから、これは裏界だけの問題じゃない。わかるだろう？」

　ミャーの目を見つめながら、彼女の手を優しく握にぎる。体温と一緒に私の気持ちも伝わればいいのにと願いながら。

「心配するな。君に代わって、私が世界を救ってやる。簡単さ。何故なら――」

　精一杯の優しさと、最大限の強がりを込め、殺し文句を告げた。

「私は、絶対に約束を破らない男だからな」

　ミャーが、ハッとなって私を見た。潤うるんだ瞳で、私のことを計はかるように、見た。

　利用できるかどうかじゃなく、縋すがりついてもいいのかを、計るように。

「絶対……絶対ですか？　絶対に約束を守ってくれますか？」

「ああ、絶対だ」

「必ず戻って来てくれますか？　私の所へ……帰って来てくれますか？」

「モチロンだとも」

「あたしと結婚してくれる？」

「もち……って危ねぇ！　何ドサクサに紛まぎれて、とんでもない契約を結ばせようとしているんだ魅雷！」

「チッ！　もうちょっとだったのに……」

　折せつ角かくの感動的な雰ふん囲い気きを台無しにしておいて舌打ちはないだろう。

「おやおや……随ずい分ぶんと低てい俗ぞくな真似をするのだねアバズレ。婚こん姻いんなどという旧きゆう態たい依い然ぜんとした制度に頼らねば彼を繋ぎ止めることができないと白状したようなものだぞ？」

「はんっ！　純白のドレスを纏い、ヴァージンロードを歩き、この世で一番大好きな男と生涯の愛を誓ちかう……わかる？　結び付きよ。絆きずなを創り出す儀式にこそ、あたしは幸福を見るの。ま、枯れ果てたオバアサンには理解できないだろうけど？」

　抜け駆けじみた魅雷の行動をきっかけに、深いんだか浅いんだかわからないテーマで口論が始まった。まあ、いつものことである。流石に状況を弁わきまえているのか、オーラを放ったり行使紋様を構築したりはしていない。

「うふふっ。魅雷さんと弥み撒さ祈きさん、とっても仲が良いんですね」

　ミャーが頓とん珍ちん漢かんなことを言った。二人はそれを無視して口論を続けたが、多分、私が同じことを言ったなら速攻でブン殴られるだろう。

「それで……ミャー。なんか話の腰を折られたが、私の作戦を受け入れてくれるか？」

「はい。少し怖いですけど……きっと大丈夫です。…………あっ、でも……」

　ミャーは少し考えるような仕し草ぐさをしてから、まだ口論を続けている二人を見た。

「魅雷さんと弥撒祈さんは大丈夫ですか？　ゴマちゃん、とっても強いですよ？」

　彼女は業魔の呼び名を〝ゴマちゃん〟で統一したようだ。可愛らしい某アザラシのキャラクターが思い出され、全く脅きよう威いに感じられなくなった。

「だーかーらー！　誓いのキスは普通のキスと違って、こう……わっかんねーかなぁ！　……あ？　なに？　業魔？　あー、へーきへーき。さっきも見てたでしょ？　業魔って思ってたより弱っちいじゃん。だいじょーぶだって」

　その〝弱っちい〟業魔に殺されかけて消えかけた私はどうすればいい？

「んーまあ、バアさんへの土産みやげ話くらいにはなるでしょ。そろそろ誕生日近いしさ」

　挙あげ句くの果てに土産話ときたか。泣いていい？

「え？　お祖母さんのお誕生日なんですか？　それはそれは、おめでとうございます」

「は？　うん、まあ、その……わざわざご丁てい寧ねいに、ありがとうございます」

　名前も知らぬ人の誕生日を祝福し、お辞じ儀ぎをするミャー。戸と惑まどいながらも頭を下げて礼を返す魅雷。思わず笑いがこみ上げてきそうな光景だった。

「あの人の誕生日か……。確か、今月の二十四日だったな」

　誰にでもない呟つぶやきだったのだが、先輩が意外そうな声を上げた。

「二十四日？　ほぉ……それはまた、珍奇な偶然もあったものだね。私の祖母の誕生日も七月二十四日だよ。実家で盛大なパーティが催もよおされるんだ」

　世界に名立たる大だい財ざい閥ばつである璃り天あま家のお誕生日パーティとは、果たして如い何かに絢けん爛らん豪ごう華かな宴となるのか、ちょっと想像できない。まあ、天あま津つ風かぜも名家ではあるので、どこぞの王族の結婚披露宴のようなド派手なパーティになるのだが。

　作戦会議とミャーの説得を終え、話が落ち着いたところで、私たち四人は、しばし止めていた足を再び動かした。業魔を生み出す湖に向かい、遅くもなく早くもない、近所の公園を散歩するようなペースと気軽さで。

「ねえ？　ところでさ、玉たま子こ。ちょっとアンタに訊ききたいことがあんのよね」

　歩きながら、魅雷が珍しく躊躇ためらいがちに言った。ちなみに、〝玉子〟とは魅雷が考えたミャーの綽あだ名なである。由来は言うまでもなく玉虫だ。ミャーも気に入っているようなので、タマゴとも読めてしまうなとはツッコまずにおいた。

「ああ……アバズレも気になっていたか。実は私もなんだ。だが、少々不ぶ躾しつけな質問になるのでね、訊こうか訊くまいか迷っていたんだよ」

　先輩が極きわめて珍しく魅雷に同意し、

「「それは何？」」

　二人は声をハモらせて、ミャーの腰にある平べったい棒状の物体を指さした。

「これですか？　……えっへへ～、これはですねぇ……」

　得意満面のミャーが、危なっかしい手付きで、「えいやっ！」という可愛らしい掛け声とともに物体を大上段から振り下ろすと、

『ファイナル・ギガ・ブレイカーッ!!』というヘタレ勇者の叫び声と、

『ズバァァッ！　バリバリドカーンッ！』というチープな効果音が薄暗い森に響いた。

　こんな機能もあったのか、と少し感心してしまったのは秘密だ。

「カッコイイでしょう？　これぞ、悪の魔王を打ち倒す、勇者の剣ですっ！」

「勇者の……剣？」

「はいっ！　勇者様だけが使える伝説の剣ですっ！」

「そ、そうか……凄すごいんだね」

「はいっ！　古いにしえの竜王の力が秘められていて、とっても凄いんですっ！」

　乾いている。魅雷と先輩は笑っているが、その笑顔はカラハリ砂漠ぐらいに乾いている。星見の丘では、私もあんな顔をしていたのだろうか……。

　こんな具合に、狂いの水盤へ着くまでの間、私たち四人はコロコロと話題を切り替えながら話し続けた。

　委員会や部活動などの学園の話題になった時には、ミャーが羨うらやましそうに「いいなー。私も学校に通ってみたいです」と呟つぶやき、魅雷が「じゃあ、通えばいいじゃん」と軽く言い、先輩が「ふむ。それなら、私が手配しておこう」と請うけ負おい、僅わずか数秒でミャーの皇おう家か院いん学園入学が決定したりもした。

　四人の会話が最も盛り上がったのは、魅雷が不意に、

「ねぇねぇ。なんかさ、こうしてゾロゾロ歩いてっと、どっかのＲＰＧのパーティみたいじゃない？　目的も、小っ恥ずかしいけど『世界を救う』だし」

　と言い出した時である。

　論点は、まず誰が勇者かという点だったのだが、魅雷が、

「淫いん売ばいには遊び人が相応ふさわしいんじゃない？　あー、駄目か。その貧乳じゃ〝ぱふぱふ〟できないもんね」

　と挑発し、応えた先輩が、

「そう言うアバズレには是非踊り子を推すい奨しようするよ。いや、無理か。君のようなチビが踊っていたのでは幼稚園児のお遊ゆう戯ぎに見えて色気も何もないものな」

　と反撃し、間に入った私が、

「君らにはドラゴンとかのモンスター職がピッタリだろ。……と言うか既に転職済みじゃないか」

　と言ったら、パーティのケツに引っつく棺かん桶おけにされそうになった。

　結局、最初から世界を救うために行動していたミャーが勇者で、魅雷が武闘家、先輩が賢者、何故か私が盗賊ということで話が纏まったのだが、調子に乗ったミャーが、

「皆さん！　私と一緒に世界を救いましょー！」

　と、勇者の剣を掲かかげて走り出し、案の定見事にすっ転んで、涙目になっていた。決して隊列の先頭にしてはいけない勇者様である。

　楽しい時間はあっと言う間にすぎ、やがて、前方に光が見えてきた。

　コンパスで描かれたような真円の湖――狂いの水盤。

「さて……ここが私たちの戦場か」

　そう言って、弥撒祈先輩が一歩前に出る。遅れをとるものかと魅雷が続き、邪魔にならぬよう、私とミャーは一歩後ろに下がった。

　湖中央の水面が迫せり上がり、波で湖水を溢あふれさせながら、巨大な何かが姿を現す。

『グゥヴォォォォォォアアアアァァァァァァァァァッ!!』

　森中の木々を震わせるような咆ほう哮こうを上げたのは、全長がゆうに十メートルはあろうかという、巨大な羆ひぐまであった。その頭部には無数の赤い目、背には鋭するどい棘とげが並び、尾は長く刀のように研とぎ澄すまされている。さらに、腹部には牙で埋うめ尽つくされた鮫さめのような大口が開いている。

　明らかに尋常の生命体ではない。羆に似てはいるが、地響きを立てながら当たり前のように二足歩行している点からして、分類上別の生き物だ。

「へぇ……犬と猫以外もいるんだ。さっきの雑ざ魚こは瞬殺だったし……もう少しは保もってくれないと楽しくないんだけど……コイツはどうかな？」

　現れたのが普通の羆だったとしても一般人なら逃げ出して当然だと思うが、魅雷は顔に笑みすら浮かべ、その瞳は、新発売のゲームのパッケージを開ける子供のように、キラキラと期待に輝いている。犬の業魔を前に悲鳴を上げて逃げるしかなかった私とは大違いだ。この小柄な少女は、本当に私と同じホモサピエンスなのだろうか。

『ゲェラグェェェラァァァァァァッ!!』

　突然、甲かん高だかい声を上げたのは羆ではない。湖から新たな業魔が現れたのだ。

「ほぉ。哺ほ乳にゆう類るいだけというわけでもないのか」

　こちらも怯おびえの見えない先輩が言ったように、それは哺乳類ではなく鳥類、巨大な駝だ鳥ちようだった。体長は羆の業魔の半分程度、長い首には縦に並んだ無数の赤い目、緑色の涎よだれを垂れ流す嘴くちばしには先の尖とがった歯がズラリと並んでいる。駝鳥と言うよりは、羽根の生えた二足歩行の恐竜に近い。

　しかし、その身を震ふるわせると、胴体を包んだ羽根からジャラジャラという金属音がした。よく見ると、羽根は一枚一枚が金属的な質感を持っているようだ。それも、かなり薄く、エッジは鋭い。もし腕を突っ込んだら、骨ごと細こま切ぎれにされそうだ。

　二体を観察している間にも、狂いの水盤は新たな異形を続々と生み出していく。そのどれもに猪いのししや馬、虫や魚類など、表ひよう界かいの生物に似た特徴が見出せた。

「気を付けてください。〝悪意ある者〟は裏界にいながらにして、表界の様子を知ることができるんです」

「はんっ。だとしたら、この贅ぜい沢たくな歓迎っぷりは、あたしらを強敵と判断したからだと思っていいのかしらね。…………舐なめやがって」

　ミャーの説明に、魅雷は半分愉ゆ快かい、半分怒りを込めて言った。僅か一分あまりのうちに、業魔の数は既に十を数えるほどにまで増えているが、その送り込まれてくるペースと数を、魅雷は侮辱と取ったらしい。

　私とミャーにもう少し下がるように告げてから、魅雷は羆の業魔に向かってツカツカと歩いていき、その五メートルほど手前で立ちどまる。そして、

「ウフフ……♪　人間相手じゃないんなら……全力出してもいいわよねぇッ!!」

　心底愉快で堪たまらないという、身も凍こおる……否、身も焦こげるような笑顔を浮かべ、息が詰まるほどの殺気とともに赤のオーラを身に纏った。

　身長一メートル四十センチ足らずの少女が放つ、法力など関係のない、ただの闘気に、威い嚇かくの唸り声を上げていた巨大な羆が後退る。辺りの気温が瞬またたく間に上昇し、異臭が鼻を突くのは、魅雷の足元のアスファルトが溶け出しているためだ。

　羆の怯おびえを鼻で笑った魅雷は、天をつかむが如ごとく右腕を突き上げ――

「覇はあああぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!」

　吼ほえた。その声量は凄まじく、ビリビリと空気の震えを体で感じるほどだ。森の巨木が揺れ、振動に舞い落ちた葉が、魅雷の周囲に至り一瞬にして焼かれ消えた。

　その轟ごう声せいに引き摺ずり起こされたかのように、魅雷の全身から数百もの真紅のラインが逬ほとばしる。森の緑を赤で塗り潰す絢爛なる輝きは、まさしく戦いの始まりを告げるシグナル。

　空中を駆け巡る赤の光条は、目で追うことすら困難なスピードで複雑怪奇な紋様を構築していく。そこには何の規則性も法則性も見出せない。天才少女・天津風魅雷にしか描えがけぬ唯一無二にして再現不能な行使紋様は、見る間に彼女の全身を包み込み、その烈火の美び貌ぼうを覆おおい隠す。

　だが、真紅の絹糸を纏っていく魅雷が、踊るような優雅な仕草で腕を振るうと、腕や指先から逬るラインが華麗に戦そよぎ、まるで本物の炎がそこにあるかのように、真紅の行使紋様全体が揺らめいて見える。

　赤に覆い尽くされながらも尚際きわ立だつ赤髪を振り乱し、炎を纏いて踊るが如し魅雷の姿は、さながら炎の神に身を捧げんとす真紅の巫み女こか。

　その場の誰もが修しゆ羅らの巫女舞に見み惚とれる中、背後でミャーが息を飲む気配を感じた。

「ミャー。よく目に焼き付けておくといい。アレを見るのは私でも三度目だ」

　後ろからの答えはない。当然だろう。言葉を魅雷の美に奪われているのだ。

「この世界で天津風魅雷にのみ許された固有行使。第一級〈焦熱地獄エー・ゲルヘ・ン・ツイガ〉に、同じく第一級の〈神威憑依シヤ・ラン・ネイーパ〉と〈皇鎧具現ゴルフオ・ヴイ・ンデ〉を組み合わせた、効能だけなら特級行使に匹敵するとも言われる〈炎えん獅じ子しの女帝〉だ」

　やがて、逬る真紅は全身を包み込み、魅雷の姿は完全に行使紋様に隠された。まるで炎の繭まゆのようだ。そして、走り続けていたラインが停止すると、一瞬にして繭がピンポン玉大にまで収しゆう縮しゆく、さらに内側から爆発した。

　衝撃や爆炎はほとんど発生せず、ただ空から太陽が降りてきたかのような強い光が放たれ、私もミャーも先輩も業魔たちも、皆一いつ斉せいに目を覆った。

　ゆっくりと光が弱まり、森が常の暗さを取り戻すと、炎の繭があったその場所に、炎の化身――否、炎そのものが佇たたずんでいた。

「カハァァァァァァァァァァァァァ――――」

　吐く息は灼熱を帯びており、陽炎かげろうに景色が歪ゆがむ。

　高熱に晒さらされたアスファルトは完全に熔解し、黒色の池と化している。

　その上方、炎は当たり前のように宙に浮いていた。

　小柄な体たい軀くは燃え盛る火が形を持ったかのような鎧よろいに包まれている。優美な曲線を描く白い腹部と胸部だけが大胆に露出しており、その炎の化身が女性であることを証明している。さらに、腰からは長く強きよう靱じんな尾おが生え、先端に血のように濃い色の火を湛たたえている。真紅のトリプルテールは解ほどかれ、ルビーのように輝く装飾品に飾られた赤髪は、さながら高熱の風に棚引く赤き獅子の鬣たてがみのようだ。

　目が覚めるような鬣の赤に縁ふち取どられた美貌は、歌舞伎の隈くま取どりにも似た真っ赤な紋が描かれ、微び笑しようを湛えながらも威圧するような迫力に満ちている。

　全てを平伏させる王の美貌――その形ぎよう、まさに炎獅子の女帝。

〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉にして〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉が一柱、天津風魅雷が、そこにいた。

『グブルルル……ゴゥアアアアァァァァァァァッ!!』

　魅雷の〝威い〟にか、それとも〝美〟にか、ただ呆然と見入っていた羆が、我に返ったように吼ほえ、人間など木こっ端ぱの如く吹き飛ばすであろう巨大な右前足を振り上げた。そのまま、倒れ込むような勢いで魅雷に襲い掛かる。対する魅雷は、優雅に宙に佇んだまま、羆の必死の形相を一いち瞥べつし、短く息を吸い込んで、

「――火カッッッ!!」

　轟声一拍。世界を叩き砕くような凄まじい咆哮。

　ただ、それだけ。

　ただ気合を込めて叫んだだけで、巨大な羆の上半身が消し飛んだ。

　地響きを立てて崩れ落ちる羆の下半身。その向こうを見ると、木々は折られ地面は焼け焦げていて、まるで超高熱の火の玉が転がったかのように焦しよう土どと化した道が、果ても見えぬ奥まで延々と続いていた。

「なぁんだ。やっぱ雑魚じゃん。つまんねーの」

　世界広しと言えど、業魔の〝弱さ〟にガッカリできるのは彼女ぐらいだろう。

　大言でも壮語でもない嘲あざけりを吐いた口の端からは、揺らめく炎が零こぼれ落ちていた。

「相変わらず、お見事としか言えないほどに野や蛮ばんな法力行使だ。とても真ま似ねする気にはなれないな」

　この場で唯一、驚きも感かん嘆たんも恐怖も抱いていないであろう人――弥撒祈先輩の呟きには、皮肉めいてはいるものの僅かばかりの称賛が含まれており、魅雷はフンと鼻を鳴らしただけで何も言わなかった。

　先輩も特に返答などは求めていなかったようで、すぐに私のほうへ振り返った。

「私はね、世界などに興味はないんだ。存続しようが滅ほろぼうが、どちらでも構わないと思っている。だが、世界が滅ぼうと消えようと、愛する君までもが死ぬなどという事態は到とう底てい許容し得ない。君を傷付けようと、阻もうと、殺そうとする者がいるのならば、たとえ親だろうと神だろうと、絶対の殺意を持って、その存在の一ひと欠片かけらまで殺し尽くす。そう……君のためなら、私は世界だって滅ぼすんだ」

　その言葉に感情はない。氷のように透明。されど、秘めたる熱は狂愛の灼熱。私を見つめる先輩の瞳には、狂信者としての鈍にぶい輝きが戻っていた。

　魅雷によって熱された空気が、徐々に冷やされていく。この極冷は、果たして彼女の放つオーラなのか、はたまた漲みなぎる殺意ゆえか。

「私の愛を、今こそ証あかそう――」

　先輩が、陶とう然ぜんとした表情で私を見つめたまま両腕を横に開き、

「穢けがらわしいケダモノどもを――君に捧ささげる供く物もつとしてッ！」

　狂おしく叫んだと同時に、全身から青のラインが溢あふれ出だした。

　魅雷のように無む造ぞう作さ無む作さく為いではない。一切の遺い漏ろうなく計算し尽くされた精せい緻ちなる光条は、曲線歪線など一本もない。ただ直線と直角のみで緻ち密みつな紋様を構築していく。

「――きれい」

　ミャーが、艶えん美びなる青き光を見つめながら、感嘆の声を漏らした。

　魅雷の描く行使紋様が、揺らめく炎の動的な〝美しさ〟ならば、対する先輩の紋様は、全く揺らぎのない静的で無機的な〝綺麗さ〟なのである。

　雪の結晶のように綺麗な線対称に整えられた紋様が、恍こう惚こつの笑みを浮かべる先輩を覆い尽くした。両腕を水平に開いた彼女を包み込む正確無比な立方体は、さながら青い十字架のようにも見える。

　青のラインは尚も疾とく駆け、次第に十字架がゆっくりと浮かび始めた。地面から二メートルほどの高さに至ると、紋様構築が終わっていない段階にありながら、突如、十字架の下部、横の平面から、箱を中から突き破るようにして脚が突き出た――否、それは〝脚〟ではなく〝肢あし〟であった。

　昆虫のような、硬質で関節が多く刺とげ々とげしい、巨大な肢。それが三対、計六本。色は光沢のあるメタリックブルー。ロボットのような動きで蜘く蛛もの肢の如く展開され、アスファルトを砕いて地面に突き立てられた。関節部の隙間からは、油圧ジャッキのような機械的部品が垣かい間ま見える。

　強きよう靱じんな肢で支えられた十字の箱は、駆け巡る青きラインの動きがとまると、徐々に形を変え始めた。正確だった直線がグニャリと歪み、人――女性の上半身に似たフォルムへと変化していく。

　しかし、その女性には腕が六本あった。二本は、華きや奢しやで優美な肩から下ろされている人間の腕。女性の脇腹と、肩の後ろの肩けん甲こう骨こつの辺りから生えた腕は、細い体にはアンバランスな太さで、多関節を有し、肢と同じく金属的な光沢を放っている。

　幾筋もの青き光条が体内に吸収されるかのように薄れると……そこに、美しい女性の、奇妙な上半身が現れ出でた。

　彼女の下腹部から下はメタリックブルーの機械的なパーツに覆われていて、本来あるべき美脚は消え去り、六本の肢が接合されている。まるで、馬ではなく六脚の蜘蛛を下半身とした半人半馬ケンタウロスのようでもある。しかし、その姿には人外の醜さなど欠片もなく、むしろ生命の粗雑さを捨て去った芸術品のような美しさを放っている。

　纏う衣はなく、ただ流麗なボディラインを強調するかのような深い青の曲線が、白く輝く肌に刻まれている。両脇腹と肩甲骨の辺りからは、計四本の機械的な多関節の腕が生え、その先端に掲げているのは、研ぎ澄まされた蒼あおき西洋刀が二本と、重量感と威圧感を纏う多銃身重機関銃ガトリングガンが二門。

　そして、華奢な背から伸びるのは、幻のように薄く軽やかな翅はね。

　全身を青に染めながらも煌きらと目を突く蒼髪に彩られしは、狂信者の笑みを湛たたえた、氷の女神と見紛う美貌。白き額ひたいに見開かれしは、人ならざるを証すが如き第三の目。しかして、放つ光は無機の輝き。狂信に見開かれ、狂愛に潤うるむ蒼眼は、ただ一つ、私だけを映している。

「君に見せるのは初めてだったかな？　そんなに見つめられると、少し恥ずかしいよ。だが……もっと……もっと見てくれ！　私を……人の形すら捨てた醜い愛の虜りよ囚しゆうたる私を……君の目で犯して！」

　娼婦のように妖艶、されど童女のように愛らしくも見える笑顔で喘あえぐ彼女の姿には、私の視線を誘引し、意識を搦からめ捕るほどの魔性が秘められている。

　この威容なる偉容こそが、〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉にして〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉の一柱たる璃天弥撒祈が編み出した、数百もの供用行使を組み合わせて同時に発動するという技術〈宇う内だい動どう乱らん〉によって組み上げられし、実戦形態〈機械仕掛けの女神マテル・エクス・マキーナ〉か。

　なんという美しさだ。人でないパーツのほうが明らかに多いというのに、無機な機械に取り込まれた天使のような、儚はかなげで退廃的、かつインモラルな美。人が人形に対して抱くような、畏い怖ふの裏側にある憧れを感じずにはいられない。

　私もミャーも、そして魅雷も、弥撒祈先輩に見惚れていた。だが、その陶酔の時間を無ぶ粋すいに破る者がこの場にはいる。

『クキャララララララララッ!!』

　耳みみ障ざわりな甲高い鳴き声を上げた駝鳥の業魔が、金属の羽根を揺らしながら、猛スピードで先輩に向かって突っ込んで来る。

　だが、その突進は、六本ある強靱な肢のうち、二本だけで容易たやすく止められた。

　ズドンッ――という衝撃音が響くが、先輩の体は小揺るぎもしない。それどころか、止めた二本の肢で駝鳥をがっしりと摑み、暴れ狂う巨鳥を風船でも扱うように軽々と頭上へ放り投げた。

　金属の羽根がバラバラと舞う中、先輩の肩甲骨辺りから生えた西洋刀を掲げる二本の豪腕が、微かにブレた。次の瞬間、重力に任せて落下していた駝鳥が、数十にばらけた。文字どおり目にも留まらぬ速さで切り刻まれたのである。

　数十個のパーツに刻まれた駝鳥は鮮血を撒まき散ちらしながら落下したが、真下で機械の豪腕と巨大な肢を広げていたはずの先輩には一滴分の血の染みすら付かず、駝鳥だった肉塊と緑色の血液は、ただ周囲の地面に大輪の薔ば薇ら模様を描いただけだった。

　しかも、一連の出来事の間中、先輩は恍惚とした表情で私を見つめていて、一瞬たりとも駝鳥を見ていなかった。

「ああ……一つ言い忘れていたな。業魔の諸君、君らには悪いが、私の体には指一本たりとも触れられないと思ってくれ給たまえ。この身は既に、髪の毛の一本から爪の先、細胞の一つ一つ、排泄物に至るまで全て彼の物なんだ。加えて、現在過去未来の我が身の所有権、管理権限、生殺与奪権、その他諸々の権利も全て彼にあるのでね。私の一存で、この体に傷を付けたり、返り血で汚すことは許されないんだ。了承してくれたまえよ」

　そう言いながら先輩は、やっぱり私のことだけを見ていた。声は無感情、淡々と事実を述べただけの音。殺気も放たず、視線も向けていないのに、先輩の言葉に込められた狂信に慄おののいたのか、感情などないように見える業魔たちが、一瞬たじろいだ。

　魅雷と先輩が戦いの準備を整える間にも、狂いの水盤からは新たな業魔が湧き出ている。しかし、そのことや彼らに対する恐怖は、もう感じられない。むしろ、少し同情しているくらいだ。個人レベルならば世界最強と言っても過言ではない二人と対たい峙じした彼らの恐怖は、察するに余りある。

「雑魚ばっか湧いてもつまんないんだけどねぇ……あっ、そうだ！　エヘヘ♪　いーこと思いついちゃった！」

　クラッカーの美お味いしい食べ方でも思いついたみたいな軽い調子の魅雷の声に、驚いた業魔たちが一斉に後退った。いくらなんでもビビり過ぎだろう。

「ねぇ、淫売。あたしと競争しましょうよ」

「競争？」と、やっぱり私のほうだけ見ている先輩が興味を示した。

「そ。雑魚どもを殺した数で、どっちがよりコイツの役に立ったか比べるの。どう？　面白くない？」

　ニンマリと笑いながら私を指差して言う魅雷に対し、「面白くない、ちっとも面白くないよ」と業魔たちは言いたげだ。

「なるほど、それなら誤魔化しも効かないし、勝敗もつけやすいな。だが、どうせなら、何か賭ける物か、景品が欲しい所だが……」

　一瞬も私から目を逸らさず、瞬きもせず、先輩は考え込んだ。

「……そうだ！　勝ったほうが彼に頭をナデナデしてもらえるというのはどうだ!?」

　流石の私もそれはないと思った。殺し合いの果てに「これが景品だよ」と頭を撫でられて喜ぶ高校生がどこに居ると――

「な、ナデナデ……。イイわね、それ！」

　いたね、ここに。女帝の形相に喜色を浮かべて、魅雷が思いっきり賛同した。

　この時点で、哀れ業魔たちは、私にナデナデしてもらう権利のために皆殺しにされることが決定したのだった。

「いいなー。私もナデナデして欲しいです」

　二人のやり取りを傍そばで聞いていたミャーまでもが、物欲しげな目でそんなことを言った。さっき存分にナデナデしてあげたでしょうが。主におっぱいを。

「ナデナデ……頭を……ナデナデ……いい子いい子って…………うふふふふ」

「はぁはぁ…………ナデナデ……してぇ……もっと……はぁん……ああン」

　一体どこをどんな風にナデナデしてもらっている場面を想像しているのか、炎の獅子たる魅雷は顔を真っ赤にして身を捩よじり、半機半人の女神たる先輩は桃色の吐息にあられもない喘ぎ声を混ぜ今にも（どこか遠くへ）イッてしまいそうだ。

「ほらほら、二人とも。妄想の世界へトリップするのもいいが、少しは業魔の相手もしてやってくれ」

　狂いの水盤から溢れ出た業魔は、既に十や二十では済まない数にまで増えていた。

　ところが、出て来たはいいが、まるで見えない壁でもあるかのように、私たちを獲物と認めながらも一歩を踏み出せずにいるようだ。魅雷と先輩から放たれるプレッシャーに気け圧おされているのだろう。気持ちはわかる。痛いほどわかる。

「あぁん？　……なんだ、雑魚がウジウジと飽あきもせず湧いてきてるみたいね。ま、せめて二百くらいは出て来てくれないと、競争にならないんだけど」

　私の言葉に我に返った魅雷が、地に降り立ち、アスファルトを溶かしながら業魔たちに向かって一歩進み出た。それだけで、最強……だった獣が後退る。

「はッ！　ビビってんのぉ？　アンタら、たったの三匹でレニングラードを落としたっつー伝説のバケモンでしょが。ちったぁ根性見せて、かかってきなさいよ！　片っ端から消し炭にしてやるからさぁッ!!」

　魅雷が吼え、さらに挑発的に手て招まねきまでしてみせると、流石にカチンときたのか業魔どもが一斉にギャアギャアと奇怪な声を上げ始めた。だが――

「なんと醜い獣たちだろう。進化の過程でありながらも完成された合目的な機能美を捨て去ってしまえば、かくも穢けがらわしい存在にまで落ちるものなのか。せめて、絶対なる私の零ゼロで飾り、彼への供物に仕立てることで、その魂の救済としよう……」

　先輩が不快と憐れん憫びんに眉を顰ひそめながら、嫋たおやかな両手の間に、綾あや取とりのような手軽さで複雑な紋様を構築し、豪腕が構える多銃身重機関銃ガトリングガンが重々しい駆動音を立てて回転を始めると、不愉快な吼え声は一瞬にして掻き消えた。

「二人とも、後は任せた」

「すぐに帰ってきますから、お願いしますっ！」

　私とミャーの言葉に、魅雷がサムズアップで、先輩がウインクで応えたのを確認してから、私たちは二人に背を向けて走り出した。

　それを合図にしたように、ヤケクソのような業魔の咆哮と、地響きを伴ともなう無数の足音が響き、迎え撃った魅雷の獅し子し吼くと、先輩の多銃身重機関銃ガトリングガンから一二・七ミリ弾が吐き出される轟ごう音おんが、駆ける私とミャーの背中を後押しした。

　これほど心強い応援歌は他にない。

　一度も振り返ることなく走り、向かうは一路――星見の丘へ。




　　　　　▽




　天は深い蒼一色。地は白亜の平面。中央には舞い踊る二人の少女――〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の内の二人、リズ・ウィニューとエアレカ・レウアを模かたどった彫刻。

　私とミャーは〝世界渡り〟の行使紋様を描くための場所として、ここ星見の丘を選んだ。隣接した〈水すい盆ぼんの杜もり〉からは断続的な戦闘音が響き、中には恫どう喝かつするような魅雷の咆哮や、狂信的な弥撒祈先輩の笑い声が含まれていて、頼もしいやら恐ろしいやら。

　私は〝世界渡り〟の紋様構築に集中するため、彫刻の台座近くに腰を下ろした。磨き抜かれた白亜の大理石は、七月の太陽光の直射を受けながらもひんやりとしている。胡あ坐ぐらをかいた私の正面に、ミャーも腰を下ろす。ぺたんとした女の子座りだ。

「では、始める」

　言葉少なに行使紋様の構築を開始する。早いところ済まさないと、遠慮を知らぬ二人の戦闘音を聞きつけて人が集まってきてしまう。一般生徒や教師ならば、天津風魅雷と璃天弥撒祈が戦っていると気付いた時点で巻き込まれるのを恐れて逃げ出すだろうが、八や重え委員長あたりに駆けつけられると厄介だ。悠然と構えている暇ひまはない。

　とは言え、魅雷たちのように全身から誘導路を走らせることなどできないので、両手の指からだけ黒いラインを伸ばし、手の動きも助けとしながら、空中に師匠の模倣に過ぎぬ３ＤＣＧのフレームのような紋様を描いていく。

　星見の丘に来るまでにミャーから聞いたところ、裏界へは人の精神体でなければ渡れないらしい。実体のままだと、両界の狭はざ間まである〈関所ゲ・ル・グツヘンラ〉を無事に越えられないのだそうだ。精神体という言葉それ自体には、師匠の口からも聞いたことがあるので馴染みがある。

　ところが、師匠はあくまでも実体での渡りにこだわっておられ、〝世界渡り〟の行使にも、行使者の実体から精神体を抜き取るような効果は含まれていない。

　そこで重要となるのがミャーだ。彼女は肉体から精神体を抜き取る行使を扱える。なんでも、裏界では割と当たり前の技術であるらしい。

　ともかく、私の実体から精神体を独立させる行使はミャーに任せても大丈夫だろう。私のやるべきことは、自分の精神体を確実に裏界へ渡らせることである。

　気をつけなくてはならないのは〝世界渡り〟と〝精神体分離〟の行使は同時に発動させなくてはいけないということだ。つまり、最終的に、私の紋様とミャーの紋様とを結合させる必要がある。

「ぬぅ……」

　額を玉の汗が伝った。言葉にするのは易いが〝世界渡り〟の行使紋様は第一級に相当する大規模紋様である。ましてや、他人の紋様に接続することを前提としているので、尚更に難易度が上がっている。

　開発途中の〝世界渡り〟は、まだ国の認定試験を受けていないために等級が定められておらず、一いち六ろく制限の私でも発動できるが、理論上〝できる〟のと、実際に〝やる〟のとでは大違いだ。さらに、いくら師匠の手伝いで何度か描いたことがあるとは言っても、今までにはない、失敗すれば命に関わるという重圧も加わり、黒いラインの伸びる速度はどうしても遅くなってしまう。

　初めての心臓手術に挑む新人外科医のような気持ちで紋様構築に没頭していると、

「すごーい……」

　正面に座るミャーの、感動したような声が聞こえた。

「凄い？　私の……紋様がか？」

「はいっ！　とっても綺麗ですっ！」

　ミャーは元気に答えたが、多分何かの間違いだろう。私の紋様は、正直言って汚い。

　確かに規模だけはデカいが、魅雷のように芸術的でもなければ、弥撒祈先輩のように緻密でもなく、ましてや師匠の神かみ懸がかり的と表現してもいい紋様と比べれば、幼稚園児の落書きレベル――否、猫が描く水彩画レベルである。

「あ、ほら、こことか！　ワンちゃんの横顔に見えませんか？　それにここは……編み物みたいに綺麗な目が並んでる。……あ、こっちは、ハートマークみたいです！」

　それでも、ミャーは紋様の中に様々な絵を見つけてははしゃいでいる。色々な形に見えてしまうということは、つまり粗そ雑ざつということなのだが……何故だろう。心の奥のほうから、ジワジワと温かい何かが込み上げてくる。

「そんなに……綺麗か？　私の紋様は」

「はいっ！　魅雷さんや弥撒祈さんにも負けないくらい、とっても素敵な紋様です！」

　微かな翳かげりすらないミャーの笑顔に、私の中で喜びが弾はじけた。

　人に褒ほめられるとは、これほどまでに嬉うれしいことだったのか！

　師匠には毎度のようにダメ出しされ、魅雷には「トロい、拙つたない、程度が低いの、３Ｋならぬ３Ｔね！」と罵ののしられ、先輩には「君は才能を努力で補うタイプなんだね」と遠回しに才能がないと指摘され、妹にまで「お兄ちゃん、また試験落ちちゃったの？　気にしちゃ駄目だよ、次があるんだから。また一緒にガンバろ？」と慰められる私が、ついに人に褒められる高みにまで登り詰めることができたのか。

「あ、あれ!?　ど……どうして泣いてるんですか？　……あ！　ひょ、ひょっとしてお腹なかが痛いんですか!?」

「い……いや……違うんだ。ちょっと……今までの苦労が思い出されて……」

　涙を拭い、鼻水を啜すすって、再び行使紋様構築に取り掛かった。すると、褒められた喜びからか、先程までの亀のような鈍重さが噓うそのように、黒いラインは兎うさぎの俊敏さで空中を駆け巡っていく。

　そうか。そうなんだ。これこそが私の真の実力だったのだ。この調子で腕を上げていけば、〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉の称号を得ることさえ夢ではないかもしれん。

「……おっと。ミャー、君もそろそろ紋様構築を始めてくれ」

　予想以上に早く構築が完了しそうだったので、早めにミャーへ指示を出した。

「あ、はいっ！　頑張りますっ！」

　勢い込んで元気にお返事。ミャーは座ったまま足を前に伸ばし、ワンピースの裾すそをギリギリまでたくし上げた。そして、その白い足に、緑色のラインが引かれていく。今回は、それなりに規模の大きい行使なので、両手両足を用いるようだ。

　うら若き乙女の素肌をジロジロと眺めるのは無ぶ粋すいかとも思うが、ここに来るまでに接続を前提とした紋様の構築法を伝授した手前、問題無く構築できているかを具つぶさに観察しなければなるまい。だから、私が目を皿のようにして、後数センチ捲めくれたら、パンツという名の防壁を失った本来秘されているべき場所が見えてしまうほどに晒された足を凝視するのは至極当然の責務であり私には選択の猶ゆう予よは与えられておらぬのだと強調しておきたい。

　だが、ミャーはまだ紋様構築に不慣れなようだし、先に私の〝世界渡り〟を完成させてからじっくりと観賞させてもら――

「できましたー！」

　――おう…………え？

「も……もう、できたのか？」

　はいっ、と元気よく緑色の光条が縦横無尽に走った腕と足を私に見せつけた。

　シミ一つない滑らかな肌の質感がなんとも艶なまめかしく――じゃない、確かに、輝く緑のラインが独創的ではあるが正確な行使紋様を描いている。私が教えた通り、紋様接続のためのラインも構築されているようだ。

「あ、あのぉ……なんで舌打ちしたんですか？　私、間違っちゃいましたか……？」

「いや……全く間違っていない。完璧だ。うん。非の打ち所すらないくらいだ。君には法力行使者としての高い才能があるようだな」

　ミャーは、私の心の裏側にあるドス黒い情念の渦うずに気づくこともなく、褒め言葉を素直に受け取って喜んでいた。

　ちくしょう。今だけは彼女の屈くつ託たくのない笑顔と無自覚な才能が憎い！

　くそう、どうしてくれよう。第九級行使〈微風フエベ・ツテ〉でスカートを捲り上げてノーパンの下半身を思うさま観賞してやろうか。それとも、パンツを返さずに自宅へ持って帰りアレやらコレやら具体的に表現できないほどイヤラシイことに使ってやろうか。

　……などという妄想が脳裏を過よぎったが、当然実行するほどの度胸などないわけで。

「ミャー、ちょっとだけ待っていてくれ。私のほうもそろそろ終わるから……」

　私の声がよっぽど力なく響いたのだろう、ミャーは笑顔を一転、心配そうな顔になって、「大丈夫ですか？」と気遣ってくれた。

「ははは、大丈夫さ。師匠にはダメ出しされ、魅雷に３Ｔと呼ばれ、先輩に才能を否定され、小学四年生の妹と同じ一六制限を受け、数分前にできた教え子に一瞬にして追い抜かれるような、無能で無才で無力で愚ぐ図ずでノロマで劣等で兄失格な私だが、時間をかければ紋様だって構築できるさ。はははは……はあ」

　強がりの台詞も、最後は溜息になってしまった。どこまでも情けない。

「そんなことないですっ!!」

　広場中に響き渡るほどの大声で、ミャーが叫んだ。

　一瞬、彼女が何を否定したのかわからなかった。

「無能なんかじゃ、無力なんかじゃないですよっ！　とってもとっても、とぉぉぉっても！　凄い人ですっ！　だって、私のことを助けてくれたじゃないですかっ！」

　ミャーが私の手を両手でギュッと握り締めた。

「ゴマちゃんと戦ってる時の貴方あなたはすっごくカッコよかったですっ！　本物の勇者様みたいにっ！　貴方がいなかったら、私は死んじゃってました。貴方が頑張ってくれたから、私は今ここにいられるんですっ！　そんなに凄い人のことを無能だなんて言ったら、私、怒っちゃいますよっ！」

　既にプリプリと怒ったような表情で言うミャー。私は彼女の豹変について行けず、ただ呆然としていた。すると今度は何を思ったのか――

「えいっ！」

「うおあっ!?　みゃ、ミャー？　何を……」

　思いっきり、ギューっと抱きついてきた。

　なんてことをするのだろう、この子は。私は行使紋様構築の真っ最中だというのに。他のタイミングであったなら、押し付けられる胸部の柔らかさに集中できたのに。なんて勿もつ体たい無ない。

　動揺の余り浅ましいことを考えてしまった私を、顔を上げたミャーが、ジッと真正面から見み据すえた。

　そして、告げた。

「私は貴方のことが大好きですっ！」

　ドクンと、胸の鼓動が一つ、高鳴った。

「それに、魅雷さんや弥撒祈さんだって、きっと貴方が大好きだと思いますっ！」

　うん。それは知ってる。気付かないほうがどうかしている。

「そんな風に、周りの皆から想われている人は、いい人だって決まってますっ！　絶対絶対、強い人だって、決まっているのですっ！」

　ムフーと、自信満々に言い放ち、それで満足したのか、ミャーは再び、私の胸に顔を埋うずめた。そして、そのまま顔をグリグリと押し付けてくる。

　その姿を見て、私は思った。

　どうしてこの子は、こんなにも純粋でいられるのだろう。どうしてこの子は疑いを持たないのだろう。どうしてこの子は……私を疑ってくれないのだろう。

〝世界渡り〟の行使は、当然ながら、師匠が扱ったほうが確実に動作する。そして、魅雷や弥撒祈先輩なら、いくら学園が広大と言えど、師匠を探し出すのに一時間とかかるまい。その方が、世界を救うには確実なんだ。

　だが、魅雷と弥撒祈先輩は、そのことを黙っていてくれた。多分、私が裏界へ行きたがっていることを知っていたからだろう。たとえ、その理由までは知らなくても。

　私はこの段階にいたってもまだ、ミャーを利用する気でいるのだ。

　自分のちっぽけな目的のために、彼女の使命感を、純粋さを、利用しているのだ。

　――けれど。

　もしも、私の中に、ミャーを利用しようとする私がいるように、心の底からミャーのために戦いたいと思っている私がいたら。業魔と対たい峙じした時のように、ミャーのために立てと叫ぶ私がいたら。ミャーのことが好きで好きで堪たまらない私がいたら――

　それは、私にとって、途方もなく幸せな空想だった。

「ありがとう、ミャー」

　お礼を言って、その細い体を抱き締める。

　応えるように、ミャーの腕に力がこもるのがわかった。

　同時に〝世界渡り〟の行使紋様が完成した。今度はそれを、ミャーの腕と足、そこに描かれた美しい緑の紋様と接続していく。

「ミャー、一つ頼みがあるんだ。精神が裏界へ行っている間、私の右手を握っていて欲しい。そうすれば、心が向こうにいても君を感じていられると思うんだ。その温かさを頼りにすれば、必ず帰って来られるから」

「はいっ！　よろこんでっ！　絶対に離しませんからねっ！」

　ほんの少しだけ抱き合う力を緩め、その分、より強く手を握り合う。

　接続が終了すると、行使紋様が輝き始めた。

　大きく広がった黒い輝きの中、鮮やかな緑が私たちを照らし出す。

　ミャーが、互いの息がかかるような距離で私を見つめて、ニコーっと笑った。

　私もできる限りの笑顔で笑い返し、

「いってきます」

　そう、しばしの別れを告げた。

　すると、少しずつ意識が遠のき、体全体が地面に沈み込むような感覚がした。逆流現象と似た感覚ではあったが、それよりも、ずっと優しかった。

　霞かすんでいく意識。暈ぼやけていく五感。その中で、私はミャーの声を聴く。

「いってらっしゃい」

　それは、相手が帰って来ることを前提とした、とても温かい別れの言葉だった。























　裏り界かい。それは、表ひよう界かいと深い関わりを持つ異世界である。

　しかし、そこがどのような世界なのか――表界と似ているのか、それとも全く違うのか、何一つわかっていない。未いまだ裏界への渡りを成功させた者はなく、逆流現象で引ひき摺ずり込まれた者を救出した例も報告されていないからだ。

　表界の住人として初めて、かの地へと降り立った私は、ゆっくりと嚙かみ締しめるように周囲を見渡し、感想を一言、呟つぶやいた。

「ここ……本当に裏界か？」

　意識と五感を取り戻した私は、洋風の一室の中央に立ち尽くしていた。

　見覚えはないのだが、別段変わった点があるわけでもない、普通の洋室である。

　正方形の間取りで、私から見て背後には観音開きの茶色い扉とびら、前方には大きな窓が二面、間の壁に枕側を寄せた天てん蓋がい付きの大きなベッドが置かれている。家具の種類や内装からして寝室だと思う。しかし、個人の寝室にしてはかなり広めだ。

　壁際に寄せられた洋よう簞だん笥す、床に敷かれた毛足の長い絨じゆう毯たん、脚に特徴のある丸いテーブル、同じ意匠の七脚の椅子――家具や調度品のどれもに精せい密みつな細さい工くが施ほどこされていて、漂ただよう空気までもが高級感に溢あふれている。

　だが、それだけだ。それだけなのである。この部屋の上下左右四方八方どこを見ても、表界に在あっても全くおかしくない物しかない。おまけに、鼻と口で吸い込む空気の味、肌に触れる衣服の感触、業ごう魔まとの追いかけっこを体験した肉体の疲労感など、身体感覚にも変化はまるでなく、精神体になったという実感すら湧かない。

　けれど――ここは間違いなく裏界で、この場にいる私は実体を持たぬ精神体だ。何な故ぜならば、姿の見えないミャーの温ぬくもりを、私の右手は確かに感じ取っているから。

「しかし……まさか、こんなにも見事な肩かた透すかしを食らうことになろうとは……」

　ミャーや〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉が人型である以上、裏界も表界に似た世界なのであろうと予想はしていた。でも、もうちょっと何か、異世界らしいファンタジックな光景を用意してくれてもいいじゃないか。ミャーの言う両界の狭はざ間ま〈関所ゲ・ル・グツヘンラ〉も、私の身に衝撃や痛みどころか痒かゆみすら与えてくれなかった。

　これほどまでに感動や驚きのない異世界体験があっていいのだろうか？　確かに〝ある意味〟想像を超えた世界ではあったが、このガッカリ感はしばらくの間尾を引きそうである。

「はあぁ…………」長く深い溜ため息いきと一緒に、全身の虚きよ脱だつ感かんを吐き出す。

　いつまでも肩を落として佇たたずんでいるわけにはいかない。とりあえず、もう少し詳細に部屋の中を観察してみることにした。

　すると、どうだろう。異世界らしさは全く感じられないものの、この豪華な部屋の中にあっては少々ならず奇異な物を、いくつか発見した。

　まず、何故か隅すみの一角に三枚ほど畳が敷かれ、炬こ燵たつがセッティングされている。アンティーク調の簞たん笥すは落書きだらけ、ベッド脇わきのサイドテーブルの上にはランプではなく行あん灯どんが置かれ、赤く見えたカーテンは実際には横断幕のような紅白模様だった。

　壁沿いのサイドボードの上には、六体の粘ねん土ど細工が置かれているのだが、軍服を着た男性の形をしている物が三体、辛かろうじて人間とわかる物が二体、冥王星辺りから襲来したと思しき謎なぞの物体を模もした物が一体という組み合わせ。

　他にも、能面、鹿の角つの、馬車の車輪、派手な飾りの付いた長刀、落書きで元の絵が完全に消されている掛け軸、団どん栗ぐりの詰まった壜びん、天てん井じようには体長五メートルはあろうかという巨大な魚ぎよ拓たくが貼られている。

　我が博物学研究会ハクケンの部室を思い出させる混沌ぶりである。しかし、この無秩序は、幼い妹が遊んだ後の、玩具おもちやが散らばった部屋を思い出させた。

　ここは子供の部屋だ。見るもの聞くもの触れるもの全てに興味を引かれる子供たちが、この部屋で毎日のように遊んでいたのだ。雑多な物品は、その思い出か。

　だが、それがわかったところで、一体これからどうすればいいのやら。

　部屋の外にも出てみようかと思った時、一枚のモノクロ写真が目についた。六体の粘土細工の横に置かれた、木製の枠が七色に塗られた写真立て。興味を引ひかれ、近付いて手に取る。

　おそらく手作りなのだろう歪いびつな虹色の枠の中で、一人の男と六人の少女が笑っている。軍服を着た男が中央の椅子に座り、少女たちが彼を取り囲んで――いや、少女たちが彼に纏まとわりついているようだ。

　誰も座っていない椅子が六脚、横に並んでいる点から想像して、写真を撮る際、誰が彼の隣に座るかで喧けん嘩かでもしたのだろう。それで、一ひと悶もん着ちやくがあった末、少女たち皆して彼に引っ付いている状態での撮影となったのだ。

　少女たちに腕を摑つかまれ、膝ひざの上にのっかられ、ほとんど埋もれている男は、少し困っているようだが笑っている。少女たちは一人残らず満面の笑顔だ。撮影時の空気が伝わって、明るい喋しやべり声まで聞こえてきそうな、とても幸せそうないい写真だった。

「それが、兄さんと撮った最後の写真よ」

　突然、背後から女性の声がした。

「写真立ては兄さんが作って、私が色を塗ったの。ちょっと不ぶ恰かつ好こうだけれど……」

　驚いて振り向くと、部屋の中央に一人の少女がいた。

　年の頃は私よりも少し下、中学生程度だろうか。古めかしいデザインの洋服を着ていて、髪の色は光沢のある藍あい色いろ。だが、毛先は赤い。グラデーションのように毛先に向かって色が変化している。肌は白く、愛らしさと妖よう艶えんさが同居したような美しい相そう貌ぼう。瞳ひとみは、やはり藍を基調とした、玉虫色。













「君……は…………」

　私は一目で確信した。彼女はミャーと同じ裏界の住人である。

　最初に言うべき言葉を探すまでもなく、自然と私は彼女に尋ねていた。

「君がそうなのか？　君が〝悪意ある者〟なのか？」

　裏界に到着した直後に現れた裏界の住人。驚いた様子も、警戒する仕し草ぐさも、初対面の挨あい拶さつもなしに語りかけてくる者。そう考えて出てくる結論は、他になかった。

「ええ、そうよ。世界を滅ほろぼそうとしているのは私よ。驚いた？」

　驚いた。にこやかとさえ言える態度での肯定に。そして彼女の容姿に。

　私は再度、幸せそうな男と少女たちの写真を凝視した。男に纏わりつく六人の少女、その内の一人。モノクロ写真でわかりにくいが間違いない。彼女だ。写真の中で笑いながら男の腕にしがみ付いている少女と、部屋の中央に佇たたずんでいる少女は、同一人物だ。

　写真立ての裏側には、漢字で書かれた男の名前と、カタカナで書かれた六人の少女の名前。そして、隅にはこう書かれていた。

　――『昭和二十三年　元日　家族写真』――

「〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉か……！」

　六十六年前、大災害と共に現れ、天あま野の龍りゆう仁じんの家族となり、彼の裏切りに傷つけられ、日本人に〈アガレの法力〉を齎もたらした六人の少女。

〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の一人が、私の目の前にいた。

　それも、二つの世界を滅ぼそうとする〝悪意ある者〟として。

「〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉……それは貴様たちが勝手につけた名称だ。私は六アガレではない。一ヘイスだ。物事の真を見み出いだす視力が、かの世界の者たちには著しく不足している」

　厳いかめしい男口調で、少女は言った。円つぶらな玉虫色の瞳を鋭く尖とがらせ、身に纏う雰囲気が途端に剣けん呑のんになる。声と姿は同じなのに、まるで中身だけを別の人物に取り換えてしまったみたいに。あまりに突然の変化で、私は驚きを顔に出すことすらできなかった。

「貴方あなたが何をしにここまで来たのかは存じておりますわ。ですから、この寝室へと案内差し上げたのです。ワタクシにとって何よりも大切な場所……お父様との思い出が残る場所。そちら側では、とうに朽くちているのでしょうけれど」

　声も出せずにいる私を尻目に、また少女の中身が入れ替わった。口調は気高い姫君のように。表情は格式高い名家の子女のように。藍色の髪をかき上げる仕草には、自信とプライドが感じられた。

「でも、ここに在るように見える思い出は、よくできた模も造ぞうの品でしかありません。わたくしは全てであり一つ。絨じゆう毯たんも、寝台も、調度品も、貴方がお持ちになっているその写真立ても……全てわたくしの一部でしかないのです……」

　いきなり、威圧感すら感じる気高さが消え失せた。しかし、話し方は丁てい寧ねいで、教養の高さを感じさせる。悲しい出来事を思い起こしたように、痛ましげに目を伏せる様子は、散り際の可か憐れんな花の如ごとき儚はかなさを感じさせた。

「ウィニューね、お兄ちゃんを創つくったこともあるんだよ？　でも……それはお兄ちゃんじゃないの。お兄ちゃんに似てるけど、ウィニューなの」

　今にも散りそうだった花が、もう一度活力を取り戻した。その代わりに精神年齢が急落し、口調が突然幼くなる。表情も同様で、中学生ほどに見えていた少女が、小学校に上がったばかりの幼女へと退行してしまったように見えた。

　四度目の変化で、ようやく私の中の驚きよう愕がくの渦うずが消え、新たに混乱の激流が訪れた。

　ウィニュー。リズ・ウィニュー。その名を私は知っている。大災害に見舞われた広島市。その中心部で発見された少女の名だ。確かに〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の一人である。

　ならば、彼女はリズ・ウィニューなのか？　六十年以上前に裏界へと帰った〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の一人、リズ・ウィニューが、今頃になって世界を滅ぼそうとしていると？　だが、この現象はなんだ？　彼女一人の中に複数の人物が同居しているようなこの現象はどう説明するんだ？　六アガレではなく一ヘイスとはどういう意味だ？　それに、この部屋は？　よくできた模造の品？　お兄ちゃんをつくった？

「アハハッ。混乱させちゃってるみたいだね。仕方ないかな。アタシとアナタタチじゃ違いすぎるもの。お父さんだって、そのことを理解するのに何日も掛かったから。アタシが他の個性をアタシって呼ぶことを、ずっと不思議がってた」

　戸惑っている私を労いたわるような微笑ほほえみを浮かべながら、少女は言った。落ちた精神年齢が少し上がり、年相応に思える口調へと変化している。しかし、男勝りといった感じの、親しみやすそうな明るい雰ふん囲い気きは、彼女の楚そ々そとした外見にはどこかそぐわない。

「ごめんなさい。貴方を惑わすつもりはなかったの。ただ、こうして人と話をするのは久しぶりだから、つい……ね？」

　余程に私が周しゆう章しよう狼ろう狽ばいして見えたのか、現れた時と同じ口調に戻った少女が、眉まゆ根ねを少しだけ寄せて困ったような笑みを作り、頭を下げた。

　あれ？　なんなんだろう、この状況。そもそも、私は彼女を――世界を滅ぼそうとする〝悪意ある者〟を倒しに来たのじゃなかったか？　なんで、その倒すべき相手に頭を下げられているのだろう。

　そんな馬鹿馬鹿しい違和感が、ようやく私に常の思考能力を取り戻させた。

「君は誰なんだ？　〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉……六人のうちの誰だ。リズ・ウィニューなのか？」

「うい？　ウィニューはウィニューだよ？　でもねでもねっ！　ウィニューはみんなでもあるのぉー！」

　また口調と雰囲気が変わった。自分をウィニューと呼ぶ最も幼い口調。スイッチを切り替えたような唐突な性格の変化だ。

「ウィニューは……みんな？　……すまない。意味がわからないのだが」

　素直に疑問を提示してみると、少女は一歩前に進み出て、ちょっと首を傾かしげながら上うわ目め遣づかいに見つめてきた。そして、純じゆん粋すい無む垢くそのものといった笑顔を浮かべながら、私に問いかけた。

「んー？　お兄ちゃん、ウィニューに教えてほしいの？」

「うん」

　何の躊躇ためらいも逡しゆん巡じゆんもなく、私は頷うなずいていた。

「あら、とっても素直なのね、貴方って。ちょっとだけ意外だわ」

　少女の鈴を転がすような笑い声を聞きながら、私は考えていた。

　どうして、この子はこんなにも無邪気な声で笑えるのだろう。ミャーは、世界を滅ぼそうとしているのは〝悪意ある者〟だと言った。だが、自分でそう名乗ったこの少女には、悪意なんて欠片かけらも感じられない。私に対して敵意や害意を向けているようにも思えない。それに――

「よっし！　それじゃあアタシが色々教えてあげるよ。何から話せばいいかなー？」

　彼女はミャーに似ているんだ。口調や雰囲気、人格そのものが変わっているように見えても、一貫してそう感じる。

「そうね……まずは自己紹介から始めましょうか」

　少女は長いスカートを摘つまみ上げ、貴族令嬢のように優雅なお辞じ儀ぎをした。

「私は、エイ・レネ。今、貴方の見ているこの姿は、私という個性のためにデザインされたのよ」

「デザインされた……姿？」

　疑問に思ったことそのままの呟きは、綺麗に掻かき消されてしまった。少女が次々と口調を変え、怒ど濤とうの勢いで残り四人分の自己紹介をしたからである。

　まず厳しい男口調が「カグ・ラレナ・ツィーゼだ。カグラでいい」と名乗り、気高い姫君のような口調が「ウェス・ウィリペですわ」と続き、丁寧な口調が「イグーヴィ・クーナと申します。クーナ、とお呼びくださいね」と儚げに微笑み、最後に明るい口調が「エアレカ・レウアだよっ！」と元気いっぱいに締しめ括くくった。

　名付けて多重人格の万華鏡。クルクルと変わる口調と表情に、少し目が回った。だが、とりあえず、彼女（たち？）の名乗る名が、記憶にある〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の名と同一であることだけは確認できた。

「ねえ？　まず訊きいておきたいのだけれど、貴方はどう思うの？　こんな風に喋しやべり方や性格が変わるのって、どうしてだと思う？」

　エイ・レネ（の口調）にそう尋たずねられ、私は今の段階で考えられる仮説の中で、現象の原因として最も蓋がい然ぜん性せいの高い説を挙げてみた。

「解離性同一性障害――いわゆる多重人格症状に似ていると思う。裏界の住人が、表界の人間と同じ精神障害を患わずらうかどうかは知らないが」

　私も門外漢なので解離性同一性障害について詳しい知識を有しているわけではないが、彼女の口調がコロコロ変わる様を見ていたら、以前に観た多重人格の少女が主人公の映画を思い出したのだ。

「多重人格……か。似てはいるけれど、少しだけ違うと思う。私は、裏界が創り出した〝個性〟なのよ」

「裏界が創り出した個性？」単語の意味しか理解できず、そのまま聞き返していた。

「空想人格、と言ってもいいかもしれないわね。たとえば、物語を書く人は、自分の中で登場人物を創り出すでしょう？　どんな性格か、どんな喋り方か、どんな姿か……考えて、想像して、自分の中に自分じゃない人を創り出す」

　今気付いたが、先程からエイ・レネだけが話している。私が混乱しないように気を遣ってくれているのだろうか。

「それと同じように、裏界の中に創り上げられた空想人格……最近はキャラクターと呼ぶのかしら？　私は個性と呼んでいるけれど、いくつかある個性のうちの一つ、エイ・レネという名の個性が、私なのよ」

「待ってくれ。その物言いだと、まるで裏界に人間と同じような人格や意思があって、君らはその妄想の産物に過ぎない、ということになってしまうぞ？」

「あら、その通りよ？　それが正解」

　少女は、笑顔と拍手を私に送った。

「な、なに？　裏界には、世界そのものに人格があるのか!?」

「うーん……世界が人格を有していると言うよりは、人格を有する個体を貴方たちが世界と呼んでいる、と言ったほうが近いと思うわ」

　認識の違いね、と少女は言った。

「まず、理解し易いように、貴方の世界――表界との比較で説明するわね」

　私は手に持ったままだった写真立てを元の位置に戻し、少女の説明に集中した。

「貴方の世界は、一つに見える物体でも実際は複数によって構成されている……そうでしょ？　人も、花も、動物も、星も、宇宙だって、そうよね。確か原子と呼ぶのだったかしら？　それが寄り集まることによって、一つの世界が形作られている」

　普段そうと意識することはなくても、表界で暮らす私たちの周囲にあるものは全て、数え切れぬ個体の集合体である。人間も、人間という単位で計はかれば一つの〝個体〟だが、原子――それを形成する電子と原子核、さらには原子核を構成する陽子と中性子――という単位で計れば、兆や京でも表しきれない無数が寄り集まった〝群ぐん体たい〟なのだ。

「だから、表界は言ってみれば〝群ぐん〟の世界なのよ。複数で構成される、一個の世界。世界という個体を、沢たく山さんの個体が群れを成すことで形作っている」

「それは……確かにその通りだろうが、裏界は違うと言うのか？」

「ええ。裏界の在り方は、表界とは真逆に個体が形作る世界……一つで作り上げられた一つ、貴方たちが裏界と呼ぶ個体のみで完成した〝個〟の世界なのよ」

　十秒間ほど、広い洋風の寝室を静寂が支配した。少女は、自分の発した言葉を私がしっかりと受け止め、ちゃんと飲み込めるように、時間を与えてくれたのだろう。

「裏界には裏界一つしかない。今、貴方が見ているこの部屋には色々な物があるわよね。寝台に、簞笥に、炬燵に、貴方が持っていた写真立ても。貴方にはそれらが独立して存在しているように見えるかもしれないけれど、実際には全て裏界の一部に過ぎないの。寝台も、簞笥も、炬燵も、写真立ても……そして私も。全部が裏界そのもので――」

　私は裏界わたしなのよ――と、少女は言った。

「貴方は裏界わたしを世界と呼ぶ。でも、裏界わたしには自分が世界だなんて自覚はないの。こうして自分の中に世界のようなものを創り出してはいるけれど、それも表界の真ま似ね事ごとでしかないわ。私――エイ・レネやリズ・ウィニューといった個性を想像して創造したのもそうよ。もっとも、個性を創ったのは、それを表界に送り込むためだったのだけれど」

　私は、赤ん坊が初めて離乳食を口にする時みたいに、ゆっくりと時間をかけて少女の説明を嚙み砕き、飲み込んでいった。本音を言えば、どれだけ咀そ嚼しやくしても喉のどに痛みを覚えるくらいに、少女の話は私の常識から乖かい離りしていた。

　だが、中には「その理屈ならば確かに納得がいく」と思えるものも含まれていたし、なにより少女が噓うそを吐ついているように見えなかったこと――いや、少女が噓を吐いていると思いたくなかったことも手伝って、私は彼女の言葉を理解しようと努つとめていた。

「〝個〟の世界……複数であるように見えて単一、離れていても同じ存在。君が……君たちが裏界の一部として繋つながっているというのなら、ミャーもそうなのか？　世界を隔へだて、遙か彼方かなたにあっても尚なお、一つの存在――裏界という〝個〟であると？」

「裏界わたしは一つだもの。距離という概念は持っていないわ。理解しにくいかもしれないけれど、遠くに居るのも近くに在るのも、裏界わたしにとっては同じことなのよ」

　私が〝悪意ある者〟の正体について尋ねた時、ミャーが慌てふためいて必死に誤魔化そうとした理由がわかった。ミャーには「世界を滅ぼそうとしているのは裏界わたしです」としか答えようがなかったのである。

「それとね、裏界わたしには上下関係という概念もない。個性を創り出した裏界わたしの根本にある意思……総意と呼ぶべきものと、創造の産物に過ぎない個性とは、自身に対する権限が同等なの。だから、私は世界を滅ぼそうとしているし、アルレイミャーはそれを止めようとしている」

　普通の多重人格症状なら、仮に人格の中に人を殺そうとする者が存在したとしても、表出する人格は常に一つだから、他の人格が殺人を止めることはできない。だが、裏界は、表界に送った六つ、ミャーも加えれば七つの実体を構築できるほどに巨大な存在だ。同時に複数の個性――人格が表出し、それぞれが争うなどということも起こりうるということか。

　さらに言うなら、個性ごとに分かれることができるのならば、逆に一つの実体に複数の個性を同居させることもできるのだろう。今の〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉はそういう状態だと推察できる。

「君が〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉として表界にいた時、離れていても意思疎通ができたと学校で習ったが、それも裏界という個体だからか？」

「学校で習ったの？　私ったら有名人になっちゃったのね」

　少女は照れ笑いを浮かべた。その頰ほおに浮かぶ色は朱ではなく橙だいだい。

「私は個性で別々に存在しているように見えても、実際には一つだから、疎通するまでもなく私――エイ・レネの考えていることはリズやエアレカの考えていることでもあるのよ。それに、感覚だって一つ……えっと、表界の概念で言えば〝共有〟している状態だから、エイ・レネが見ているもの、聞いている音は、他の個性の見ているもの、聞いている音でもあるの。勿もち論ろん、アルレイミャーが何を見ているのかもわかるわ」

　そうか。だからミャーは〝悪意ある者〟は表界の様子を知れると言ったんだ。ミャーの見ているものは裏界の見ているもので、裏界の見ているものは〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の見ているものだから。

　それに、ミャーは裏界側からは〝悪意ある者〟に攻撃できないと言っていたが、その理由も理解できた。〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉に対して攻撃するというのは、自分に対して攻撃するのと同義なのである。それも、自分の体にではなく、心にだ。そんなこと不可能に決まっている。

　ミャーは……あの天然娘は、そんなどう考えたってできっこないことをやろうとしていたのか。「危険だから他人を巻き込みたくない」って、そもそも他人でなければ解決できない問題だろうに。まったく……彼女が今この場にいたなら、思いっきり抱き締めていただろう。イジラシイにもほどがある。

「貴方が精神体でしか渡って来れなかったのも、裏界わたしが個体だからなの。複数で構成されている表界には、裏界わたしの一部を割り込ませる隙間があったけど、裏界わたしは一個で完成されているから、精神体となって裏界わたしの意思の中に入り込む以外に術がないのよ」

　そこまで説明したところで、少女は少し黙った。私も、一度に与えられた多くの情報を整理するために、しばらく口を休ませて考えた。二人して沈黙してしまうと、部屋に響くのは壁に掛けられた時計が秒を刻む微かすかな音だけになる。

「……ねえ？　ちゃんと理解できた？　私に訊きたいこと、もうないの？」

　両手を腰の後ろで組み、ちょっと前まえ屈かがみになって、下から覗のぞき込むような上うわ目め遣づかい、という可愛らしい仕草で少女が言った。何故か、その表情は少し悲しげに見えた。

「え？　うん……そう、だな。大体のことは理解できたよ。ありがとう」

　本音としては、まだまだ訊きたいことが山を成していたのだが、これ以上未整理の情報を詰め込んでしまうと、私の頭の処理限界を超えてしまう。

「そう……そうなの……」

　小さく呟き、少女はシュンとしてしまった。そんな態度を取られても、私としては動揺するより他ほかない。ひょっとして、もっと話していたかったのだろうか。そう思って、なにか話題を振ろうとしたら――

「パンパカパーン♪　おにいちゃん！　ここからはクイズの時間だよぉ！」

　どこからともなく愉快なＢＧＭが流れてきて、いつの間にか私の前に赤いボタンが設置された台が出現し、頭の上には妙に重いシルクハットがのっかっていた。

「は？　え？　あの」

「今から、アタシがクイズを出題するから、アナタはそれに早押しで答えてねっ。一問正解するごとに豪華な景品をあげちゃうよっ！」

　困惑している私を無視し、少女は一人（六人か？）で話を進めていく。

「全問正解なさいますと、ニューヨークへの豪華ペア旅行券が贈呈されます。頑張ってくださいましね」

「ちょっ……えっ？　なにこれ？　ついさっきまで真ま面じ目めな裏界講義を受けてたのに、なんでそれがいきなりクイズ大会？　……って、うわ！　いつの間にか壁に『裏界横断ウルトラクイズ』とか書かれてるし！　いつの時代!?」

　さらに、少女は司会者のつもりなのか、マイク片手にド派手なジャケットを羽織っていた。いくら裏界じぶんが創った世界とはいえ調子に乗りすぎじゃないのか？

「それでは第一問！　ですわ！」

　ジャージャン！　という威勢の良い効果音が鳴り響いた。

　どうやら私のツッコミに応えてくれる気はないらしい。表界では魅み雷らいや弥み撒さ祈き先せん輩ぱいやミャーに、裏界では一人にして六人の〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉に、私はどこまで行っても振り回されるわけか。泣けてくる。

「貴様も知っているとおり、表界において私タチ個性はそれぞれ別個の名前を名乗っていた。その名前とは本来、全く別の意味を持つ言葉だったのだが、さて、それは――」

　ああ、一番大人っぽい口調だったカグラまで一緒になって……と、心の中で嘆なげいていたので、少女が言葉を止めたのが早押しクイズによくある〝ひっかけ〟の間だと全然気付かなかった。

「――個性一つ一つに与えられた、表界で果たすべき役割のことなのです……が！　それでは、貴方が表界で出会った個性、アルレイミャー・クロアラーナに与えられた役割を私たちの言葉で正しくお答えください！　ヒントは橋アールよ。わかるかしら？」

　制限時間は三十秒！　と宣言し、少女は自分の口で「ちっちっちっちっ……」と時計の針が刻まれる音を再現していた。変なところでアナログだな。

　名前が役割を表す……ということは、エイ・レネやエアレカ・レウアという名は、元々は裏界語の文章なのだろう。大災害の影響でそれ以外の記憶を失ったのか。

「……残り二十秒だよー！　ちっちっちっちっ……」

　いや、それよりも問題だ。確か、ミャーの役割は〈関所ゲ・ル・グツヘンラ〉で二つの世界のバランスを保つことだったはず。それを、ミャーの名前に近い形で文章に……咄とつ嗟さに閃ひらめける程度で……橋アール……そうか、わかった。

　ピンポーン！　早押しボタンを押すと、台に取り付けられたランプが光り、頭の上でカシャンと軽快な音がした。多分、？マークの札が立ち上がったのだろう。

「はいっ！　一番の解答者の方！　お答えをどうぞ！　ですわ！」

　一番も何も私しかいないけどな。

「ミャーの名前は〈アール・レイン・ム・アーク・ララナ〉を捩もじったものだろう。日本語に訳せば〈二つの世界を繋ぎ止める橋〉ってところか？」

「ピンポンピンポンピンポーンッ!!　おにいちゃん、だいせぇーかぁーいっ!!」

　まるで自分が正解したみたいに少女が飛び跳ねながら叫ぶと、高らかにファンファーレが響き、天井から紙吹雪が降ってきた。

「おめでとう。正解者には、私が〈水すい盆ぼんの杜もり〉で拾い集めた団どん栗ぐりの壜詰めを進しん呈ていしよう」

「いらん」

　大小様々な団栗の詰まった、少女の頭くらいある大きな壜をズズイと差し出されたが、速攻で辞退した。

「あら、そうですか……それならば、菓子箱がいっぱいになるまで集めた蝉せみの抜ぬけ殻がらコレクションを――」

「もっといらん」

　私もそうだったが、子供って変な物を集めたがるよね。

「もー！　そんなワガママばっかり言うんなら、景品あげないんだからっ！」

　子供にとっては宝物であろう景品を、私が無む下げに拒こばむものだから、少女はプーと頰ほおを膨ふくらませてむくれてしまった。けれど、不機嫌を装いながらも滲にじみ出る喜色は隠せていない。心底から今の時間それ自体を楽しんでいる、そんな表情だった。

　それにしても……私は一体何をしているのだろう。ヒラヒラと宙を舞う紙吹雪を見て、そう思った。私の記憶違いでなければ、裏界に来たのは世界を救うためではなかったか？　少なくとも、はたからでは多重人格にしか見えない裏界そのものの少女とクイズゲームに興じるためではなかったはずだ。

「それでは第二問！　次はもっと難しい問題よ？」

　あっと言う間に膨れっ面を微笑に戻した少女が宣言した。

「先程、私は世界を滅ぼそうとしていると言ったが、それは一体どのような方法か。それが二つ目の問題だ。難易度が高いから制限時間は無い。じっくり考えろ」

　それは事の核心を突くような問題だった。世界を滅ぼす方法、それはミャーも口を濁していたから、ずっと気になっていたことではある。だが、

「業ごう魔まだろ？　〈狂いの水盤〉から業魔を大量に送り込んで、表界を制圧するつもりなんじゃないか？」

　急に馬鹿馬鹿しくなってしまって、やる気を失っていた私は、そんな投げやりな答えを返した。正解でないことは聞くまでもなくわかっている。

「ブッブーッ!!　はずれでーすっ！　これで豪華ニューヨークペア旅行券獲得のチャンスはなくなっちゃいましたー！　ざんねんっ！」

　ほらね。

「ゴマちゃんを送り込んだのは、攻撃ではなく、妨害のためだったのです。僅わずか二百体で制圧できるほど、表界は狭せまくないでしょう？」

　ぬぅ……彼女まで業魔をゴマちゃんと呼ぶのか。……いや、違う。驚くポイントはそこじゃなかった。

「二百体……？　君は、あの業魔を二百体も送り込んだのか？」

「うん。でも、魅雷さんと弥撒祈さんに全部倒されちゃったけど」

　倒された？　二百体もの業魔が？　たった二人の女子高生に？

「やはり、見よう見まねでは上う手まくはいかぬということだろう。貴様の世界にいるミカガミとやらの真似をしてみたのだが、中途半端な形に終わってしまった」

「ミカガミ……天あま之の上うえ彌み迦か神がみ？　その真似というのは」

「あの人は、裏界わたしの一部を千ち切ぎってそれを表界へ連れて行ったの。〈関所ゲ・ル・グツヘンラ〉を通ることで変質した実体を使役していたのね。私はそれを真似たんだけど、自分で自分を切り離すのはとっても大変だから、もうしないわ」

　なんということ。裏界の生物ではなく、裏界そのものを召喚する行使だったのか、特級行使〈業魔降臨グー・ヘン・オーヴ・ア〉は。恐るべし天之上彌迦神。正体を知ることは疎おろか、観測すらできない異世界を千切るとか、まさに神業だ。

「そんなことより！　貴方がはずしてしまったのですから、正解を発表しますわよ！」

　私は早押しボタンの台に突つっ伏ぷし、少女の言葉に集中していなかった。彌迦神のこともそうだが、魅雷と弥撒祈先輩が二百体の業魔を殺処分できるほど強いという事実に打ちひしがれていたのである。

　だから、第二問の答え、世界を滅ぼす方法を音として聞いて、しっかりと理解するまでに相当な時間がかかった。

「ウィニューね？　ジサツするんだよ？」

　幼い口調で発せられた声が私の耳に入り、鼓こ膜まくを震わせ、その情報が脳に伝わり、音を言葉だと分析して、ジとサとツの三語で構成されていると理解し、それに「事札」や「自撮」などの漢字を順番に当て嵌はめてみて、正しい「自殺」という漢字二文字が浮かび上がるまで、かかった時間はおよそ十秒。

「あー！　なんで!?　どーして笑うの!?　噓だと思ってるの!?　アタシ本気だよ!?　本気で自殺しちゃうんだからね!?」

　私は腹を抱えて笑っていた。

「酷ひどいじゃありませんの！　ワタクシは本気の本気で自殺すると言っていますのに！」

「いや、だって……そりゃ、笑うだろう？　よりにもよって自殺ってさ……」

　少女が橙色の頰を膨らませ、プンプンと表現して相そう違いない怒り方で、本気で自殺するのだと主張すればするほど、私は笑った。

「大体さ、君一人が死んだところでどうなると言うんだ？　どこをどうしてどう経由したら、君の自殺が世界の崩壊に結びつく？　それに、君は裏界が創り出した個性なんだろ？　個性の一つが死んだくら――」

　言葉とともに、自分の笑顔が凍るのがわかった。

　そうだ。何を笑っているんだ私は。目の前にいる少女は、裏界そのものなんだぞ？　裏界に暮らす一人の女の子、ではない。個性で分かれているように見えるだけで、実際には裏界と同じ存在。そして、裏界には上下関係の概念がない。だから、彼女の発言は裏界の発言で、彼女の死は――

「私の死は、裏界わたしの死でもある」

　また、いつの間にかクイズ大会のセットが消えていた。早押しボタンも、シルクハットも、紙吹雪も、少女が羽織っていたジャケットも。

「アルレイミャーが、わたくしを止めようとしていた理由……おわかりいただけますか？　彼女は、裏界じぶんを殺そうとする裏界じぶんを、止めようとしていたのですよ」

　ミャーはなんと言った？　彼女は、二つの世界が滅ぼされようとしている、と言ったのではなかったか。表界だけでなく、裏界だけでもなく。

「アタシの願いは、裏界アタシの願いでもあるんだ。そしてね？　裏界アタシはアナタたちよりもずっと上手く自分を操れる。だから、アタシが死を望めば、その望みどおりに、アタシはアッという間に死んで、一緒に裏界アタシも死ぬんだよ」

　裏界と表界は、一枚カードの裏と表のように密接な関係にある。片方の変化が、もう片方の世界に影響を与え、それを利用したのが〈アガレの法力〉。

　もし、二つで一つとも言える世界の片方が、死んだら、消滅したら――

「裏界わたしの死は、貴方たちの世界にも深刻なダメージを与え、崩壊させるわ」

　そして、二つの世界は滅ぶ。

　私は叫んでいた。

「自分が何を言っているのかわかっているのか？　二つの世界が滅びると理解した上で、それでも自殺すると？　本気で自分を……世界を殺そうと言うのか」

「本気だよぅ。ウィニューはぁ、本気で自殺しちゃうんだよぉっ」

　向日葵ひまわりのような笑顔で言う少女に、私は憤いきどおるよりも、ただ呆あきれた。

　思ったとおり、彼女は無邪気だ。悪意も、敵意も、害意もない。無邪気なままで世界を滅ぼそうとしている。こんな少女にどんな感情を抱けばいいんだ？　憤りも、憎悪も、悲哀も、何も湧いてこない。彼女に対して何を言ってやればいいのかさえも、私にはわからない。

　だが、一つだけ、はっきりしていることがある。

「ねぇねぇ……アタシ、自殺しちゃうんだよ？　世界、滅ぼしちゃうんだよ？　アナタはどうする？　アタシのこと……止めちゃう？」

　イタズラっぽく微笑みながら、私を上目遣いに見つめる少女。藍を基調とした玉虫色に、ミャーの姿が重なった。右手にミャーの体温を感じる。ミャーが、表界で今も私のことを待ち続けてくれている、その証あかしを。

「止める」

　少女を真正面に捉とらえ、私は宣告した。

　少女の笑顔が、戸惑いの表情に変わった。

「ど、どうして？　なんのため……ですの？」

「少なくとも、世界のためではないよ」

　私はミャーが信奉する勇者様とは違って、世界などという定義すら曖あい昧まいな漠ばく然ぜんとしたもののために行動することなどできない。

　だが、少女の死は、裏界の死だ。裏界の死は、ミャーの死を意味する。私の目の前で自殺をほのめかしているこの少女は、ミャーと同じ存在なんだ。「世界が死のうとしている」なんて、まるで実感が湧かないが、ミャーが「自殺します」なんて馬鹿なことを言い出したのだとすれば、それは止めるに決まっているだろう。

「私は裏き界みを死なせない。絶対に」

　決意を口にし、一歩を踏み出す。真正面に、真まっ直すぐに、少女を見み据すえて。

「断る……と、言ったらどうする？　どうしても……どうあっても、私は自殺するのだと譲らず……貴様に……攻撃、したら？」

　少女の瞳が、口調と共に鋭く尖る。けれど、言葉は途切れ途切れで、最後のほうは、そのまま消えてしまいそうなくらい小さな声だった。

「その時は……ぶん殴ってでもとめるさ」

　私は力を込めて断言した。

「えっ？　しょっ……正気ですの？　アナタが見ているこの世界は、ワタクシそのもの……いくらでも好きなように変えられるんですのよ？　その気になれば、アナタの精神体を……その、破壊することだって……」

　面白いものだ。ついさっきまでは私の方が彼女の正気を疑っていたというのに。

「正気と言うか、本気だよ。君は本気で自殺すると言ったじゃないか。それなら、私だって本気で挑むしかないだろう」

　はっきり言って、自信はない。〝精神体の破壊〟というワードに少しビビったのも本当だ。それに、女の子を殴るのに躊躇ためらいを覚えないと言えば、それは大噓である。だけど、だからこそ見過ごせないではないか。殴るのに躊ちゆう躇ちよするくらい可愛い女の子が、今から自分の命を絶ちますと宣言しているんだ。ミャーや世界が関係なくったって、無視できることではない。

「そ、そう……本気なんだ。命がけで……止めて、くれるんだ」

　少女は何故か頰を染め、髪を弄いじくったり、玉虫色の目をアチコチに泳がせたりして、なんだか〝もじもじ〟しているように見えるが……気にはしない。

　彼女は本気だと言った。ならば私も本気をもって応えよう。

　問題は、裏界の精神世界で〈アガレの法力〉が発動できるかということだ。無論、攻撃に使うつもりはない。ぶん殴ると言っても、ゲンコツ一発くらいでいいんだ。法力は、あくまでも精神体を破壊されないよう防御するために使うのである。別に精神体破壊攻撃に怯えているわけではない。

「えへへ……こーゆーのって、やっぱり嬉しいな。これなら、もっと甘えても大丈夫……だよね？　にゃはは……」

　胸の前で両手の人差し指をクリクリしながら、少女はなにやらブツブツと呟いている。もしや……精神体破壊の算段を立てているのか？　早急に対策を練らねば。

　当たり前すぎて忘れてしまいがちだが、〈アガレの法力〉とは『裏界に干渉し、裏界を変化させる』ことで奇跡を起こす力だ。ならば、法力行使と同じイメージで、この裏界の精神世界にもなんらかの変化を起こすことができるかもしれない。

　試しに、腕を前に出して、表界で行使紋様を構築する時と同じイメージを思い描くと、当然のように黒いラインが指先から伸びた。厳密に言えば紋様構築も法力の一つだ。故に紋様が構築できるなら行使も発動できるはず。これなら、少女の頭を叩いても私の精神体は壊されずに済みそうだ。

「自殺やーめたっ！」

　少女の明るい宣言に、世界がとまった。

「……………………は？」

　頭の中は真っ白になった。集中力が途絶え、構築途中だった紋様も消え去ってしまった。

「あの……今、なんと仰おつしやいました？」

「自殺はやめにする……って言ったのよ。世界は救われたってことね」

　ドスン。私は絨毯の上にへたり込んだ。腰が抜けたのではない。砕けたのだ。

「どうなさいました？　座り込んでしまって……あっ！　申し訳ありません！　長く立ち話していたから、お疲れになったのですね？」

　満面の喜色に僅かな心配を混ぜ、少女は私の手を取り立ち上がらせると、そのままテーブルの横の椅子に座らせた。その間、私の思考は完全に停止していて、少女に導かれるまま無意識に動いていた。

「今、お紅茶を淹いれて差し上げますわ。……べ、別に貴方のためではなくってよ。ワタクシが飲みたいから、そのついでに淹れてあげるのですわ。あ、あくまでもついでですからねっ！　か……勘違いしないでほしいですわ！」

　テーブルの端に置かれていたティーセットを引き寄せながらの、お手本のようなツンデレゼリフに、私はハッと白昼夢から目覚めるかの如く思考能力を取り戻した。

「じ、自殺をやめるって……本当に？　噓じゃなく？　ってかなんで急に？　え？　こ、この辺りから世界の命運を懸けた激しいラストバトルが始まるんじゃないの？」

　少女の攻撃を一身に受けながら全く抵抗せずに歩み寄り、少女の頭にゲンコツ一発、傷ついた体に笑顔を浮かべ「いのちはだいじに……だろ？」と優しく言う私に、少女が感激の涙を流しながら「ごめんなさい……！　もう、自殺なんてしないから……！」と抱きついてくる――という展開を妄想したのは私だけか？

「ラストバトル？　ひょっとして、私と戦いたかったの？」

「い……いや、そう真っ正直に言われると、戦いたくはなかったけど……。だが、本当に……本当に自殺をやめてくれるのか？　世界を滅ぼさないでくれるのか？」

「ええ、噓ではありません。わたくし、もう自殺するなどとは申しません。元より、八つ当たりのようなものでしたし……それに――」

　少女はテーブルの上に両手で頰杖を突き、真っ直ぐ私の目を見つめながら、言った。

「アナタに止めてもらえて、すっごく嬉しかったからっ！」

「う……それ、は」

　弾けるような笑顔を前にして、私は何も言えなくなってしまった。

　その笑顔にそのセリフのセットは反則じゃありませんか？　できれば、後で動画ファイルにして私のパソコンに送ってもらいたい。

「はあぁぁぁ……」

　言葉の代わりに溜息を吐く。女の子の笑顔の前では、それくらいの抵抗しかできないのだ。男というものはな。

　兎とにも角かくにも、こうして世界は救われた。……私は何もしていないけど。

　よっぽどご機嫌なのか、踊るような仕草で紅茶を注そそぎ始めた少女を眺める。実に馴なれた手つきだ。ボーッと見ていたら「お砂糖とミルクはどうしましょうか？」と訊かれたので、「砂糖はスプーン一杯分、ミルクはいらないから」と答えた。

　異世界へ来て、世界を救い、その後で女の子と〝お茶会〟とはね。そりゃあエンディングテーマやスタッフロールが用意されているとは思っていなかったが。

「はい、どうぞ。お口に合うといいのだけれど」

「ああ、ありがとう」

　カップとソーサーを受け取り、早速、香りだけで美味とわかる紅茶を味わう。……うん。美お味いしい。紅茶に異様なこだわりを持つ弥撒祈先輩に鍛えられた私が言うのだから間違いない。感想を素直に告げると、少女は含がん羞しゆう混じりの、ニコーという、ミャーに似た笑顔を浮かべた。

「えへへ……楽しいなぁ。あのね、アタシ、こうして誰かとお喋りするのって、すっごい久しぶりなんだ」

　言いながら、自分の分の紅茶をカップに注いでいく。

「だから……な。貴様がここまで来てくれて、嬉しかった。それで……その……もっと、一緒に居たいんだ。たくさん、お話ししたり、したい」

「お話し？　私と……？」

「ええ。お話し。少し話をするだけでいいの。駄目……かしら？」

　カチャン――と小さな音を立てて、少女はティーポットをお盆の上に置いた。白い手は、微かすかに震えていた。恥じらい半分の笑顔には、砂糖ほんの一ひと摘つまみ分くらいではあったが、不安の表情を見て取れた。

　もしかして、この子は寂さびしいのだろうか。

　最初に現れた時、個性をコロコロと入れ替えて私を驚かしたのも、裏界について丁てい寧ねいに教えてくれたのも、クイズゲームではしゃいでいたのも、自殺をほのめかしたのも、それをすぐに撤回したのも……ただ、寂しかったからじゃないのか。

　裏界は〝個〟の世界だ。裏界そのものである〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉には、お喋りしたり遊んだりする他人がいない。自分の中に、表界に似た世界を創り上げても、そこで暮らすのは、思考も気持ちも記憶も感情も全て自分の空想という、ただの幻。

　それは、自分の中に妄想のキャラクターを生み出して対話する行為に似ている。人形に名前をつけて、それと語り合う行為に似ている。虚むなしい一人遊びだ。

　裏界は今までどんな気持ちで表界を見つめてきたのだろう。どんな想いで、狭間に隔てられて触れることの叶わぬ〝他人〟に溢れた世界を見ていたのだろう。どんな願いで、六十六年前、自分の一部たる〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉を表界へと送り込んだのだろう。

　期待していただろうか。喜びに涙していただろうか。

　ようやく孤独から救われると、これでもう……独りではなくなるのだと。

　裏界この子は孤独なんだ。ただ、寂しかっただけなんだ。

　今、ようやく、それがわかった。

「私でいいなら、話くらいいくらでも。時間が許す限り、お喋りしようか」

　考えていたのは一瞬のことで、私はほとんど即答していた。

　すると、まるで夜が明けていくかのように、少女の表情がパアアァァッと明るくなって、笑顔という光が満ち溢れた。……ここまで無防備に喜ばれてしまうと、何故か悪いことをしているような気分になってくるのはどうしたものか。

「いいのっ？　ホントにいいのっ？　ウィニューとお話ししてくれるのっ？」

　さっきまでとは立場が逆転して、今度は少女のほうが私の言葉に噓がないかと確認してくる。だから私は、何度も頷き、何度も「本当だよ」と念を押した。

　少女は、恥じらっているのか橙色一色の顔を押さえて俯いてみたり、パタパタとテーブルの下で足を前後に振ってみたり、「嬉しいなったら嬉しいなー♪」と即興の喜びの歌を歌ってみたりと、一ひと頻しきり感激のリアクションを熟こなしていた。流石に、手元に紅茶の注がれたカップがあるためか、飛び跳ねたりはしなかったけれど。

　その様子を見ている私も、頰が緩むのを抑えることはできなかった。

「あ、そうだ。お話しするのはいいんだが、一つ頼みがあるんだ」

「頼み？　なんですの？」歓喜の奔流が落ち着き、せっせとスプーンを動かして紅茶を砂糖で薄める作業に入っていた少女は、ふにっと小首を傾げた。

「できればで構わないが、その……話し方を誰か一人に統一してもらえないか？」

　個性の万華鏡にも少しずつ慣れてはきたのだが、慣れるのも問題だと思うんだ。

「あら、そう？　それじゃあ、私――エイ・レネが代表になるわね」

　少女――エイ・レネは、砂糖で薄まった紅茶を、さらに大量のミルクで薄めてから、優雅な所しよ作さでカップに口をつけ……ズズズーっと、盛大に音を立てて啜すすった。どうやら、ミャーと同じく見た目の割に子供であるらしい。

「それで……だな。これからする〝お話〟のことなんだが――」

　改まって〝お話しする〟というのは少し恥ずかしかった。

「幾いくつか、君に訊きたいことがあるんだ。まずは、それを確認させてもらってもいいだろうか？」

「ふふっ……そんなに改まらなくてもいいのよ？　貴方に訊かれたことになら、なんだって答えてあげるわ」

　スリーサイズでもか？　……という質問は勿もち論ろん口にはしませんでしたよ？

「理由を教えてほしいんだ。君が、世界を滅ぼそうとした理由を」

　――どうして、寂しがり屋で子供な君たちが、世界の崩壊を願ったりしたんだ？

　それは、裏界の孤独に思い至った時、ふと生じた疑問だった。

　多分、私は高をくくってもいたのだ。どうせ大した理由ではないだろうと。本当に、ただ誰かの気を引いて裏界まで来てほしかっただけではないかと。

　要するに、私は何も考えていなかったのである。天野龍仁に裏切られたはずの〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉が、何故、彼の寝室を自分の中に創り上げてしまうほどに、彼との思い出を大切にしているのか、その理由を。

　だから、エイ・レネが悲しげに目を伏せるのを見て、心の底から驚いたのだ。

「それを教えることは、別に構わないの。ここまで来てくれた貴方になら、話してもいいと思っている。でも、私には、正確にどれが本当の〝理由〟なのかわからないのよ。だから、知りたいと言うなら、全てを話さなくてはならない」

　少女の瞳が、私を見据える。藍、赤、橙、青、紫、黄……そして緑の瞳が。

「全部を話すには、とてもとても長い時間が必要になるでしょうね。だから――」

　貴方には自分で思い出してもらう――少女は悲しげに微笑んだ。

「思い出す……？」

　その瞬間、私の中に何かが入ってきた。私の存在を割り裂き、鋭く尖った先端を私の心へ突き刺し、傷口を押し開くようにして何かが、私の中に。そして、強烈な力で押し付けてくるのだ。己の記憶を、知識を、全てを――

「うあっ……!?　い……や……これ、は……これは……」

　違う。これは違う。逆だ。私の中にいる何者かが、表へ飛び出そうとしているのだ。私の中の、私じゃない別の誰かが、心の内側から突き上げてくる、込み上げてくる。そうして、私の記憶を励起し、喚かん起きする。思い出せ、忘れるな、思い出せ――

「大丈夫。貴方が壊れないように、補完する記憶は最小限にとどめるから、安心して」

　少女の、母親のような優しい声が、遙か遠くに聞こえた。

　その間も、何者かが、私の記憶を刺激し続ける。思い出せ、思い出せ――と。

　私ではない他人の記憶が、他人のものであるはずの記憶が、私の中で甦よみがえり――

「き……君は…………日本……人、は…………君を………………君らを……」

　そうして、私は自分が生まれる前の出来事を思い出した。

　酷く残酷で、吐き気を催もよおすほどに現実的な――

　裏界わたしの記憶を思い出した。




　　　　　▽




　一九四八年二月二日。

　私たちの日常は、軍ぐん靴かが床を叩く重々しい音で粉ふん砕さいされた。

　知らない男が叫んでいる。愛いとしい人も叫んでいる。逃げろ、と叫んでいる。

　私は逃げなかった。逃げたら、愛しい人がどうなるかわかっていたから。

　外は雨だった。冬の雨。冷たい雨。傘かさくらい差してくれてもいいのに。

　私はトラックの荷台に乗せられた。愛しい人とは別の車に乗せられた。

　連れて行かれたのは山奥。森の中に隠すようにして建つ四角い建物。

　与えられたのは痛み。色々な痛み。体の痛み。心の痛み。

　私は叫んだ。喚わめいて、泣いて、藻も掻がいて、懇こん願がんした。

　それなのに、誰も助けてくれなかった。誰も、やめてくれなかった。

　窓のない狭い部屋に閉じ込められた。男たちが私を見下ろして笑っている。

　何本もの腕に体の自由を奪われる。笑っている。荒い息。キモチワルイ――

　痛かった。体よりも、心が痛かった。男たちは泣き叫ぶ私を見て笑っていた。

　男たちは楽しそうに笑いながら、繰り返し繰り返し、私に痛みを与える。

　何がそんなに楽しいの？　何故、私を笑うの？　嘲わ笑らうの？　哄わ笑らうの？

　毎日のように笑われて、それでも慣れることはなかった。毎日毎晩、泣き続けた。

　時間の感覚が失われ、いつとも知れぬ夜のこと。

　私は翻ほん弄ろうされていた。ただ愛しい人のためにと、男たちの命令に従っていた。

　ズキリ――小指に痛みが走る。見ると、私の小指がなくなっていた。

　何かを飲み込んだ男が、狂ったように吼ほえていた。

　ブチブチ、ブチブチ、私の中から音がする。何かが千ち切ぎれる音がする。

　ボタボタ、ボタボタ、私の外から音がする。私から何かが零れ出る音がする。

　ガリガリ、ガリガリ、私の体を何かが揺らす。私を削けずる何かが揺らす。

　体が欠けていく。何かに蝕むしばまれていく。何かに飲み込まれていく。

　そんな夜が続いた。果てしなく、明けることのない夜だけが続いた。

　意識が霞かすむ。視界が暈ぼやける。両足の感覚がない。右腕は、もうない。

　いつもと同じ。また朝になれば元通り。そしてまた、地獄が始まる。

　床が冷たい。見上げた電球がチカチカ光っている。その光に、左手を伸ばす。

　指先が、少しずつ消え始めた。体が、五感が、心が、消え始めた。

　待って。せめて、最後に、もう一度だけ愛しい人に会いたい。

「…………………………兄さん…………」

　愛しい人を呼ぶ。けれど、その声は届かない。愛しい人には、もう会えない。

　やがて、闇の底へ落ちていくように、意識が消えた。

　そして、ただ彼への想いだけが、遺のこされた。




　　　　　▽




「――大丈夫？」

　瞼まぶたを開くと、エイ・レネが心配そうな顔で、私を見ていた。

　藍色の瞳を、とても懐かしく感じた。まるで数十年ぶりに再会したみたいに――

「うっ……ぐぅ……!!」

　途端、激しい吐き気に襲われ、私はテーブルに突っ伏した。両手で強くつかんだせいで、白いテーブルクロスに皺しわの陰影が生まれる。

　目に見えるのは黒く霞んだ光景。裏界の記憶、彼女の記憶、私の記憶。血に塗まみれた景色、悲惨な情景、無残な光景。

「ああっ……うぅあああ……ああ、あああ、ああああ！」

　私は泣いていた。きつく閉じた瞼の端から、雫が溢れ出していた。哀かなしいよりも、憎いよりも、わからなくて、何もわからなくて、私は泣いた。

　心に、体に、深く深く刻まれた、痛みの記憶。それが、裏界わたしの記憶。

「なんで…………なん、で……こんな…………こんな、ことが……！」

「ごめんなさい。やっぱり、負担を掛けてしまったみたいね。体にも……心にも」

　自分のほうが泣き出しそうな顔でエイ・レネが言い、私のカップへ紅茶を注つぎ足した。

　私は、カップをひったくるようにしてつかみ、その紅い液体を喉へ流し込む。

　口や腹の中を大量の蚰なめ蜒くじが這い回っているような不快感を、濯そそぐために。

　最初に口にした時は確かに美味だったはずの液体は、今はまるでタールのように重く、現実のように不ま味ずく感じた。

「人間は………………人は……君たちを…………君たちを……！」

　その先は、言葉にできなかった。それは純然たる事実ではあったけれど、汚お泥でいのように重苦しく粘ねばついた事実で、口にしてしまったら、腹の底に滞とどこおった気味の悪い感情まで一緒に吐き出されてしまって、きっと元の世界に――私の現実に帰る気が失せてしまうだろうから。

　エイ・レネは、私が自分のために事実を飲み込んでしまったことを責めもせず、ただ首を小さく縦に動かすことで、事実を肯定した。微笑みながら、私の臆おく病びようを許した。

　右手に感じるミャーの手の感触を、私は強く握り締めた。

　今から六十余年前、少女たちは地獄を見た――見させられた。

　愛する天野龍仁から引き離された少女たちは、公的には存在しないことになっている陸軍第十一技術研究所へ連行され、目を逸らしたくなるほどに残虐な手法で、その存在の全てを〝研究〟されたのである。

　挙句、研究員らによる凄せい惨さんな辱はずかしめの果てに、その言葉だけで吐き気を催してしまいそうな――惨むごたらしいことをされたのだ。

〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉は裏界そのものである。

　もしも、少女たちを、自分の中に取り込むことができたとしたら、どうなる？

　それは即ち、裏界そのものを自分の中へ取り込む行為に等しい。裏界を――少女たちを自分の一部にしてしまえば、裏界へ干渉することなど容易たやすいだろう。

　かつて、私が生まれた国の人々は、それをやったのだ。

　そうして、表界の人間は、裏界に干渉する術を知った。

　それが〈アガレの法力〉の正体。

　同時に、少女たちが償つぐないとして提供したという〈法ほう理りの雫しずく〉の正体でもある。

　一九四九年に全国民に配給された、大人の親指ほどの小こ瓶びんに詰められた雫。その雫は、どんな果実よりも甘く、豊ほう饒じような美酒のように人を酔わすという。戦後の困窮に喘あえいでいた国民たちは、躊躇うことなく雫を味わった。何も知らず、何も考えずに、ただ味わった。

〈法理の雫〉は、夕陽のように濃い橙色をしている。

　長らく不明とされていた逆流現象の原因も、私は知った。裏界が、自分の一部を引き寄せようとしているだけだ。奪われたものを、取り戻そうとしているだけだ。

　全てが噓だった。全てが偽りだった。

〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉は我が国に感謝などしていない。〈法理の雫〉は狂気から搾しぼり出された一滴だ。少女たちから力を搾取した政府が、逆流現象の原因を知らぬわけがない。

　そして、天野龍仁は――

「君らが世界を滅ぼそうとしたのは……天野龍仁が殺されていたからか」

　エイ・レネは目を伏せ、ゆっくりと確かめるようにして頷いた。

「最初の実験から六十六年が経たって、二つの世界のバランスは安定していた。だから、総意が実験の再開を決め、アルレイミャーが表界へ戻り……そして、私は兄さんの死を知ったわ」

　彼女は俯うつむいてティーカップの中を見つめている。まるで、ミルクで白く濁った水面に、愛しい誰かの姿を探しているかのように。

「生きているだろうと、思っていたのよ。だって、あの人たちが言っていたから。兄さんを殺されたくなかったらって、兄さんを助けたいのならって……」

　男たちは、天野龍仁の存在を盾にすることで、少女たちを我が物とした。

　だが、天野龍仁が処刑されたのは、一九四八年の三月。少女たちへの研究という名の虐待が始まってから、ほんの一ヶ月後のことだった。そして、少女たち全員が裏界に引き戻されて地獄から解放されたのは、一九四八年十二月。

　少女たちは、九ヶ月もの間、既に死んでいる男のために堪たえ続け、さらに裏界へ帰ってから六十六年間、彼の生存を信じ続けていたのだ。

　事実を知った時の絶望がどれほどのものだったのか、私には想像すらできない。

　ましてや、それほどの理由を、どうして〝八つ当たり〟などと表現できたのか……何故、憎悪の感情に汚されずに純粋でいられるのか、私にはわからない。

　法力を行使できる以上、私の中にも裏界の欠片が存在する。〈法理の雫〉は人の血肉と渾こん然ぜん一体となって、子に受け継がれる。だから、少女たちの記憶を〝思い出せた〟のだ。裏界の欠片は、既に私と一体化しているから。

　その記憶の中で、私は少女たちそのものだった。少女たちが踏ふみ躙にじられる様を見ていたのではなく、私自身が少女たちとなって踏み躙られたのである。

　だからこそ、わかる。少女たちは、これほどのことをされてもまだ、誰のことも恨んでいない。憎んでもいない。嫌ってさえいない。

　――「何故、なんで、どうして、どうしてこんなことを？」――

　少女たちが考えていたのはそれだけだった。わけもわからぬまま理不尽な暴力に晒されて、ただただ不思議がっていた。他人が、どうしてこんな風に自分を痛めつけるのかわからず、その理由を知りたがっているだけだった。

　裏界は孤独だから。他人を知らないから。他人の善意も悪意も知らないから。

　だから、こんなにも純粋でいられる。自分を痛めつけた者と同じ世界に生まれた私と、笑いながら茶会なんぞを開いていられる。まだ誰かに甘えたいと思っていられる。

　六十余年が経ち、今度はミャーを送り込んで、まだ表界に触れようとしている。

　まだ他人を求めている。まだ他人を欲している。まだ……寂しがっている。

　どこまで孤独なんだ、裏界は。どこまで独りなんだ、彼女たちは。

　――そんな、ただ寂しがっているだけの存在に、私の国の人々は何をした？

　そう思うと、死にたくなる。彼女たちの前に跪ひざまずき、誠心誠意謝罪して、その上で自らの命を捧げるべきだと、そう思う。

　――他に何をしてやれる？　可哀相にと慰なぐさめるか？

　――私は味方だと抱き締めるか？　代わりに世界を滅ぼしてやるか？

　我ながら馬鹿馬鹿しい自問だ。答えなら、今目の前にあるじゃないか。

　少女は笑っている。裏界が笑っている。私に笑いかけているんだ。

　私とのクイズゲームに興じて、お話しできるというだけで喜んで……ミャーは私のことを「大好き」だと、言ったんだぞ？

　癒してやれる傷なんてないんだ。埋めてやれる傷など、どこにもない。

　裏界は泣きたくなるほど純粋で、そんなにも純粋なものを傷付けることは、誰にもできない。だから、私に〝してあげられること〟など何もない。

　今はただ、彼女たちとの愉快なお喋りを続けよう。私の〝したいこと〟を続けよう。

　いつか、彼女たちが自らその純粋さを捨て、確かな憎悪をぶつけてきた時には、ただ黙って、その矛先を受け入れてやればいい。

　ただ、その日を待つだけでいい。

　そんな日が来てしまわないように最大限の努力をしながら、待てばいいんだ。

「一つ……貴方に訊きたいことがあるの」

　エイ・レネが悲しげに眉根を寄せながら言った。

「私の……裏界わたしの子供たちがどうなったか、知らない？」

　地獄としか言いようのない暴ぼう虐ぎやくに晒される中で、少女たちは当然のように身み籠ごもった。しかし、それは尋常の妊娠出産ではなかった。六人全員に同時に妊娠の兆候が現れてから一週間後、まるで体から分裂するかのように赤ん坊が生まれ落ちたのである。

「あの子たちが、一人ずつ別の家に預けられるところまでは追えたの。あの子たちの中にも裏界わたしがいるから。そこから先がわからない。でも、手掛かりならあるわ。あの子たちには、それぞれ違う名字が付けられたみたいなの。兄さんの名字と同じ〝天〟という漢字が使われていて――」

「〈皇家頴脱の六柱ゼア・テ・アガレ・ウイ・ジツト〉」

　私は今にも泣き出しそうなエイ・レネの言葉を遮った。

「皇家院学園で、最強・最美・最優秀を称えられる六人。今、その六柱を構成する六名は、全員が、その姓に〝天〟の一字を持っている」

　天津風魅雷。璃天弥撒祈。天之上の姓を持つ師匠。そして、高等部にもう一人、大学部と中等部に一人ずつ。神と同じ単位で数えられる六名。

「私は六人全員と面識があるが、皆桁外れに優秀で、歴代最高の六柱と呼ばれているくらいだ。その理由がわかったよ。あの六人は、君ら〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉の血を直接受け継いでいたんだ。魅雷と弥撒祈先輩の二人も」

　エイ・レネの驚きに丸くなった瞳から、宝石のような雫が数粒、落ちた。

「それと、彼女たちの祖母――君らの娘たちのことも少しだけ知っている。天之上彌迦神や天てん霊れい蓋がい薊あざみをはじめ、法力の歴史を紐解けば必ず目にする名前ばかりだ。教科書にも大きく載っているよ。そして今も、六人全員が存命だ」

　綺麗な涙に頰を濡らしながら、エイ・レネは微笑んだ。母の微笑みだった。

「そう……ありがとう。それだけが気掛かりだったの。あの子たちが、みんな幸せになれたのか、大好きな人と一緒にいられるのか、それだけが……」

　私の差し出したハンカチを受け取り、彼女は涙を拭ぬぐった。

「本当に……優しい人ね、貴方は。ほんの少し、兄さんに似ているような気がする」

「兄さん？　それは、天野龍仁のことか？」

　ええ、と短く肯定し、エイ・レネは微笑んだ。恋する乙女のように頰を染めて。

　その笑顔を見て、私は決めた。随分と序列が低くなってしまったが、私の中には、彼女に訊きたいことがあると訴える私が、まだいるのだ。

「エイ・レネ……君には酷かもしれないが、聞かせてほしい。天野龍仁のことを」

　全てはこの質問のためだった。ミャーを利用しようと思ったのも、確実ではない〝世界渡り〟を使った作戦を練ったのも、全ては天野龍仁を知るためだった。そうして、幼い頃から付き纏う執着を切り捨てたかった。

　でも、今は、天野龍仁のことを思い出させて彼女を傷付けてしまうんじゃないかと、それだけが心配だった。

「兄さんの……こと？　いいわよ。何を話せばいい？」

　エイ・レネは笑顔を翳かげらすこともなく答えた。それどころか、とても楽しそうに見える。その表情だけで、彼女がどれほど天野龍仁を慕っているのかがわかった。大好きな人の話をするだけで幸せな気持ちになれる……本当に、どこまでも純粋無垢な少女だ。

「彼は……天野龍仁は、本当に国家への反逆を企てていたのか？」

「いいえ。それは噓よ」

　エイ・レネは即答した。

「捏ねつ造ぞうと言ってもいいでしょう。だって、私を捕まえに来た人たちは、反逆なんて言葉、一度も使わなかったもの。後で言い訳として付け加えたのね」

　それは、彼女の記憶を垣間見た私も知っている。

「兄さんは、確かに国を憂うれいてはいたと思う。政府の腐敗、軍部の増長、困こん窮きゆうの一途を辿る民の暮らし……誰かが変革を起こさなければ日本は死んでしまうって、いつも言っていたもの。けれど『暴力で作り上げられたものは、いつかそれ以上の暴力で破壊される』と言っていたのも兄さんだわ」

　エイ・レネはそこで言葉を区切って、クスリと笑った。

「兄さんね、凄く熱い人だったの。正義感が強くて、努力とか、根性とか、そういう言葉が大好きで……。今だったら多分、兄さんみたいな人は〝熱血〟って呼ばれるんでしょうね。私が、日本を変えるために手伝う、なんて言い出したら、『俺は妹や娘の力を立身出世のために利用するような恥知らずではない！』って怒るような人だった」

　とても幸せそうに、仔猫のような小さく弱い生き物を撫でるように、彼女は語った。大切な思い出を、大切な想いを、優しく語った。

「でも……どうして、貴方が兄さんのことを知りたがるの？」

　今度は私が即答する番だった。彼女ほど幸せそうに笑う自信はないけれど。

「私の本当の名前が、天野龍仁だからだよ」

　おそらく、その言葉を理解するのに数秒、驚きの表情が納得を通って微笑みに変わるまで、たっぷり数十秒を、エイ・レネは費やした。

「父方の祖父の兄、それが君らの慕う天野龍仁。彼は私の大おお伯お父じに当たる人なんだ」

　エイ・レネは何も言わず、微笑みで、話の続きを促した。

「祖父は、私が生まれる直前に早そう逝せいしている。病に伏しても、最さい期ごの瞬間まで兄の無罪を訴え続けていたらしい。私に天野龍仁の名が受け継がれたのは、祖父の遺言のようなものなんだ。祖父は自分の息子――私の父にも龍仁の名を継がせていたからな。祖父は本当に兄を信じていたんだろう」

　だが、〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉を称たたえる今の日本においては、彼女たちを戯ぎ弄ろうした天野龍仁という男の名は業が深すぎる。だから、父は結婚した際に姓を改め、長男である私には、天野でも龍仁でもない名を与えた。けれど――

「誰にも知られてはならぬ本当の名は、天野龍仁。私はそう教えられた。世間からは爪つま弾はじきに遭っていた祖父も、父にとっては無二の父親。その遺志を無む下げにしたくなかったのだろうな」

　このことは、まだ幼い妹だけでなく、ほとんど双子みたいに育った魅雷でさえ知らない。薄うつすらと感づいてはいるだろうけど。

　私の説明を黙って聞いていたエイ・レネは「そう……」とだけ言って、しばらく眩まぶしそうに目を細めて私を眺めていた。私の向こうにいる男を、探しているのだろう。

　彼女には言わなかったが、両親の他に一人だけ、この事実を知っているかもしれない人がいる。皇おう家か院いん学園先代理事長、天之上彌迦神だ。

　彌迦神は、一九七〇年の〝天てんの道みち事件〟で政府の暗部を全て白日の下へ晒してみせながら、〝天野の霍かく乱らん〟の詳細だけは覆さなかった。おそらく、彼女は、自分の母である〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉が如い何かなる虐待を受けていたのかを知っていたのだろう。当然〈法理の雫〉の正体もだ。

　だからこそ、天野龍仁の汚名を雪そそげなかった。もし、事実を公表してしまえば、自分だけでなく母の名誉まで傷付けかねない。さらには、既に『法力なくして国成り立たず』と言ってもよいほどに法力依存が進んでいた日本国のこと、このような陰惨な事実を受け入れて尚、瓦が解かいせずにいられる保証もなかった。

　天之上彌迦神は、日本を守るために、天野龍仁を悪に仕立てたのだ。

　そして、彼女は今も、そのことを悔いている。

　彌迦神は以前、いきなり私の前に現れ、無言で深々と頭を下げると、何の説明もなしに去って行った。あれはおそらく、天野龍仁の一族に対する謝罪だったのだろう。齢よわい六十を数え隠居を宣言しながら尚も強い影響力を持つ彼女には、あれが精一杯だったのだ。

「ありがとう、エイ・レネ」

　私が礼を言うと、彼女はキョトンとした。

「君に……君らに会えて、大伯父のことが分かった。表界に帰ったら、祖父の墓に報告にでも行くよ。父や母と一緒に」

　私の中にいる、天野龍仁に固こ執しつする私が音もなく消えていくのが分かった。

　彼の名は、何というのだろう。執着だろうか、未練だろうか、それとも怨念か。

　いや、きっと〝絆きずな〟だ。彼がいなければ、私はここまで来ていなかっただろうから。

「そっか……それなら、アルレイミャーも一緒に連れて行ってあげて」

　彼女の言葉の意味を瞬時に理解し、私は「もちろん」と答えた。

　それから、私はエイ・レネから天野龍仁の話を聞いた。

　祖国を憂い理想を抱いた熱血漢が主人公の物語は、無む垢くな子供が描いた落書きのように、ただ幸せなだけの御お伽とぎ話ばなしだった。私はこの物語を聴くためにここへ来たのかもしれないと、そう思えたほどに。

　熱血漢の主人公が、妹や娘たちとともに、一丈五尺もの巨大な〝狂いの水盤の主〟を釣り上げたところで、私は椅子から立ち上がり、少し名残惜しくはあったが暇いとまを告げた。

「さてと……私は、そろそろ帰るとするよ」

「え？　もう帰るの？」

「うん。人を待たせているからな。あまり長居もできん」

　そう答えはしたが、多分、引き止められるだろうなと思った。彼女たちの孤独は根が深い。なにしろ、世界そのものが抱く孤独感なのだから。私としても、裏界の孤独を少しでも癒してやりたいとは思う。だが、やはりミャーとの約束を破るわけにはいかないだろう。

　エイ・レネは、顎あごに人差し指を当てて、ふにゃりと首を傾げ、何かを思案しているような表情。やがて優美な仕草で椅子から立ち上がると、

「貴方って……おっぱいとパンツが大好きなんでしょう？」

　そんな素すっ頓とん狂きようなことを言った。

「おっぱ!?　ご、誤解ですよ！　超誤解！　何を根拠に人のことを変態みたいに!!　と言うか、何故に大真面目な顔で今までの流れをぶち壊すようなことを仰おつしやる!?」

　話の腰クラッシャーは魅雷だけで十分間に合っています。

「そうなの？　残念だわ。私、貴方に残ってほしかったの。残ってくれたら私のおっぱいとパンツを好きにしてもいいのよって、引き止めるつもりだったの。なんなら、また向こうにいた頃みたいに、六人に分かれてもいいからって」

　なに？　おっぱいとパンツを好きにしていい？　六人に分かれてもいい？　それはつまり……六人分のおっぱいを好きに揉もんだり抓つまんだりあまつさえ舐なめたりしてもいいということか？　六人の美少女が恥ずかしげにスカートをたくし上げてパンツを晒す姿を楽しんでもいいということか？　それどころか、私自らの手でパンツを下ろして差し上げてもよろしいということでしょうかッ!?

「うむ。そこまで言うなら仕方ない。私はここに残ろ痛ぁっ!?」

　毅き然ぜんとした態度で残留を表明しようとしたら、右手に鋭い痛みが走った。見ると、不可視の何かにギリギリと締め上げられているかのように、真まっ赤かになっている。

　ひょっとして、ミャーさん……でしょうか？

「の……残ろうか、とも思ったけど……やめておこう。約束もあるし。それに、私がここに残ったりしたら、魅雷と弥撒祈先輩が殴り込んで来るぞ」

「そうね、ふふふっ。それは困るわ。うふふふ」

　楽しげに笑うエイ・レネ。もしかして、私は揶からかわれていたのか？

「ところで……帰るとは言ったが、どうすれば帰れるんだ？」

　ミャーではないが、何も考えていなかった。

「その扉を開けて、部屋の外に出るだけでいいわ。そうすれば、私が貴方の背を押して、アルレイミャーが引っ張ってくれるだろうから」

　彼女が指差した扉を確認する。

　そして、別れを告げようと振り向くと、そこには――

「またウィニューに会いに来てね、お兄ちゃん！　ぜったいだよぉっ！」

　髪と瞳は朝焼けの橙。飛び跳ねて手を振る、リズ・ウィニュー。

「今度来てくれる時は、お土産が欲しいなぁ～……なぁんて！　エヘヘ♪」

　結い上げた髪と瞳を情熱の赤に染め、天てん真しん爛らん漫まんに笑うは、エアレカ・レウア。

「またいらしてくださいまし。あまり……胸の大きさには自信がないのですが……」

　紫の髪が白い着物に映える。恥ずかしげに胸を押さえた、イグーヴィ・クーナ。

「ワタクシの招しよう聘へいには最優先で応じなさい。至上命令ですわよっ！」

　黄金と玉虫色を混ぜて封じた髪と瞳を有するは、ウェス・ウィリペ。

「私はアルレイミャーでもある。だから…………優しくしろ、必ず。一番にだ」

　鋭い青の瞳を甘えに和らげ、厳いかめしい口調を濁らすは、カグ・ラレナ・ツィーゼ。

「魅雷さんや弥撒祈さんと仲良くね。でも、ちゃんと裏界わたしのことも可愛がってくれなきゃ嫌よ？　会いたくなったら、アルレイミャーを通して呼ぶから、すぐに来てね」

　藍色の髪と瞳、穏やかな笑みを浮かべ、大人っぽい口調の、エイ・レネ。

　六人アガレにして一人ヘイスであり、世界そのものでもある少女たちが、写真の中と同じ満面の笑顔を、私に向けていた。

　本来ならば、六人アガレではなく七人ソウマであるべき存在。ミャーも含めた七つの個性。

　一つの正六面体セカイを形作る七つのピース。虹の七色で彩られた少女たち。

「快諾したい所だけど、あまり気軽に呼ばれても困るんだが。〝世界渡り〟は紋様構築だけでも一苦労だし、必ず上手く発動できるというものでも――」

「大丈夫。次からは私も手伝うから、きっと簡単に来られるわ」

　その言葉に『必ず来い』という意志を感じ取り、私は苦笑した。

　すると、少女の一人、リズ・ウィニューが、小さな体を覆ってしまいそうなほどのボリュームがある橙色の髪を揺らし、トテトテと跳ねるような足取りで私の前まで来ると、「んいっ」と、背伸びをして頭頂部を突き出してきた。

「おにいちゃん！　ウィニューにもナデナデしてっ！」

　む、そういうことですか。ミャーも羨ましがっていたものな、魅雷と弥撒祈先輩にナデナデの約束をさせられた時に。

　自分の頰がだらしなく緩んでいるのを自覚しながら、橙色を基調とした綺麗な髪を掻き混ぜるようにして、リズの頭を撫でてやる。

「んぅーっ……お兄ちゃんのおてて、あったかくって気持ちいーよぅ……」

　母猫に背を舐められている仔猫のような、安心しきった笑顔。それを眺めて、胸がホワッとする感覚を味わっていたら、肌をつつかれるような視線を感じた。つつくといっても針ではない。綿めん棒ぼうみたいな先端が柔らかい棒で、擽くすぐられているように感じる視線。

　じ～～～～～～～～～っ。

　五対の玉虫色の瞳が、私とリズの二人を見つめていた。

　それも、ショーケースの中の美味しそうなケーキを見るような、物欲しげな目で。

「……わかった。全員ナデナデしてあげるから、順番に並びなさい」

　私の腕は、それから十分ほど上がりっぱなしだった。

　素直に甘えてくるエアレカ。モジモジして奥ゆかしいクーナ。絵に描いたようなツンデレリアクションのウェス。潤うるんだ瞳にドギマギさせられるエイ・レネ。カグラは六人の中で一番幸せそうに表情を蕩とろけさせていた。

　さらに、当たり前のような顔で列の最後尾に並んだリズが、他の五人の非難を浴びて泣き出しそうになってしまい、結局、一人につき二回、計十二回ナデナデしてあげることになった。

　くたびれた右腕を重く感じたが、その重さはとても心地よかった。

　この右腕には、多分、表界に帰った後にも働いてもらうことになるだろう。

　表界で私を待つ人の、赤と、青と、そして玉虫色の髪の上で。

「こんなに名残惜しいのは生まれて初めてだが……今は、一ひと先まず私の世界へと帰るよ。待たせている人もいるし、必ずまた来るから」

　見えないけれど、温かく柔らかいミャーの手を握り締め、六人の少女一人一人に、それぞれの別れの言葉を送った。ミャーが私にくれたような、優しい別れの言葉を。

「また来てねっ！　おにいちゃんっ！」

「お土産はケーキがいいなー♪　それかぁ……楽しいお話かな♪」

「次にいらした時も……その……ナデナデ、してくださいまし」

「ワタクシを待たせるような無礼は承知しませんからねっ」

「アルレイミャーには優しくしろ。……絶対に」

「また会いましょう――」

　六つの個性で返事をし、最後にエイ・レネが私の名を呼んだ。

　天野龍仁ではない、私だけに与えられた仮の名を。

　私は、彼女らに負けぬよう、表情筋を総動員して最高レベルの笑顔を送り、金色のドアノブを回して、大きい板チョコのような扉を押し開けた。よく見ると、その扉には、彫刻刀で刻んだと思しき、天野龍仁と少女たちの名前を全て押し込んだ巨大な相合傘が描かれていた。

　そして、私は一人、愚かで醜く穢らわしい、間違いだらけで狂っていて、時に吐き気を催すような……されども愛しい人たちの待つ、私の現実へと帰還した。




　　　　　▽




　ミャーが、心配そうな顔で私を見下ろしている。

　後頭部に何か柔らかくて温かいものが触れている。右手にはミャーの手の温ぬくもり。体に感じるのは苛か烈れつな七月の太陽光と、白い大理石の冷たさ。

　全てが、私の知っている現実と同じだった。

「少し待たせたようだけど……ただいま。ミャー」

　途端に、七色を秘めた碧眼が潤うるんだ。しかし、すぐにギュッと閉じられる。ミャーが、涙なんか流して堪るかと、頑張っている。数秒後、ゆっくりと瞼が開かれるが、やっぱりその瞳は潤んでいた。

　けれど、ちっとも悲しそうではない。涙以外の全てが、最大限の喜びを作ろうと、力を合わせて働いて――

「おかえりなさいっ！」

　私の視界いっぱいに、ミャーの笑顔が咲き乱れた。

　ニコーの上を行く、ニコニコのさらに上、ニッコニコ♪　の笑顔が。

「どうだ？　私は約束をしっかり守ってみせたぞ」

「はいっ！　私の大好きな人は、世界で一番凄い人ですっ！」

　一ひと頻しきり笑い合ってから、私は体を起こした。そして、後頭部に触れていた柔らかくて温かいものの正体を確認しようと振り返ると、そこにはミャーが正座しているだけだった。枕らしきものなど何もない。

「ミャーさん、ひょっとして膝枕してくれていたのか？」

「え？　はい、そうですよー。地面じゃ硬くて痛そうだったから」

　今、私とミャーは向き合っている。よく考えると、数秒前まで目の前にあったミャーの顔は上下逆さまだった。ということは、私の頭は、膝というより彼女の太ふと腿もも、その間に置かれていたということではないだろうか。なんということだ。もう少し時間を掛けて堪能しておけばよかった。

　そんなことを未練がましく考えていると――

「えいっ！」

　ミャーが、またもや突然に抱きついてきた。流石に二度目ともなると、驚きながらもしっかりと受け止めてやれる。背中に腕を回して抱き寄せると、ミャーは「んー♪」と気持ちよさそうな声を出しながら、私に全身をスリスリと擦こすり付けてきた。二人の隙間を完全になくしてしまおうとするように。

　ミャーの体はとても柔らかい。それに良い匂いがする。太陽光に温められていてホカホカ。背を撫で、髪を撫で、頭を撫で、私は全身でミャーの存在を感じ取る。

　ミャーが、私の耳元で囁ささやいた。

「大好き」

　大好き、大好き、大好き――何度も何度も、繰り返す。













　私もミャーの耳元で応える。どんな言葉で応えたかは、私とミャーだけの秘密だ。

　気づくと、ミャーは泣いていた。それでも、笑っていた。

　気づくと、私も泣いていた。それでも、やっぱり笑っていた。

　ミャーが、私の背を撫でる。頭を撫でる。その度に、涙が溢れる。

　心臓の鼓動が伝わってくる。穏やかなリズム。私の中の音も、次第に重なる。

　土の匂い。草の匂い。夏の太陽の匂い。その奥にある、ミャーの匂い。

　ここが、私の現実だ。























　はたから見ていたら相当のバカップルに見えていたであろうイチャつきを、お互いに何度となく躊躇ためらいながら終わらせ、私とミャーは一緒に〈星ほし見みの丘おか〉を下りた。

　魅み雷らいと弥み撒さ祈き先せん輩ぱいに報告するため、その足で〈水すい盆ぼんの杜もり〉へ向かう。

　そして、森に足を踏み入れたところで、立ち尽くした。

「ミャー。一つ訊ききたい。私が裏界に行っていた時間はどれくらいだ？」

「えーっと……多分、十分ぐらいだったかと」

　十分？　二時間くらいは話していたつもりだったが、精神体だと体感時間に誤差が生じるようだ。その十分に加えて、星見の丘へ向かう時間と、紋様構築の時間も合わせれば、長く見積もって、一時間ほどにはなるか。その一時間で――

　水盆の杜が、消えていた。

　地平線の果てまで広がる大密林が、地平線の果てまで広がる荒野と化している。

　舗ほ装そう路ろの右手をご覧ください。こちらは焦しよう土どでございます。植物は全て纏まとめて焼け焦こげ炭化、ジトリと湿しめった地面は焼成、見所は溶よう岩がんの池でございます。

　続いて左手をご覧ください。こちらは凍土でございます。木々は倒され氷づけ、枝えだ葉はは華麗な氷の芸術、大気は凍いてつく氷点下、ダイヤモンドダストにご注目。

　焦土と凍土の所々に見えますのは、最強の獣、業ごう魔まの死体でございます。焼死体、細こま切ぎれの死体、溶とけている死体、氷づけの死体は綺麗な氷像となっております。

　この絶景を作り出したのは、驚くべきことに、たった二人の女子高生でございます。

「………………あははははははは」

「………………うふふふふふふふ」

　私とミャーは、もう笑うしかなかった。無論、凩こがらしよりも乾いた笑いだ。

　幸いにも、〈狂くるいの水すい盤ばん〉だけは無事に残っているようだ。すっかり見通しの良くなった舗装路の先に、キラキラと湖面に反射する太陽光が見える。〈最初の六人アガレ・ラフ・シ・オン〉と天あま野の龍りゆう仁じんの思い出の地は、なんとか守られたようだ。

　一ひと頻しきり笑った後、同時に溜ため息いきを吐つき、私とミャーは歩き出した。

　歩を進めるごとに視界に飛び込んでくるのは、凍結した血に飾られた業魔の死し骸がいとか、凄すさまじいパワーで引き千ち切ぎられたとしか思えない業魔の死骸とか、業魔の死骸とか、業魔の死骸とか、業魔の死骸とかだった。ほとんど原形を留とどめていないそれらを目にするたび、私は溜息を吐いた。溜息で幸せが逃げていくというのなら、私の〝うんのよさ〟は既にゼロどころかマイナスの値だろう。

　それにしてもだ。これほどまでの激しい戦い――と言うか殺さつ戮りく――を繰り広げていたというのに、一般生徒は疎おろか、学園の治安維持を司る風紀委員の姿が見えないのは何な故ぜだろう。平の委員ならともかく、八や重え委員長なら二人を恐れたりはしないと思うのだが。

　ひょっとして、ヒモパンなどという風紀紊びん乱らん甚はなはだしい下着を身に着けていることが私に知られ、そのショックから立ち直れないでいるのか？　……ありうる。あの人は、あれで赤ん坊のように初う心ぶだからな。責任を取って結婚しろと迫られたらどうしよう。

　吾あが妻づま家は旧家だから式を挙げるとしたらやはり神前だろうが委員長にはウェディングドレスも似合うと思う……と、考え事をしている間に、狂いの水盤が見えてきた。

　すると、なにやら女性二人が言い争うような声が聞こえてきた。

「はあ!?　アンタ、ラリってんじゃねぇの!?　あたしが殺したのは百十三体なの!!　アンタは百十二！　一いち目もく瞭りよう然ぜん、どう見たってあたしの勝ちだろーがッ！」

「人の話を聞かないアバズレだな！　君は途中で分裂した業魔を二体で数えているから私より多くなるんだ！　私は同じように分裂した二種類の業魔も一体で数えている！　君と同じ基準で数えれば百十四体ッ！　私の勝ちだッ!!」

　戦闘態勢を解とき、赤と青の改造制服姿に戻った魅雷と先輩が、実に程度の低い口論をしていた。私の〝うんのよさ〟が、また一ポイント下がった。

「その理屈がラリってるっつってんだよ!!　だったら、あたしだって二、三種類が合体したみたいなデケェ業魔殺してるもん！　それに、ガキをポンポン産みまくる蜘く蛛もみてぇな奴だってブッ殺したし！　スコアではあたしのほうが絶対上だねッ!!」

「殺した〝数〟で競うと言ったのは君だろう！　記憶力までケダモノ並みか！　スコア制を持ち出すのなら、私は飛行タイプを五体は倒している！　彼を援えん護ごするという意味では私のほうが高く評価されるべきだッ！　大体、君は殺した業魔を正確に数えているか疑わしい！　血に飢えた狂戦士バーサーカーが如ごとく暴れ回っていただけだろうッ！」

「あぁ!?　テメェ、やっぱ焼き殺されとくか!?」

「上等だとも！　今度こそ、その生意気な口を凍りつかせてあげようッ!!」

　口論の内容はともかく、学園一の美少女同士の口喧嘩は、傍から見ていると美人姉妹の姉妹喧嘩にも見えてなかなかに微笑ほほえましい。……二人の背後に見える、山と積まれた業魔の死骸を無視すれば。

　できることなら、何も見なかったことにして、このままミャーと一緒に帰りたい。しかし、彼女らを放置すれば学園が滅ほろびるだろうし、その後で私も滅ぼされるだろう。どちらにせよ、私に選択権を与えてくれるような二人ではない。

　決意して、小走りに二人へ近付き、行使紋様の構築を始めた二人を、ガバッと一纏めにして抱き締めた。

「ニャッ!?　あ、あう……」

「キャンッ!?　……な、なに……」

　不意打ちに、二人は奇声を上げて硬直し、行使紋様が掻かき消える。身長差が二十センチ以上もある二人を同時に抱き締めるのは、少し変な体勢になるので結構つらい。

　しかも、背後からミャーの視線が突き刺さり、彼女がムスーっと不機嫌な顔をしているのがわかるので、実に居心地が悪い。

「あ……アンタ…………なによ、いきなり」

「きゅ、急に……急にされると……困る」

　私の両腕から解放されると、二人は揃そろって顔を真っ赤に染めていた。

　その二人の頭に、ポスッと手をのせ、そのままナデナデする。

「ほら。これでもう、殺し合う理由はないな？」

　二人が放っていた殺気は瞬またたく間に萎しぼみ、代わりに、はっきりと肉眼で確認できそうなほどに濃い、幸せオーラが放出され始めた。

「ふにゃ……ん…………えへへ……」

　鋭い瞳を限界まで緩ゆるませ私を上うわ目め遣づかいに見つめる魅雷。眉まゆと唇くちびるはハッピーの形。サクランボみたいな色の頰ほおを、隠すように両手で押さえている。まるで仔猫だ。

　先輩は……あまり詳細に描写すると成人向け指定を受けかねないような状態になっているので描写は自重させてもらう。お願いですからナデナデだけで（遠いどこかへ）イッちゃわないでくださいよ？

　幸せそうな二人に思わず眉尻が下がり、そのままナデナデを続行した。

　――十分経過――

「な、なあ……そろそろ腕が痛くなってきたんだが……もうやめてもい」

「駄だ目めよ。まだ続けなさい」

　命令形!?　仔猫のような仕し草ぐさで甘えながら、獅し子しの女王が如ごときプレッシャーを放つのはやめてくれ。チビりそう。おまけに、さっきから背後のミャーから発せられる不機嫌オーラがドンドン威力を増している。このままでは、ムスーが、上位種のムッスーにまで進化してしまうかもしれない。

「あの……本気で腕が痺しびれてきているんだよ。続きはまた今度、ゆっくりじっくりたっぷり、君らの気が済むまでナデナデしてあげるから、ここは引いてくれないか？」

　私は五万歩ほど譲ゆずって妥協案を提示した。

「むぅ、まあ……そういうことならいいわ。次は絶対、最低一時間はナデナデしてもらうからね！」

　私の腕を疲労骨折にまで追い込むつもりか。どんな拷ごう問もんだそれは。

　ちなみに、このやり取りには先輩も参加していたが、彼女のセリフはほとんどが喘あえぎ声に占められていたので、青少年への影響を考慮して割愛している。

　本人たちの許しを得たので、私は両腕を下ろした。明日は筋肉痛確定だな。

　先輩は恍こう惚こつの表情で余よ韻いんに浸り、魅雷はクシャクシャになった髪を直しもせず、私の後方で不機嫌オーラをやっと引っ込めてくれたミャーに声をかけた。

「玉たま子こっ！　業魔も出てこなくなったし、二人して戻ってきたってことは……」

　応えるように、ミャーは満面の笑みを浮かべる。夏の太陽よりも眩まぶしい笑顔だ。

「はいっ！　皆さんのおかげで、世界は救われましたっ！」

　そして、元気よく勇者の剣を天に掲かかげた。すると――

♪ちゃららら～ぱ～ぱ～らぱっぱっぱ～ん♪

　剣から、聞き慣れた某有名ＲＰＧのレベルアップ時の音楽……に、かなりよく似た音楽が鳴り響いた。パチモンメーカーも、流石さすがに無断使用する勇気はなかったらしい。

　だが、声に出してツッコむような無ぶ粋すいな真似はしない。『世界を救う』というファンタジー極きわまりない冒険を締しめ括くくるには、むしろ相応ふさわしいと思ったからだ。

　その感想は、この場の全員に共通しているらしく、みんな笑っていた。魅雷は少し照れ臭そうに、先輩は私のことだけ見つめながら、ミャーは世界全部を照らすような笑顔で。そして私も笑っていた。

　長い長い一日の終わり。私は、皆の笑顔に、それを実感したのだった。

「これで一件落着か。なんともまあ、奇妙な冒険ではあったが、それなりに楽しくもあったな。……さてっ！　それじゃあ帰るとするか！」

　パーティの先頭に立つ勇者の気持ちで号令をかける。

　ああ、早いところ家に帰ってひとっ風呂浴びたい気分だ。業魔との追いかけっこで体中にこびりついた泥と疲労感をシャワーで洗い流したい。その時は、ミャーも似たような状態だし、一緒に入るのも良いだろう。そのほうが電気代や水道代の節約にもなるし、なによりエコだ。地球の自然保護という観点で言えば、至極当然の判断である。ミャーにはそう言って誤魔化そ……もとい、環境保全の重要性を訴えるべきだ。

　そうと決まれば善は急げ。無数の業魔の死骸に目もくれず、一目散に帰宅すべきだ。誰かに見み咎とがめられる前に去るべきだ。放っておくと死骸が腐り始めるかもしれないが仕方ない。私には風呂場にてミャーを啓けい蒙もうしなければならないという使命が――ん？　使命？　なんだろう。何か忘れているような――

「そうね、これで全部が終わって…………ようやく、アンタの裁判を始められるわ」

　それは、身の毛も弥よ立だつような恐ろしげな声だった。

「ナデナデは想像以上の快楽だったが、それはそれだ。パンツの一件、アルレイミャーのように純粋な少女と如い何かなる変態的プレイを行おこなったのか、聞かせてもらおうか」

　ついで、全身の血液が凍りつきそうな、冷たい殺気の満ちる声。

　二人は一体何を言っているのだろう？　何故、殺気を放ち紋様を構築している？

　裁判？　パンツの一件？　パンツ？　パンツ、パンツ……………………パッ!?

　わ、忘れてたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!!

　マズい。とてもマズい。凄すごくマズい。非常にマズい。極めてマズいマズすぎるッ!!

　あのパンツは今もズボンのポケットの奥に厳重に保管されたままだ。完璧な物証。隠いん蔽ぺいしている余裕はない。……死刑確定？　いや待て何かあるはずだ。この状況を打だ破はする術すべが何かあるはずだ。もう一度ナデナデを試こころみるか？　無理だ。私の両腕は既に赤と青に拘束されている。千切れそうな力で摑つかまれていて逃亡も不可能。弁明？　謝罪？　ありえない。そんなことをしたら罪を認めたと見み做なされてその瞬間に死刑執行。凍死の上に焚ふん殺さつ決定だ。弁護？　弁護を求めればいいのでは？　そうだ、ミャーだ。今この場にはパンツの持ち主であるミャーがいるじゃないか。

「み、ミャー！　君がなくしたと言っていたパンツを今返すよ！」

「えっ？　ぱ、パンツですか？」

　ミャーは困こん惑わくするだけだが、ここは勢いに任せてブチ撒まけるしかない。

「君は私と出会う前にも狂いの水盤に来ていた。しかし、その時、湖に落ちてびしょ濡ぬれになってしまい、服や下着を乾かしていたのだが、いつの間にかパンツだけが消えていた……と言ってただろう？　そのパンツ、実は私が拾っていたんだ。今までは何よりもまず世界を救わねばならないと思っていたから言い出さなかったが、今ここで君にパンツを返却するよ。だからお願い腕を離して千切れる砕かれる！」

「……玉たま子こ。コイツの話、ホント？」

「言っておくが、偽いつわりを述べた場合は君も同罪として処断するぞ？」

　ミャー頼むお願いだ肯定してくれ恥はずかしがらずに私はノーパンですと言ってくれ！

「は、はい。本当のことです」

　心の中で、私は思わず喝かつ采さいを叫んだ。

　やったぁっ！　ありがとうミャー！　これで私は救われた！　君こそ救世主だ！

「聞いただろう？　あのパンツはただ拾っただけなんだ。決して浅ましい欲を充足させるために誰かから盗んだり、羞しゆう恥ちプレイに勤いそしんでいたわけではないのです！」

　私の必死の嘆たん願がんに、赤の修しゆ羅らと青の狂信者は、しばしの間、私とミャーを見比べるようにして見ていたが、やがて――

「ったく……そうならそうと最初っから言いなさいよ。変な勘違いしちゃったじゃん。でもま、今回はあたしが悪かったわけだし、謝ったげる。…………ゴメン」

「本当にすまない。私も君の行動を誤解していたようだ。謝っても謝りきれるものではないが……君が望むのならば、どんな苛か烈れつなお仕置きでも受ける所存だよ」

　それぞれに謝罪の言葉を述べ、私を解放してくれた。

　はっきり言って、誤解が解けたことよりも死の淵ふちから生還できた喜びのほうが大きい。

　生きているって素晴らしい、と生の喜びを嚙かみ締めつつ、ミャーと向き合う。すると、途端に万感の思いが込み上げて来た。これでようやくエンディングだ。

「ミャー。すまなかった。もっと早くに返しておくべきだったよ」

　そう言って、私は、ポケットの奥に丸め込まれていたパンツを取り出す。

　これは、英語ではパンティ、パンティースなどと呼ばれ、日本ではショーツとも呼ばれる、女性の下半身、主に女性器を保護する目的で着用される衣類である。

　この布切れ一枚のおかげで、私は大変な目に遭った。焚殺されかけ、無理心中されかけ、食われかけ、消えかけ、この現実の醜みにくさまで知らされた。しかし、もし、このパンツを拾っていなかったら、私とミャーが出会うことはなく、魅雷や先輩がミャーに協力することもなく、世界は滅んでいたかもしれない。

　風に舞うほど軽やかな一枚の布が、表ひよう界かいと裏界、二つの世界の命運を左右したのである。これを奇跡と呼ばずして何と呼ぶ。

　このパンツは我が戦友だ。私は確かな愛着すら抱いている。

　いつかまた会える偶然を想像しつつ、私はパンツをミャーの掌てのひらに載せた。

　さらばだ、パンツよ。

　ミャーのスカートが神風によって再び捲めくり上あげられた時に、また会おう。

「ありがとうございます……」

　ミャーは優しく微笑みながら、皺しわくちゃになりながらも自分の許もとへと帰ってきたパンツを掌で包み込んだ。その瞬間、世界を救う冒険という、私には縁遠いと信じていたファンタジーな物語は、遂に幕を下ろしたのである。

「それでは改めて…………さて、帰るとするか！」

　この時、私の脳内では、既にエンディングテーマがかかっていた。

「あ～あ……暴れたらお腹なか空すいちゃった。そういや、お昼まだだし、なんか奢おごってよ」

「魅雷、君は私の小遣いがいくらなのか知っているだろう。破産させる気か」

「いいじゃん。手伝ってあげたんだしさー。そのお礼ってことで！」

「まあ、そういうことなら吝やぶさかではないが……」

「……あれ？　これって……？」

　魅雷の奴め、自分は〈法力を修めし者アガレ・エク・ラ・テス〉として八はち桁けたの年収を得ているくせに、何故、私にたかろうとするんだ。

「ふむ。では、私もご相しよう伴ばんに預かるとしようかな？」

「せ、先輩まで？　そんなに豪華なものは奢れませんよ？　精せい々ぜい、学食までです」

「構わないよ。君と一緒の食事なら、ファストフードだろうとカップ麺だろうと、私にとっては満漢全席に匹敵するご馳ち走そうになるからね」

「あ、あのぉ……」

　先輩は、まだナデナデの余韻が残っているのか、ちょっと夢見心地という表情である。甘い吐息が恐ろしく色っぽい。

「ちょっと淫いん売ばい！　なに横入りしようとしてんのよ！　あたしと二人だけで食べるに決まってんでしょ！　ご褒ほう美びに『はい、アーン』ってしてもらうんだから！」

「おやおや、随ずい分ぶんと高こう慢まんなアバズレがいたものだ。彼に給きゆう仕じさせようというのかい？　私など、彼の食べ残しを床に置かれ、それを犬のように食べろと言われても喜んで従えるほどに、彼に身を捧げているというのにね」

　赤と青の二人は、またしても低級な言い争いを始めた。

　何故にこうも衝しよう突とつしてばかりなのか。相性が悪いにもほどがあろうというものだ。それに、口喧嘩までならまだ微笑ましいが、この二人は瞬く間にヒートアップ＆クールダウンして殺し合いを始めるから――

「あの！　すみませんっ！」

　いきなり、ミャーが大声を張り上げて、会話に割り込んできた。

「どうしたんだ？　急に怒鳴ったりして」

「これっ！　私のパンツじゃありませんっ！」

　……はい？　あれ？　今、ミャーはなんと言った？　私の聞き間違いか？

「私のパンツは……その…………もっと可愛いデザインで……お尻にクマさんの絵が描かれてて…………とにかく、これ私のじゃありませんからっ！」

　怒りを露わにしながら、ミャーにパンツを突き出され、私は条件反射のように受けとった。

　その瞬間、空気が凍りつき、同時に燃え上がった。

「……ねぇ、弥撒祈先輩？　あたし、ちょっとわからなくなっちゃった。これって……今の状況ってどういうことになるのかなぁ？」

「……ふむ。確かに、少々理解に苦しむ場面ではあるね、魅雷君。しかし、これはおそらく、こういうことではないかな？　私たちの愛を一身に受ける彼が、稚ち拙せつな虚きよ偽ぎの言を弄ろうして、私たちを謀たばかった……と」

　背後から聞こえる、音だけならば非常に穏やかな会話に、全身の毛穴という毛穴から脂汗が滝のように噴出した。そのくせ、寒気に震えがとまらない。本能は逃げろと告げている。だが駄目だ。ここは現在の状況を整理し把は握あくし、最良の策を練り上げるために思考しなければいけない場面だ。

　ミャーはなんと言った？　自分のパンツではない、と言ったのか。どういうことだ。私の手にはパンツがあり、ミャーはパンツを穿はいておらずなくしたと言っていた。ならば、このパンツはミャーの物であると推測するのが自然ではないか。それとも、まさか他にいるというのか？　ノーパンで学園内を彷徨さまよっている真の持ち主が？　ありえない。絶対にありえない。ズボンならともかく、女子用制服はスカートだ。パンツを穿かないなど単なる痴ち女じよではないか。いるというなら今すぐここへ連れてきてもらいたい。私が直接スカートを捲って確認しよう。是ぜ非ひしよう。

　いや、パンツが誰の物かは後回しだ。今は、背後数十センチに死が迫っているこの状況を打破する術すべを考えなくては。だが、口ぶりから察するに二人は私が噓うそをついて誤魔化したと勘違いしているようだ。逃げたほうがいいだろうか。駄目だ。同じ轍てつを踏ふむことになるだけだ。やはり、ここは彼女たちの理性的な判断に期待して、再度の説得を試みるべきだ。

　そう考え、ゆっくり振り返った。すると、そこには――

「そっかぁ……あたし、騙だまされてたんだ。ああ、裏切りに傷付けられた心が痛い。この痛みを癒いやすためには、乙女心を弄もてあそんで辱はずかしめた連続幼女強姦魔にも劣る人類史上最低最下のクズ野郎の耳を削そぎ落とし鼻に熱した火箸をブチ込み眼球を焼き潰つぶして両手足の先からミリ単位でジワジワと溶かしてやるしかなさそうだわ」

　灼熱の怒気を放つ赤の修羅と――

「多少の暴力的行為は愛の鞭むちとして受け入れるつもりでいたが、真しん摯しな愛を裏切られるという精神的陵虐行為をプレイとして受け入れろというのは無理な話だ。だが、私の愛は永遠不滅にして、天てん壌じよう無む窮きゆう。裏切られようが騙されようが決して変わらない。それを証明するために……さあ、一緒に氷の世界へ行こうじゃないか。永と久わの愛と幸福に満ち溢れた真の楽園へと！」

　身も凍る笑顔を浮かべた青の狂信者が、既に理性が消え去った殺人的な眼光を私に向けていた。目を合わせただけで逝いきかけ、本能は脳の隅っこでガタガタ震えだし、理性は妹への遺言状を書き始めた。

　最も早はや、説得は不能、言い訳も不可。こうなった以上、一秒でも長く延命し、強力な助っ人が現れるという物語的奇跡に賭かけるしかない。

「み、魅雷……先輩も……ちょっと落ち着きましょう？　落ち着いて……ネッ？」

　震える声で二人に冷静な対処を求めつつ、震える足で少しずつ後あと退ずさる。

「あたしは落ち着いてるわよ？　落ち着いて、冷静に、アンタを焚殺するの」

「落ち着くなど無理な話さ。これから君と二人で永遠に旅立とうというのだから」

　ジリジリ……少しずつ、修羅と狂信者から距離を取る。私が逃走を図はかっていることなど、とうに見抜かれているだろうが、彼女たちは私をすぐには殺さず、鼠ねずみを甚いた振ぶる猫のように、恐怖を与えて楽しむつもりなのだろう。だが、逆に言えば、その分だけ長く生きていられるということだ。

　猛獣よりも恐ろしい二人から目を逸そらさずに後退り、既に距離は二メートルほど開いた。よし……流石に手足の二、三本は諦めねばならんだろうが、命だけは守ってみせる。せめて妹の花嫁姿を見るまでは生き永らえてみせよう！

　脳裏に浮かぶ妹の笑顔に決意を固め、全速力で二人に背を向けて走り――

「どちらに行かれるんですかー？」

　――出そうとしたら、いつの間にか背後に回りこんでいたミャーに退路を塞ふさがれた。

　私の逃走を妨害するつもりか!?　……いや、違う。ミャーは、この状況でもニコニコと微笑んでいる。そうか、ミャーは私の味方になってくれるつもりなんだ。何という慈愛に溢れた少女だろう。まるで聖母……いや、勇者のような人だ。

「ありがとう、ミャー！　そうなんだ、私は下着泥棒などではない！　無実の」

「あのパンツって、一体どなたのなんでしょうねー？」

　ブルータス！　……じゃなかったアルレイミャー！　お前もか！

　彼女は笑顔だ。しかし、それは心臓を鷲わし摑づかみにされるような恐ろしい笑顔だった。しかも、あまりに異質なので気付かなかったが、禍まが々まがしくドス黒い波動を放つ、彼女の身長ほどもある巨大な剣を構えていた。

「みゃ……ミャーさん。そ、そそそっその剣は……なに？」

「勇者の剣、最終段階フアイナル・シークエンス。その名も、〈処刑執行形態エグゼキユーシヨンモード〉ですよー」

「何その勇者らしからぬモード!?　既に勇者の持ち物じゃないよそれ！　見た目もオーラも何もかも禍々しすぎる!!　むしろ魔王の剣って言ったほうが違和感なくね!?　つーか、そんなもん出せるなら業魔と戦った時に使ってく――」

　黙れと言わんばかりに、元・勇者の剣が振り下ろされた。

「――れぉわあっ!?」

　地獄の亡者の叫びのような風切り音と共に、剣は私のすぐ脇わきを掠かすめ、切っ先を突き立てられた地面が大きく抉えぐれ、そこから数十メートルに亘わたって大地が裂けた。

「すごいすごーい。この剣があったら業魔なんて一刀両断だね♪　……ってコラ！」と、ノリツッコミの一つでもしてやりたいところだったが……剣を振り下ろす時のミャーの形相が恐ろし過ぎて、何も言えなかった。

「あれー？　駄目じゃないですかー避よけちゃー」

　棒読みのセリフを述べながら、無垢な笑顔で禍々しい剣を構え直すミャーの姿は、まさに魔王そのもの。

「あ……あ…………ま、待って……ねえ、待って……！」

　恐怖のあまり、ついに腰が抜け、尻しり餅もちをついた私を、美少女たちが三方から囲い込む。赤の修羅、青の狂信者、そして新たに加わった、緑の魔王が。

　なんだ。なんなんだ、この状況は。どうしてこんなことになる。私は世界を救ったんだぞ？　本来なら、ミャーにパンツを返した時点でスタッフロールとエンディングテーマが流れ始めて、一番好感度が高かったヒロインと幸せに暮らしている後日談エピソードが少し語られてから『ｆｉｎ』の文字で終わりになるはずだろう？

　どこだ？　どこで選択肢を間違えた？　やはりエイ・レネに誘われるまま裏界に残るべきだったのか？　そうすれば、六人分のおっぱいとパンツに囲まれるハッピーエンドを堪たん能のうできたと？

　ちくしょう……神様、私の現実にもセーブ機能をください！

「私、ちょっとだけ失望しちゃいました。本物の勇者様みたいだって思っていたのに、いっつもＨなことばっかり考えているんですね。向こうでも、おっぱいとパンツに釣られて、こっちに戻るのを忘れそうになってたし。……帰って来るって約束したのに」

　このタイミングでそれを言うのか君はッ！　本当に魔王だよアンタ！

「おっぱいとパンツに釣られた……？　どーゆーことかしらねぇ、それは……」

「興味があるな。アルレイミャー、是非、詳しく聞かせてくれ」

　ミャーと同じように、魅雷と先輩までもが笑顔を浮かべている。しかし、目は全く笑っていない。まるで業魔のような狂おしい輝きを放つ瞳で私を睨みつけている。この視線だけで死ぬことができたなら、どれだけ楽だろう。

「はい、いいですよー。でもでも、その前にぃ……ちゃっちゃと動きを封じて、逃げられないようにしちゃいましょーか」

「おっ、いい案じゃん。なら、あたしは足を焼くわ。骨も残らないようジックリと」

「では、私は腕を凍らせるとしようか。氷に飾られた彼の姿は、さぞ美しいだろう」

　鬼畜美少女三人組は、そう話し合ってから、同時に行使紋様の構築を開始した。言っておくが、その間にも私は弁解の言葉を吐き続けていたのだ。しかし、全く聞き耳を持たない。おそらく、既にシナリオが選択肢の出ない段階に差し掛かっているのだろう。向かうは当然バッドエンドへ一直線である。

　やがて、私の口から勝手に逬ほとばしる弁明と釈明と謝罪と命いのち乞ごいと悲鳴が全く聞こえていない様子の美少女三人が行使紋様の構築を終えると、絢けん爛らんなる輝きが辺りに満ちた。

　修羅の巫み女こが纏いしは、揺らめく炎を内に秘めたる衣の如き赤の紋様。

　狂信の十字を形作るは、雪の結晶のように冷たく整えられた青の紋様。

　そして、この世ならぬ裏界の身に巡らされた緑の紋様。一ひと際きわ強いエメラルドグリーンの輝きが少女の全身余すところなく駆け巡り、壮麗極めたるその様が、純白のワンピース越しにも明めい瞭りように見て取れる。緑の光条は彼女の美び貌ぼうにまで達し、あどけない童女の笑みを、邪気に満ちた魔王の笑顔に変貌させていた。

　赤の修羅、青の狂信者、緑の魔王――彼女らの居並ぶ光景は、現世うつしよと思えぬほどに美しく、命めい脈みやく尽つきんとす我が身にあっても、この目奪われずにはいられない。

「燃え尽きな」

「凍てつき給たまえ」

「お仕置きですよー」













　美しき者たちの死刑宣告が下され、三色の紋様が目を突き刺すほど鮮やかに輝いた。

　それはそれは壮麗な光景である。光の三原色でもある赤と青と緑の光は、交じり合って純白の光線となり、私の体へと降り注いだ。

　驚くなかれ。この終末的な光景こそが、〝私の現実〟である。

　五体満足とは言わない。せめて二体満足ぐらいの体で生き残りたいものだ。

　戦友たるパンツを握り締めながら、私はそう願わずにはいられなかった。











表裏世界のソーマキューブ　パンツは誰のもの？　了










　あとがき




　本書を手に取ってくださった皆様、誠にありがとうございます。

　そして、はじめまして。




　乙おと姫ひめ式しきです。




　このたび、第十二回えんため大賞小説部門で特別賞をいただき、こうしてデビューすることとなりました。

　受賞した作品のタイトルは『ちっともファンタジーじゃない話　～パンツ編～』。

　本書のタイトルは『表裏世界のソーマキューブ　パンツは誰のもの？』。

　原形をとどめている部分は〝パンツ〟しかありませんが、同一作品です。




　デビューにあたり、ペンネームも『ｏｔｏｈｉｍｅ式』から『乙姫式』に変更いたしました。……やっぱり変更してよかった。ローマ字は縦に書くと字数を食いすぎます。

　ちなみに、ペンネームの由来は、某アニメ作品二つのタイトルと、某小説に登場するキャラクターの名前です。それらを全て合体させて生まれたのが『ｏｔｏｈｉｍｅ式』であり、同時に『乙姫式』でもあるのです。




　さて、今回が私にとって生まれて初めての〝あとがき〟ということになるわけですが、ここで「乙姫ちゃんの趣味はカワイイぬいぐるみ集めでーっす！　最近はぁ、アザラシのぬいぐるみを抱っこして寝てるんだ♪　きゃはっ☆」などと自分のことばかりを書いても、あまり読者の皆様にとっては面白くないと思われますので、少しばかり、受賞から現在までの経けい緯いなどを書くことにします。




　受賞を知らされたのは、二〇一〇年七月のことでした。

　まず最終選考に残ったという連絡をいただき、その約一週間後、携帯電話の通話口から聞こえてきたセリフが「特別賞受賞、おめでとうございます」でした。

　しかし、反感を恐れずに言いますと「いやっほぉぉぉぉぉぉうっ!!」と叫んで部屋中を跳とび回まわるほどの喜びはなく、むしろ「さあ、ここからが大変だぞ」という、期待混じりの不安のほうが大きかったように思います。

　翌月の八月に、東京都は千代田区にあるエンターブレイン本社ビルに赴おもむき、担当編集者や編集長と顔合わせし、九月からは、刊行に向けての改稿作業に入りました。

　十月には、都内某ホテルでの華やかな受賞パーティ。想像よりもずっと派手な宴で緊張しきりでした。とにかく色んな人と名刺交換をしたことと、何故かチーズケーキばかり食べていたような記憶があります。

　そして現在。あとがきを書いている今はまだ年が明けていないので、最初の電話をいただいてから約五ヶ月というところですか。おそらくは、私の生しよう涯がいの中で、最も濃密な五ヶ月間でありました……と、過去形で結ぶにはまだ早いですね。




　この先も、二冊、三冊、四冊、五冊と、読者の皆様を夢中にさせるような作品を物していけるよう、努力しなくてはいけませんし、努力すると決めました。




　最後に、本書の制作出版に関わってくださった全ての方に、全力で感謝を。

　そして、素晴らしいイラストを描いてくださったtsucacoさん。本当にありがとうございます。貴方の美麗なイラストに釣られた読者をガッカリさせないこと――それも私の目標の一つです。




　それでは、またお会いしましょう。きゃはっ☆





あと三回寝るとお正月　乙姫式　　































　　　　　この作品は、第12回エンターブレインえんため大賞小説部門、特別賞受賞作「ちっともファンタジーじゃない話～パンツ編～」を改稿・改題したものです。







著者

乙姫式

Otohimeshiki




昭和61年生まれの寅年。東京都出身。第12回えんため大賞特別賞を受賞。幼い頃に幼稚園の滑り台から落下して頭部を強打。今でも頭骨にヒビが入ったまま。なので、言動が多少おかしくてもそのせいだと思ってください。
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tsucaco




愛媛出身の千葉在住。チーバくんのおなかあたり。自宅警備をしながら近所の野良ネコを毎日愛でるのが幸せです。

好き属性は、ゴスロリ、フリル、ヤンデレ、女の子。

http://husigihaguruma.xxxxxxxx.jp/
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